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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　明日へと向かうトレイン・トレイン






帝暦三七八九年六月七日　グント領王国王都アラニス市行き列車内










　カルアは黒に近い深緑色の瞳ひとみを車窓の方へ向けた。硝子ガラス製の窓は煤すすまみれだ。外側だけじゃない。内側も汚よごれている。


「……好きになれないな。この汽車ってやつは、ほんとに──」


　低い声でつぶやいて、拗すねた眉まゆをひそめる。カルアは肩かたを動かさないように気をつけながら、腰こしの位置をずらした。二級車両の座席は硬かたすぎる。


　座りごこちがよくないうえに、彼女がカルアの右肩に頭をよりかからせているせいで、ただでさえ狭せまい二人掛がけ席が窮きゆう屈くつでしょうがない。


「ドロシー」


　小声で名前を呼んでみた。


　彼女はあいかわらず寝ね息いきをたてている。外を見たいから窓側の席がいい。そんなことを言っていたくせに、すっかり寝入っている。


「うるさいし、揺ゆれるし、ゲドム石が燃えるにおいだってひどいのに、よくへいきで眠ねむれるよ……」


　汽車は三十分くらい前にリンデン駅で停車して、その十五分後に発車した。それよりも前から寝ていたので、かれこれ一時間以上だ。いいかげん起こさないと。緊きん張ちよう感がなさすぎるんだ。


　カルアは肩で彼女の頭を軽く押した。


　何回やっても、彼女は目覚めない。


　それで、すこし強めに押してみたら、彼女の身体からだが車窓の方に倒たおれてしまった。


「あ……」


　ちょっと焦あせったが、彼女は車窓にもたれかかって、まだ眠っている。


　カルアはため息をついた。いくらなんでも、ぐっすり寝すぎじゃないか。


　おそるおそる彼女の頰ほおをつついてみる。あまりにもやわらかくて、ぎょっとした。彼女はぴくりともしない。


　耳みみ許もとに顔を近づけようとして、思いとどまった。


　まっすぐな黒々とした髪かみに半ば覆おおい隠かくされているとはいえ、彼女の寝顔をまともに見てしまったのだ。


　はっとするほど睫まつ毛げが長い。さっき指先でふれた頰は丸みがあるのに、顎あごのあたりはほっそりしている。どうしてこんなに肌はだが白いのだろう。かすかに開いている唇くちびるは熟した果実みたいにぽってりしていて、甘そうで、それでいてこぢんまりとしている。


「……だから、なんだっていうんだ」


　カルアは言い訳がわりに咳せき払ばらいをして、彼女の耳許に唇をよせた。


「ドロシー」


「はっ……!?」


　ドロシーは目を開けてカルアの方に顔を向けた。青い目を、くりかえしまばたかせる。まだ寝ぼけているらしい。


　カルアはあえて急がずに、ゆっくりと体勢をもとに戻もどした。


「おはよう、ドロシー」


「……おはよう」


　ドロシーはぴっと背筋をのばした。髪を撫なでつけながら、とりすました顔をする。


「そ、それで？　どうかした？　というか、おはよう？　わたし、寝てないけど」


「完全に寝てたじゃないか」


「寝てはいなかった」


　ドロシーは口をとがらせて、ぷいと横を向いた。横というか、斜ななめ後ろだ。ほとんど振ふり返っている。どこを見ているのやら。そっちには背もたれしかないんだけど。


「ちょっと目をつぶってただけ。だいたい昼間から寝るわけがない。子供扱あつかいしないで」


「僕は十六。ドロシーは十五。帝国では、法律で十六歳以上が成年ってことになってる」


　カルアは肩をすくめてみせた。子供扱いしないで、か。やることなすこと子供じみてるくせに、よく言うよ。


「つまり、僕は大人で、ドロシーはまだ子供なんだよ」


「たった一歳しか違ちがわないのに、よくもそんなにえらそうな顔ができる」


「べつに、えらそうな顔はしてないと思うけどね」


「わたしだって、もうとっくに大人。とにかく、わたしは寝ていなかったから」


「じゃあ、なんで何をしても反応しなかったのさ」


「何をしてもって──」


　ドロシーは、ばっとこっちに向きなおって、まじまじとカルアの顔を見た。


「何をしたの？　もしかして、カルア、わたしに何か変なことをした？」


「し、してないよ」


　というか、近い。顔が。近すぎる。いや、そうでもないか。でも、やっぱり近い。


「僕がドロシーに変なことなんてするわけないだろ」


「本当に？　わたしの鼻をつまんだりとか、ほっぺたを両側から挟はさんでむにゅーっとしたりとか、しなかった？」


「……変なことって、そっちの方なんだ」


「そっち？」


　ドロシーは小首をかしげて、目をしばたたかせた。それにしても、こすれあうと音がしそうなほど長い睫毛だ。かなり重い物でも載のるんじゃないだろうか。


「ほかに何かあるの？」


「な、ないよ？」


「だったら、カルアはわたしに何をしたの？」


「何って……」


　カルアは頭かぶりを振った。頰をつついたり、じっくり寝顔を眺ながめたりした、なんて口が裂さけても言えない。


「とくに何も？」


「あ。わかった」


　ドロシーは横目でカルアを見た。こういうときの青い瞳は氷のように冷たい。


「自分の隣となりにいるのが、胸の大きな女の子だったらと想像して、妄もう想そうの翼つばさを羽ばたかせていたんでしょう」


「はぁ？　なんだよ、それ。そんなわけないだろ。バカバカしい」


「ごまかしてもむだ。わたしは知っている」


「何を知ってるって？」


「カルアは胸の大きな女の子にめっきり弱い」


「なっ──」


　カルアは引きつりそうになった顔面の筋肉を無理やりゆるめた。


「ないよ。そんな事実は。とんだ言いがかりだよ」


「それじゃ、問題を出すから答えて」


「どこをどうすれば、それじゃ、に繫つながるのかな」


「いいから」


「はいはい……」


「はい、は？」


「一回ね。はい」


「問題です」


　ドロシーは真顔で人差し指を立ててみせる。


「ある朝、カルアくん十六歳女性経験なしが目覚めると──」


「なんでストーリー仕立てなの……」


「目覚めると」


「……目覚めると、何？」


「中略」


「さっそく略しちゃうんだ……」


「本題はここから。顔はうりふたつの、胸が大きな女の子と胸の小さな女の子が、おいでおいでと手招きしているではありませんか。さて、カルアくんはどちらを選ぶでしょう」


「え？　そりゃまあ……じゃなくてっ」


　カルアは声を荒あららげてしまいそうになって、息をついた。ここはひとつ冷静に。冷静になろう。慌あわてるようなことじゃない──はずだ。


「どっちでもいいっていうか、よくも悪くもないよ。女だろうと男だろうと、僕は人間になんか興味ないし」


「うそばっかり。カルアのうそつき。ペテン師で食わせ者の扁へん平ぺい足そく野や郎ろう」


「とりあえず、扁平足ではないから」


「だったら見せて。扁平足じゃないということを、ここで証明して。そうしたら、しぶしぶ納なつ得とくしてあげてもいい」


「何？　靴くつを脱ぬげばいいの？　待って、今……って、脱がないよ。脱ぐわけないだろ」


「そこは脱ぐところじゃない？」


「断じて脱ぐところじゃない」


「そうやって、すぐなんでもかんでもめんどくさがる」


「なんでもかんでも、ではないよね？　やるべきことは、ちゃんとやってるはずだけど。僕はドロシーと違って居い眠ねむりもしないし」


「だからわたしは寝ていなかったと何度言えばっ」


「いや、寝てたよ。確実に寝てた。どこからどう見ても、完かん璧ぺきに寝まくってたよ」


「ああ言えばこう言う」


「僕はただ、事実にもとづいて話してるだけなんだけど」


「陰いん険けんなやり口」


「そうかな」


「性しよう悪わる」


「ドロシーがそう思うなら、ドロシーから見た僕はそうなんじゃない」


「恥はじ知らずっ」


「これでも恥は知ってるつもりだけどね」


「うー……」


　ドロシーは頰をふくらませた。でも、さすがにそれは幼よう稚ちすぎると自分でも思ったのだろう。頰の中の空気を、吐はきだせばいいのに一気にのみこんで、こほんこほんと咳せきこんだ。何をやってるんだか。


「……ドロシー、だいじょうぶ？」


「く、くるしい……」


「吐けばよかったのに。息」


「吐く？」


「うん。吸いこむんじゃなくてさ」


「吐く……」


　ドロシーは息を吸いこんで、頰をふくらませた。そうして、すぼめた唇の合間から空気を押しだすと、ぶ、ぶぶぶ、と音が鳴った。カルアはつい噴ふきだしてしまいそうになって、なんとか「──くっ」と我が慢まんした。


「もう！」


「てっ」


　腿ももをはたかれた。


　ドロシーはうるんだ目でカルアをにらみつけている。顔が真っ赤だ。


「だからわたしは吐かないで吸いこんだのにカルアが余計なことを言うからっ」


「いや、ていうか、普ふ通つうに口を開けて吐けばよかったんじゃない？」


「今さら遅おそい、すべては手て遅おくれなの、もういい！」


　ドロシーは立ちあがって、「どいて！」と言いながらカルアの膝ひざをまたいだ。


「あ、ちょっ、どこ行くんだよ」


「どこだっていいでしょう」


　ドロシーは通路に出ると、前の方を見て、後ろを向いた。それからまた前を見る。


　カルアはやれやれと肩かたをすくめた。


「汽車の中だし、行くところなんてないと思うけどね」


「行くところくらいある。汽車の中だってけっこう広い」


「前は三号車で、後ろは五号車。一号車は一級券を持ってないと入れてくれないよ」


「いちいち説明してくれなくても、その程度のことはわたしも知っている。バカにして。カルアなんか三流以下のスケコマシのくせに」


「スケコマシって……意味わかって言ってる？」


「ふんっ」


　ドロシーは三号車の方へとずんずん歩いてゆく。


「……いちいち子供っぽいんだよな」


　カルアはすこし広くなった座席で脚あしを組み、頰ほお杖づえをついた。車窓の向こうで前から後ろへと流れてゆく景色に視線を投げかける。馬車に比べれば、帝国鉄道の客車は広大といってもいいくらいだが、とりわけ二級車両はけっこう混みあっているし、散歩にはまるで適さない。どうせそのうち戻もどってくるだろう。


「あの……」


　そのうちどころじゃない。すぐにドロシーの声が聞こえてきた。どうやら、ほかの乗客に声をかけているらしい。


「──って、何してるんだよ。他人とはできるだけかかわるなって、口が酸っぱくなるほど言ってるのに……」


　見ると、やはりドロシーは四列前の座席のところで腰こしをかがめ、何かやっている。


　こっちを向いた。妙みように深刻な顔をしている。いやな予感しかしない。


「カルア、ちょっときて。早く。急いで。大至急」


「は？　なんで」


「とても具合が悪そう」


「誰だれの？」


「ソニアさん」


「だから、誰だよそれ」


「今ここで知りあったおばさん。顔色がよくない。頭痛と、あとは眩暈めまいがするみたい」


「知りあった、ね……」


　まず知りあうという言葉の意味を学びなおしてもらいたいところだが、いずれにしても、顔色が悪くて頭痛と眩暈がする人にカルアができることは皆かい無むだ。


「僕は医者じゃない。残念だけど、力にはなれないんじゃないかな」


「ぜんぜん残念そうに見えないのは、わたしの気のせい？」


「うん。気のせい」


　ドロシーは、くぅっと眉まゆ根ねをよせて、唇くちびるをゆがめた。怒おこったのか。


　というよりもむしろ、悲しそうだ。


　いったい何が悲しいのか。カルアにはよくわからない。ただ、ドロシーが悲しそうだということしか。


「カルアはいろいろなことを勉強している。わたしよりはくわしいはず」


「……医学は専門外なんてものじゃない。基き礎そ的な知識もないんだ。役には立てないよ」


「放ほうってはおけない」


「放っておこうよ……」


　そう言いながらも、席を立とうとしている自分が憎にくい。本当に、何もできないと思うんだけど。できもしないことをやってみせるふりをしたって、何の意味もない。自己満足にすぎないじゃないか。


　カルアは癖くせのある赤毛を引っかきまわしながら、ソニアさんとやらがいるらしい座席の方へずるずると歩いてゆこうとした。まさにその瞬しゆん間かんだった。


　三号車へと通じる扉とびらが開いた。誰か入ってくる。女だ。


「ドロシー！」


　カルアが声をかけると、ドロシーも扉の方に目を向けて息をのんだ。


　背の高い女だ。ただ長身なだけじゃない。帝てい国こく軍の軍服を着て、軍ぐん帽ぼうをかぶっている。


　徽き章しようは黒、赤、黒の三本ライン。


　カルアは腰に下げてあった籠こ手て、不滅の右手エヴアラステインＲと無限の左手Ｌアンリミテツドをすばやく装着した。


「戻って、ドロシー！」


「でも、ソニアさんが──」


「それどころじゃないだろ！」


「目標を、発見……」


　女軍人が駆かけだした。ドロシーに襲おそいかかろうとしている。させるものか。


「ドロシー、戻れ……！」


　カルアは怒ど鳴なった。まばたきをして霊力マナを放散すると、視界の中で紫むらさき色の光が揺ゆらめきだす。開門アンロツク。精せい霊れいたちが住まう星気面Ａプレーンと接せつ触しよくすることに成功した証しよう拠こだ。カルアは精霊を呼びよせる。「──こい、正しよう三さん位い雷らい霊れい累ルイ光コウ！」


「誰か！　お願い、ソニアさんを……！」


　ドロシーが周りに呼びかけながら駆け戻ってくる。女軍人はもうすこしでドロシーをつかまえそうだ。


　カルアは呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。「唸ウナリ響ヒビケル雷ライ火カ電デン光コウ奔ホトバシリ今イマ影カゲサエ残ノコサズ──」


　女軍人が手をのばした。


　指先がドロシーの髪かみの毛に届く。


　その寸前だった。


「啼ナケ雷ライ電デン！」


　カルアが魔ま法ほうを発動させたのとほぼ同時に、何者かが「──シズ……ッ！」と叫さけんで長身の女軍人を引き倒たおした。長身の女軍人──シズの後ろに、もう一人いたのだ。隠かくれていたわけじゃないのかもしれないが、かなり小こ柄がらだから見えなくて気づかなかった。そっちも女だ。やはり軍服を着ている。


　雷電は目標点に直接星電気エレクトラを発生させる精霊魔法だ。それをシズのかわりに小柄な女軍人が引き受ける恰かつ好こうになった。小柄な女軍人は全身をぶるっと震ふるわせて倒れた。


「──ぐ、うっ……っ！」


　生身の人間が相手だから威い力りよくは抑おさえた。だが、感電して、すぐには立てないはずだ。普通なら。見た目にはドロシーよりも幼いあの小柄な女軍人は、あいにく普通じゃない。もう起きあがろうとしているなんて、あからさまに異常だ。


「アンナマリー・エコー！　超再生者リジエネレーターめ……！」


「カルア、どうすれば！」


「走るんだ、後ろに！」


　ドロシーはカルアとすれ違ちがって五号車の方へと向かう。さっきアンナマリーに引き倒されたシズが、跳とび起きるなり背中の鞘さやからやたらと長い刀を抜ぬいた。たしか、道徳刀とかいうふざけた銘めいの、でも、れっきとした古刀だ。


「っ……！」


　シズは鋭するどく、強く踏ふみこんで、道徳刀を突つきだしてきた。カルアはとっさにしゃがんで、なんとかよけたが、ぎりぎりだった。


「──汽車の中なのに！」


「先に魔法を使ったのは、どっち……？」


「僕はちゃんと考えてる！」


　カルアは床ゆかを強く蹴けった。勢いをつけて立ちあがりながら身をひるがえす。できれば見み逃のがしてほしい。まあ無理な相談だろう。シズは追いかけてくる。遅まきながら車内が騒そう然ぜんとなった。飛び交かう悲鳴。うろたえて座席から離はなれようとする乗客もいる。むしろ好都合か。どさくさにまぎれて逃にげのびる。そんなはかない夢を、アンナマリー・エコーの怒声が打ち砕くだいた。「──聞け！　あたしたちは帝国陸軍情報局の者だ！　邪じや魔まするやつは容よう赦しやしない！　怪け我がをしたくなければ、おとなしくしていろ……！」


「なんて言い種ぐさだ……！」


　カルアは静まりかえった車内を全力で駆けた。シズは怪かい力りきの持ち主だが、すばしっこさではカルアに分がある。すこし引き離したか。ドロシーが五号車へと通じるドアのところで待っていた。カルアは顎あごをしゃくって「早く！」と前方を示してみせる。


「ドロシー、先に行って！」


「でも、どうして！」


「前の駅でこの汽車に乗りこんでたんだ！　偽ぎ造ぞう公民章がばれたのかも！」


　ドロシーが扉を開けて、二人で連結部を渡わたる。また扉を開けると、その先は五号車だ。


　扉を開けたりなんだりで、シズとの距きよ離りがせばまった。くる。刀だ。突いてくる。


「──えっ……」


　違った。


　シズは胸むな元もとに引きつけるようにして刀を振ふりかぶっておきながら、右足の横蹴りをくりだしてきたのだ。


「つっ……！」


　意表をつかれた。くらった。脇わき腹ばらだ。カルアは吹ふっ飛ばされた。ドロシーが足を止めて振り向いた。


「カルア……！」


「だいじょうぶ！」


　カルアはすぐさま起きあがった。シズが刀を振りおろそうとしている。だめだ。よけられない。どうする。考えるより早く身体からだが動いた。


　両りよう腕うでを頭上で交こう叉ささせると、火花が散った。籠手のおかげで間かん一いつ髪ぱつ、どうにか受け止めることはできたが、重い、ものすごい衝しよう撃げきだった。


　全身の毛穴から汗あせが噴ふきだしている。内臓という内臓が縮みあがっているかのようだ。腕がしびれていて、あまり感覚がない。どこがだいじょうぶなんだか。


　シズはぐいぐい押してくる。とんでもない圧力だ。あらがいきれない。このままだと押しきられる。


「よくやった、シズ！　そのままそいつを足止めしておけ……！」


　アンナマリーが跳びあがって座席を蹴った。小さいだけあって身軽だ。アンナマリーはシズとカルアを跳び越こえようとしている。やばい。ドロシーが。


「やらせるか……！」


　カルアは渾こん身しんの力をふりしぼって刀を押しかえした。シズに背を向けて、アンナマリーに組みつく。一か八かだったが、斬きられる前に取っ組みあいに持ちこむことができた。これでシズは手出しできない。


「放せ、小こ僧ぞう！」アンナマリーはカルアを振りほどこうとする。


「放すわけないだろ！」カルアはアンナマリーを組み敷しいた。


「この……！」


　下からだ。頭ず突つき。顎にもらって、一瞬、意識が飛びかけた。歯を食いしばって、こらえたつもりだったのに、気がついたら体勢が逆転してアンナマリーが上になっていた。まずい。振りきられる。カルアは必死になってアンナマリーにしがみついた。


「しつこい小僧だ……！」


「そうだよ、悪いか！」


「カルア……！」


　ドロシーが駆けよってくる。


　何をするつもりなのか。カルアには察しがついた。


　カルアが床に頭を押しつけるようにして顔をそむけると、ドロシーの右足が見事にアンナマリーの顔面をとらえた。


「えいっ！」


「ぐ、あっ……!?」


　カルアは怯ひるんだアンナマリーを撥はねのけて、シズの方へと押しやった。


「ドロシー！　むちゃをして！」


「助かったでしょ！」


「そうだけど！」


　カルアとドロシーは車両後方に向かって走る。


「逃がさない……」


「くそ、よくも……！」


　シズが、そしてアンナマリーが追いかけてくる。


　もうすぐ五号車の後こう端たんだ。


　なんとか追いつかれる前にたどりつくことができた。


　ドロシーが車両後部の扉を開けようとする。


「開かない！」


「鍵かぎだ！」


　カルアはドロシーを押しのけ、内鍵を外して扉を開け放った。その向こうは連結部だ。もっとも、この列車は先頭が蒸気機関車、客車が五両の六両編成で、五号車が最さい後こう尾びだから、連結部の先には何もない。強しいて言えば、線路だ。


　カルアはまばたきをする。開門アンロツク。


「正しよう四し位い風ふう霊れい晴ハル為イ──」


　精霊を呼び、紫色の光に彩いろどられた世界でドロシーを抱だきよせ、扉をくぐった。


「まさか……！」アンナマリーの声が聞こえた。


「叫サケビ揺ユラシ吹フキ払ハラウ者モノヨ此処ココニ至イタリ──」


　カルアは呪文を詠唱しながら、どこまでもつづく線路へと身を躍おどらせる。


「馬ば鹿かな！」


　アンナマリーが連結部の手すりにつかまって叫んだ。


「そんなことをしたら……！」


「逆サカ巻マケ破ハ陣ジン風フウ！」


　風霊晴為が星圧プレグナを変化させ、物質面Ｍプレーンの気体を運動させる。ようするに、風を起こす。


　線路に叩たたきつけられる間ま際ぎわだった。強きよう烈れつな風にあおられて、カルアとドロシーの身体が浮うきあがる。真上じゃない。右斜ななめ上の方向だ。


　線路脇わきの草むらに背中から落ちて、息がつまった。かまわずドロシーをしっかりと抱いたまま転がった。


　やがて仰あお向むけで止まって呼吸ができるようになると、あちこち痛みだした。まあ、これくらいなんてこともない。ちょっと痛いだけだし。


「……カルア、へいき？」


　ドロシーの顔が至近距離にある。カルアは慌あわてて横を向いた。


「う、うん」


　ひとまずドロシーをきつく抱いていた腕をほどいてみたが、のしかかられているようなこの状態が変わるわけじゃない。胸と胸が密着してしまっているので、しっかりと感じる。大きくはないけれど、ないわけじゃない。ちゃんとある。


「……あのさ、どいてくれる？」


「はっ。ご、ごめんなさいっ」


　ドロシーは跳び起きてカルアから離れた。あの身のこなしからすると、どこも痛めていないだろう。よかった。


　カルアは身体の具合を確かめながら立ちあがった。両りよう脚あし。両腕。痛みは多少あるが、大きな問題はない。背中も打ち身程度だ。頭は打たなかった。ひどい怪我はしていない。


　見れば、汽車の影かげはもうだいぶ遠くにある。アンナマリーとシズの姿も確かく認にんできない。超再生者リジエネレーターのアンナマリーは、負傷してもたちまちのうちに治ってしまう。彼女一人ならカルアたちを追って汽車から飛び降りたかもしれないが、シズと離ればなれになるのをさけたのだろう。


「ソニアさん……」


　ドロシーは線路に腰こしを下ろして、膝ひざをかかえた。


「だいじょうぶだといいけど」


「……こんなときに、よく赤の他人の心配なんかしてられるね」


「だって、本当に具合が悪そうだった」


「あの汽車には大勢乗ってたし、僕らが置かれてる状じよう況きようよりはよっぽどましだと思うよ」


「そうだといいけど」


「とりあえず──」


　カルアとしては、ソニアさんとやらのことはどうだっていい。それよりも考えなければならないことがほかにある。


「鉄道はもう使えない。僕らの公民章が偽造だってばれたんだとしたら、乗車券を買えないと思うから」


「今日が六月七日。はじめて汽車に乗ったのが先月の二十日」


　ドロシーは指折り数えて肩かたを落とした。


「この半月くらいで、ずいぶん距離をかせいだけど……国境はまだまだ先なのに」


「あと七、八百キルメテルだから、やっぱり馬車かな。ただ、闇やみ馬車を探すにしても、大きな町まで行かないと」


「陽よう国こく、か……」


　ドロシーは空を仰あおいでため息をついた。


「遠いね。本当に」


　カルアはドロシーの隣となりに座った。


　見上げると、澄すみきった空が青くて、青すぎて、押し潰つぶされそうだ。


「去年の三月に、あの街を出て──」


　生まれ育った街のことを口にするだけで、こんなにもつらいなんて。


　あの街はもうないのだ。人の住む街はまだそこに存在しているが、いろいろな物が破は壊かいされ、作りかえられて、名前すらも奪うばわれた。


　あの街は失われてしまった。


　二人の故郷は今、デターナ市と呼ばれているらしい。


「ラナイン領王国に入ったのが五月三日。八月の半ばに帝てい国こく軍の追っ手に見つかって、ずいぶん逃にげまわる羽目になったから、ベラスカ領王国のフラミングについたのは、十二月の四日だったっけ」


「おじさまのところに、四月の終わりまでいられたのはとても助かった。最後には迷めい惑わくをかけてしまったけど」


「おじさまっていう柄がらかな」


「カルアのおじさまだから、おじさま。おかしい？」


「いいんだけどね……」


　カルアは自分の両手に目を落とした。


　魔ま法ほうの半永久触しよく媒ばいとして機能する第五要素石クイントウラが埋うめこまれた不滅の右手エヴアラステインＲと、無限の左手Ｌアンリミテツド。この籠こ手ての所有者だった父のことを思いだして、すぐに頭から追いはらう。


　父はあの街と運命をともにした。籠手はカルアの物だ。使いこなして、課せられた使命を果たすしかない。そのために、叔父おじも力を貸してくれたのだ。


「──ベクター・アーブ。あの人はまあ、だいじょうぶだと思うよ。僕なんか及およびもつかない魔法使いだし」


「うん……」


「一年以上かかったけど、ここまできたんだ。もう三千キル以上移動したって考えれば、あと八百キルなんてさ」


「……うん」


「どうしたの。もしかして、どこか痛い？」


「痛くない」


「ほんとに？」


「うん……」


「それならいいけど」


「うん……」


「ドロシー？」


「はい？」


「いや、はい、じゃなくて。何か考えてる？」


　ドロシーはすぐには答えなかったが、ややあって、こくっ、とうなずいた。


「考えている」


「何？」


「わたしは」


　ドロシーはすっくと立ちあがって、カルアを見おろした。


「わたしはやっぱり、逃げるだけじゃだめだと思う」


「だけって……」


　カルアはため息をついてみせた。ドロシーの目つきがやばい。眼まな差ざしが真しん剣けんすぎる。思いつきじゃなくて、かなり本気みたいだ。やめてほしい。


「逃げるだけでも充じゆう分ぶんたいへんなんだけど。すくなくとも、僕はね。ドロシーはどうか知らないけどさ」
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「わたしもたいへんだけど、それでも逃げる以外にできることがあるなら、やるべき」


「何をやるの……」


　訊ききたくないが、この流れでは訊かないわけにもいかないので、いやいや訊いてみたら、ドロシーは腰をかがめてカルアに顔を近づけた。というか、近いよ。目が爛らん々らんと輝かがやいちゃってるよ。しゃれになってない。こわいよ。


「絶対魔王になる」


「……は？」


「絶対魔王になって帝国を打だ倒とうする」


「ドロシー……」


　カルアは手をのばしてドロシーの額をさわった。


「熱は……ないかな。いてっ」


　ドロシーはカルアの手を思いっきり払はらいのけた。


「熱なんかない。カルアには秘密にしていたけど、これは考えに考えて考え抜ぬいて出した結論なの。わたしは絶対魔王になる！」


「あのね……」


　カルアは呆あきれた顔をしてみせた。考え抜いた末の結論なら、気まぐれよりたちが悪い。


「ドロシー。たしかにきみは魔王の娘だけどさ。絶対魔王なんて、初代魔王がそう名乗ってたらしいとか、その程度の伝説にすぎないじゃないか」


「わたしがその絶対魔王になる。世界で二人目の絶対魔王に」


「どうやって？」


「それは……」


　ドロシーは無む駄だに力強くうなずいた。やけに自信ありげなので、斬ざん新しんですばらしいアイディアでもあるのかと思いきや、そんなわけはなかった。


「これから考える」


「……ああそう。でも、まずは目の前の現実に対処しないと。きみはなぜか死んだことになってて、公開手配はされてないけど、追っ手はかかってるんだから」


「そんなことは、わたしだって知っているもの」


「じゃあ、帝国の中にいるかぎり、追われつづけるってこともわかるよね。きみは逃げるしかない。どこに？　国外だろ。国境を越こえる以外ないんだ」


　ドロシーは返事をしないで、また線路に腰を下ろした。かかえこんだ膝に、ぐっと顔を押しつける。


　ふと、頭を撫なでてやりたい衝しよう動どうに駆かられた。手をのばしかけて、すぐに引っこめる。


　甘やかしたらだめだ。つけあがる。いや、そういう問題じゃない。魔王の娘の頭を撫でるなんて、必要もないのに馴なれ馴れしくさわるなんて──畏れ多い。


「……陽国は東部連合の盟主で、単独でも帝国に対たい抗こうできる軍事大国だからね。沿海州を通して僕らの祖国くにとも交流があった。伝つ手てもある。亡命先としては悪くないよ」


　カルアは立ちあがった。


「どこも怪け我がしてないなら、行こう。アラニス市までは、だいたい六十キルメテルくらいかな。すこし急げば、二日でつく」


「え？」


　ドロシーは顔を上げてまばたきをした。


「でも、アラニスは、あの汽車の行き先でしょう。アンナマリー・エコーとシズ・ブラッドベリ。追っ手の二人が待ちかまえているんじゃ」


「普ふ通つうはそう思うだろ。だから、僕らはアラニスには行かない。引き返すか、別の方角に向かうか。あの二人は追っ手の中でも単純な方だしね。きっとそう考える」


　カルアはドロシーに手をさしのべた。


「裏をかこう」








　古き血も、新しき血も、異なる血も、妙たえなる血も、凡およそ全すべてが入り雑まじり、混こん沌とんをなしていた時代は遥はるか遠い。





　根源の禍まが々まがしき大いなる穴はもはや跡あと形かたもなく、忌いみ者どもの多くは虚きよ神しんを操あやつりし人の王たちによって討うち平らげられた。


　天を舞まい、地を闊かつ歩ぽしていた竜りゆうたちは、東の果ての島へと、あるいは海へと逃のがれ、始まりの大陸から姿を消した。


　東の果ての島は、一部の竜と不死の魔法使いたちが住まう侵おかすべからざる土地となり、残りの竜は大海うな原ばらの領主となった。


　人の王たちも大方は戦場の露つゆと消え、虚神は失われて、あるいは封ふうじられ、混沌に混乱と衰すい退たいがとってかわった。





　人は忌み者の残党と血で血を洗い、これを駆く逐ちくすると、人と人が相争って奪いあい、互たがいに殺あやめ、屠ほふった。


　書は散さん逸いつし、あまたの技術が忘れ去られ、栄えい枯こ盛せい衰すいの大半は綴つづられることもなく、よどむ時の闇やみに沈しずんだ。


　出口の見えぬ暗闇を人はさまよった。





　然しかしながら、深き夜もいつかは明ける。


　受け継つがれしさまざまな血とともに人は歩みつづけ、人が足を止めなければそこに道ができた。


　道の向こうに射さしこむ光が道標となって人を導いた。


　かくして暗黒の時代は過ぎ去っても、人は欲ほつすることをやめない。


　千古混沌の末まつ裔えい、第七の帝国が、牙きばを剝むき、爪つめをのばし、新しき王国を、そして古き王国を貪どん婪らんにのみこみ、勢力を拡大してゆく。





　踏ふみ荒あらされた帝国の大地に、少年と少女の影かげが落ちる。


　振ふり返っても、亡ほろびた故国に帰る路みちはない。












１章　その血を否定することなど誰にもできないから






帝暦三七八九年六月九日　グント領王国王都アラニス市










　歩けど歩けど、今にも崩くずれそうな長屋や掘ほっ立て小屋ばかりだ。舗ほ装そうされていない道は狭せま苦くるしくて、曲がりくねっている。無む秩ちつ序じよに建てられ、ひしめきあう建物のせいで、よく晴れた十四時すぎなのに日が当たらない。いやにじめじめしている。


　襤褸ぼろをまとった男が、道みち端ばたにしゃがんで短い煙草たばこを吸っている。何をするでもなくただうずくまっている者、寝ね転ころんで濁にごった目を空に向けている者、いびきをかいている者までいる。女性の姿はほとんど目につかない。


　歩くカルアとドロシーを、子供たちが物もの陰かげからちらちら見ている。


　ドロシーは子供に視線を投げかけて、手を振ったら逃にげられてしまった。


「……なんだか、わたしたち、あんまり歓かん迎げいされていないみたい」


「ここは何年か前まで壬ジン虞グーっていう国だった。町の名前も、歪ワイ黎レーからアラニス市に変えられたんだ」


　カルアは眉まゆをひそめた。たくさんの人が、肩かたをよせあって暮らしている場所に特有のにおいがする。このにおいは苦手だ。


「こういう浮民街スラムは、高い税金を払えなくて帝てい国こくの公民になれないもとからの住民が、しかたなく住んでるところだからね。よそ者をもてなす余よ裕ゆうはないんじゃないの」


「わたしたちだって、ちゃんとした公民章を持ってない」


「同じ浮ふ民みんだから、仲間だろって？　それはどうかな。公民は浮民を差別して、浮民同士も何かにつけ区別しあう。くだらないけどさ。人間って結局、そういうものだろ」


「わたしはそんなことはないと思う」


「意見があわないね」


「だって、差別にしても区別にしても、べつにやりたくてやっているわけじゃない。人が悪いんじゃなくて、状じよう況きようが人をそうさせているだけで──」


「その状況を作ったのは人間だよ」


「でも、作られた状況を変えることもできるはず！」


　ドロシーは胸に手を置いて、こくっ、とうなずいた。


「たとえば帝国が原因なら、帝国をやっつけてしまえばいい。それから、わたしが絶対魔ま王おうとして君臨して善政を敷しけば」


「また始まった……」


　絶対魔王。絶対魔王。絶対魔王。おとついから、ドロシーは事あるごとに絶対魔王を持ちだす。いいかげんにしてくれないかな。ほんとにもう。


　だいたい、絶対魔王を名乗った──というか、たくさんの異名の中に絶対魔王というものもあったらしい初代魔王ルナティック・デッド・エターナルは、千年以上前、暗黒期ダークエイジの人物らしい。言い伝えによるとものすごい魔王だったらしいが、何しろそこは喪失期ロストエンドとも呼ばれている暗黒期ダークエイジのことだ。ちゃんとした記録が残っていない。おかげで、笑えるほどらしいだらけだから、はっきりしたことはわからないのだ。


「まあいいんじゃない。絶対魔王になって、虚神アダムでも率いてさ。いっそのこと、世界征せい服ふくとかしちゃえば」


「虚神アダムはただのお伽とぎ話ばなし」


「絶対魔王だって似たようなものじゃないか」


「それは違ちがう。絶対魔王はわたしのご先祖様。ご先祖様がいなければ、わたしはいない」


　ドロシーは真顔だ。正気か。いいかげんにしてほしいが、議論もしたくない。


「……わかったよ。わかったから、駅の方へ行こう。店なんかはそっちにあると思うし。どうするにしても、お金をなんとかしないと」


「お金、もうなかった？」


「そんなにはね。まずは、手持ちの金貨か銀貨を換かん金きんできそうなところを探して──あ」


「え？」


「きて！」


　カルアはドロシーの腕うでをつかんで、近くの路地に無理やり引きずりこんだ。


「何？　どうしたの。ちょっとカルア、放して」


　ドロシーはカルアの手を振りはらって路地から顔を出した。


「……女の子が、こっちに走って──追いかけられているみたい。男の人に……一人じゃない？」


「見るからに柄がらの悪い連中だろ。ほら、ドロシー、隠かくれて」


「いや！」


「なんでさっ」


「助けないと」


　路地から飛びだそうとしたドロシーを、カルアは懸けん命めいに押しとどめる。


「だめだって！」


「どうして！」


「僕らの立場を忘れた？　ただの浮民じゃない、追われる身なんだ」


「そんなことはわかっているもの！」


「ちっともわかってない。ドロシー、きみは魔王家のたった一人の生き残りなんだ。その血を絶やすわけにはいかない。変なことに首を突つっこんで、危ない目に遭あうのは──」


「あの女の子、胸がとても大きかったけど」


「え……」


「最低！」


　不意をつかれた。ドロシーはカルアを突き飛ばして、路地から駆かけだした。


「あっ、ドロシー！　くそ……！」


　カルアはすぐに追いかけたが、もう手て遅おくれだった。ドロシーは少女と男たちの前に立ちふさがっている。


「ここはわたしに任せて、逃げて！」


　突とつ然ぜんそんなことを言われて、少女は戸と惑まどっているようだ。東方系の顔だちだが、大きな目はかすかに青みがかっている。髪かみの毛の色もやや薄うすい。年のころはドロシーと同じくらいか。あどけなさのかけらを残していながらも、利発そうで、大人びている。


　面おも差ざしだけじゃなくて、身体からだつきも。


「……いやいやいや！」


　カルアは頭を振りながら籠こ手てを装着して、まばたきをした。開門アンロツク。


「こい、正しよう四し位い地ち霊れい愚グ封フウ！」


　ドロシーを押しのけて少女を抱だきよせる。カルアは地面に手をついた。


「不フ壊エノ底ソコ土ツチニ下クダセシ鉄テツ槌ツイ砕クダキ紊ミダシ──」


　少女を追いかけてきた男はぜんぶで三人。やたらと口がでかくて毛深すぎる巨きよ漢かんと、顎あごが長い男、それから耳が尖とがっている男だ。全員袖そでなしの上着を着ていて、毛むくじゃらだったり入れ墨ずみだらけだったりする太い腕を、見せつけるようにさらしている。


「聳ソビエヨ壁ヘキ巌ガン靠コウ！」


　魔法が発動し、星磁力レトロマグナの作用で地面が隆りゆう起きした。壁かべだ。地面から土壁がせりあがった。


「──おごっ」


　先頭の大口男はその上に乗りあげるような形になって後ろに倒たおれ、顎長男と尖り耳男は土壁にぶつかった。「べっ」「どほっ……」


　三メテルもない道に突とつ如じよとして出現した土壁は、幅はば二メテルあまり、一番高いところが二メテル足らずといったところだ。高さと、そして厚みにも、だいぶばらつきがある。


「……やっぱり難しいな、地ち霊れいの魔法は。相あい性しようが悪いんだ」


「あ、あの──」


　カルアの腕の中で、少女が身じろぎした。


「ありがとう……ございます」


「いや……」


　胸に胸があたっている。どういうことだろう、これは。どうもこうもない。ドロシーが言っていたとおりだ。大きい。とても大きいようだ。ようだ、じゃない。間違いなく、とても大きい。いけない。カルアは少女から飛び離はなれてうつむいた。


「……ど、どういたしまして」


「何か……？」


「え、や、べつに……」


「カルア！」


「な、なんだよっ」


「でれでれしてる場合じゃ──」


　土壁を迂う回かいしてきた顎長男に、ドロシーが痛つう烈れつな飛び蹴げりを浴びせた。


「ないでしょう！」「ぐへっ……！」


「だ、誰がでれでれしてるって!?　……下がってて！」


　カルアは少女を後ろの方へ押しやった。してない。でれでれなんか、してないったらしてない。ナイフを手にした尖り耳男が、土壁を乗り越こえて躍おどりかかってくる。


「クソガキが！　邪じや魔まするんじゃねえ！」


「おまえみたいなやつに──」


　カルアは左の籠手でナイフを叩たたき落とし、尖り耳男の顎を右みぎ肘ひじで殴なぐった。


「クソガキ呼ばわりされる覚えはない……！」「ぼはっ……」


「カルア、魔法でぱぱっとやってしまって！」


「いくら相手が屑くずだからって、事情もわからないのに命まではとれないだろ！　どいて、ドロシー！」


「──ゃうっ!?」


　カルアはドロシーを押しのけた。さっきドロシーに飛び蹴りをお見み舞まいされた顎長男が、身を起こしてまた襲おそいかかってくる。


「この……！」


　カルアは思いきり体勢を低くして、顎長男の向こう脛ずねを右手の籠手で強打した。怯ひるんだ顎長男を蹴り倒し、すかさず鳩尾みぞおちに踵かかとを突き入れる。


「……ぐ……え……っ……」


「ドロシー、その子を連れて先に！」


「わかった、きて！」


「は、はいっ！」


　ドロシーが少女を引っぱって駆けてゆく。その直後だった。土壁の一部が爆ばく破はされたように崩くずれて、そこから大口男が出てきた。


　大口男は両手に戦せん鎚ついとおぼしき武器を持っている。あれで土壁をぶち壊こわしたのか。


「てめえッ、ナニモンだァ……!?」


　カルアは耳をふさぎたくなった。なんて大きくて不ふ愉ゆ快かいな声だ。


「……さすがにあれを受け止めたりしたら、骨の一本や二本は折れちゃいそうだな」


「なぁーにごちゃごちゃ言ってやがる……ッ！」


　大口男が戦鎚をブォンブォン振ふりまわしながら迫せまってくる。人間よりも獰どう猛もうな肉食獣じゆうを思わせるあの顔かたち。おぞましいほどに発達した骨格、筋肉。異様なまでの毛深さ。ただの人間じゃない。


「──忌み者の血ロースブラツド。混沌種カオテイツクか。こわい、こわい……」


　カルアは下がりつつまばたきをする。開門アンロツク。


「従じゆ三さん位い雷らい霊れい惟コレ遠トオ」


　戦鎚がくる。次から次へと。すさまじい勢いだ。単調だが、一発でも食くらったらおしまいだろう。カルアは集中を維い持じしつつ戦鎚をよけながら、低い声で呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。


「暗アン雲ウンヲ斬キリ裂サク焰ホムラ刹セツ那ナニ震フルエ──」


　遅おそまきながら何か察したのか、大口男が後退しようとした。本当に遅すぎる。


「打ウチ貫ヌケ雷ライ切キリ……！」


「ぐあがっ……」


　カルアの右掌てのひらから放たれた稲いな妻ずまが大口男を直ちよく撃げきする。大口男は物の見事に吹ふき飛んで、壊れ残りの土壁に背中から突っこんだ。土にまみれて痙けい攣れんしている。立ちあがってくる様子はない。


「見かけ倒だおしとはいわないけど、頭の出来がよくなくて助かったよ」


　カルアは一歩、二歩、近づいて、大口男の顔をのぞきこんだ。


「息は……してるな。丈じよう夫ぶそうだし、いくらか加減したから、死にはしない。しばらくおとなしくしてろ」


　もちろん返事は期待していなかったが、大口男は低くうめいて、何か言おうとするように唇くちびるを動かした。火傷やけどだって負っているのに、本当に頑がん丈じようらしい。顎長男と尖り耳男もほどなく起きあがるだろう。カルアは踵きびすを返してドロシーたちを追いかけた。





　　　　†





　薄くて隙すき間まだらけの壁は、丁てい寧ねいに目張りされている。掘ほっ立て小屋だから床ゆかは土が剝むきだしになっているが、踏ふみかためられ、掃はき清められているので、汚きたならしくはない。


「本……」


　カルアは書物が並ぶ棚たなを見て低くつぶやいた。一冊や二冊じゃない。数十冊だ。


　隅すみの炊すい事じ場ばはきれいに整せい頓とんされている。寝しん台だいは手製だろう。小さな円えん卓たくを挟はさんで置かれた二脚きやくのスツールには、ドロシーと少女が腰こしかけている。


　あのあと、ひとまず安全な場所へ避ひ難なんしようということになって、少女がカルアとドロシーをこの小屋へと案内してくれた。ここは彼女の自宅だという。


「そう。仕事をしながら、近所の子供たちに帝てい国こく語や計算を教えて……」


　ドロシーは円卓に肘ひじをついて身を乗りだした。


「メイリーさんはとても帝国語がじょうず。どこかで教えてもらったの？」


「独学です。東方の言葉と、帝国の言葉には、共通点がたくさんあるので。それがわかれば、それほど難しくないです」


　メイリーは目め許もとをゆるめて微笑ほほえんだ。年は十五だというから、ドロシーと同い年だが、だいぶ落ちついている。それから、胸はかなり大きい。
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「……いやいや」


　カルアは背にしている出入口の戸に後頭部を押しつけて、目をつぶった。


「どうかした？」


　もとはといえば、そう尋たずねてきたドロシーのせいなのだ。ドロシーが最初に胸がどうとか言ったせいで、そのことが頭にこびりついて離れない。


「……なんでもないよ」


　ドロシーはしばらくのあいだ、カルアをいぶかしそうな目で見ていたが、ようやくメイリーに向きなおった。


「でも、やっぱり独学はすごいと思う。わたしの国の言葉は、東方の言葉よりも帝国語に近いけど──」


「あなたは、帝国の人ではないのですか？」


「え、と、それは……」


「ドロシー、余計なことは言わなくていい」


「ごめんなさい」


　メイリーは膝ひざに手をついて頭を下げた。


「都合が悪ければ、あたしの質問は、忘れてください」


「こちらこそ、ごめんなさい。かえって迷めい惑わくがかかってしまうかもしれないから……」


「だからドロシー、それも余計なことなんだって」


　ドロシーはちょっとだけ頰ほおをふくらまして、戸のところに立ったままでいるカルアをにらみつけた。頰の中にあまり空気が入っていない。一応、自制しているのか。


　あのほっぺたをつついてやりたい。しないけど。そんなことは。かわりにあえて平然と見つめ返してやると、ドロシーは、ふんっ、と鼻を鳴らして顔をそむけた。ガキだ。


「あの、あらためてお礼を」


　メイリーが立ちあがった。そうしてドロシーとカルアを順々に見てから、深々とおじぎをする。


「あなたたちが助けてくれなかったら、あたし、あの人たちに、さらわれていたと思います。ありがとうございました」


　そんなふうに正面きって感謝されると、気き恥はずかしくなってくる。カルアは唇の片かた端はしをわずかに持ちあげて、肩かたをすくめた。


「……どういたしまして」


「気にしなくていい。わたしたちは偶ぐう然ぜん通りがかって、当然のことをしただけ。座って」


　ドロシーは目を細めてメイリーに微笑みかけた。どことなく得意げだ。


「だけど、あの男の人たちはどうしてメイリーさんを？」


「わからないです。何のためかは。ただ、子供たちもいなくなりました。たぶん、あの人たちの仕し業わざだと思います」


「子供が──もしかして生徒も？」


「はい。だから、あたし、捜さがしていたんです。あたしの学校には、生徒が八人いて、そのうちの三人が、どこに行ったかわからなくなってしまいました」


「三人も。何のために……」


「さあ……」


　メイリーは首を横に振ふった。


「ですけど、あたしの生徒だけじゃありません。このあたりで、たくさんの子供がいなくなっています」


「帝国は何もしてくれないの。たとえば治安維い持じ騎き士し団だんは」


「動くわけないだろ」


　カルアは腕うで組ぐみをして、ため息をついてみせた。


「公民章を持ってない浮ふ民みんは、生存権も財産権も居住権も認められない。帝国が所有してる土地を借りることもできないし、傷つけられても、奪うばわれても、殺されても、帝国は見て見ぬ振りだよ」


「そんなことは」


　ドロシーは唇をぎゅうっと嚙かんだ。そんなに強く嚙んで、痛くないのか。


「……カルアに言われなくても、そんなことはわたしだってわかっている。でも、げんにひどい目に遭あってる人たちがいるのに、何もしないなんておかしい」


「あたしたち浮民は、自分でなんとかするしかありません」


　メイリーは目を伏ふせてうなずいた。その口許にはうっすらと笑みらしきものが浮うかんでいるが、楽しいわけではもちろんないだろう。きっと、笑うしかないのだ。嘆なげいても泣き叫さけんでも、前に進む力はわいてこないから、無理をしてでも、笑うしか。


「あたしは身寄りがないので、生徒たちが家族みたいなものです。生徒たちも戦災孤こ児じだから、捜してあげられるのはあたしだけなんです」


「家族は、ひょっとして帝国との戦争で？」


「はい。あたしのお父さんとお兄さんは軍人で、戦死しました。お母さんは、この街が攻せめられたときに。でも、あたしみたいな人は、めずらしくないから」


「……帝国が勝手に作った状況のせいで、苦しめられている人が大勢いるのに、帝国はその人たちを救おうとしない」


　ドロシーは右手で自分の左手首をきつく握にぎりしめた。


「こんなことが許されていいわけがない」


「許すも許さないもないだろ」


　カルアはわざとそっけない口ぶりで言った。気持ちは理解できなくもないが、ここらへんで冷水を浴びせておくべきだろう。そうしないと、ドロシーが何かとんでもないことを言いだしかねない。


「これが現実なんだ」


「現実だろうと何だろうと、たとえ世界中の誰だれもが認めても、わたしだけはぜったいに許さない。メイリー」


　ドロシーはメイリーの目をまっすぐ見すえた。やばい。カルアは飛びだした。


「わたしも──」


「待った！」


　カルアは後ろからドロシーの口をふさいだ。


「ふぁにほふふひょ！」


「安やす請うけあいするんじゃないよ。僕らは他人の世話を焼いてられるような立場じゃ──いたっ！　か、嚙んだなっ!?」


「嚙まれるようなことをしたから。カルアの自じ業ごう自得。冷血漢！」


「はいはい、冷血漢冷血漢。血が冷たいっていうか、そもそも通ってないのかもね」


「そんなわけがない。血が通っていなかったら、死んでしまうもの」


「だったら、じつは死人なんじゃないの」


「カルア」


「何？　……いてっ」


　頰をつねられた。


　ドロシーは、どうだ、という顔をしてみせる。


「ちゃんと生きている」


「あたりまえだろっ」


「……よかった」


「は？」


「な、なんでもない」


　ドロシーは目を伏せて前まえ髪がみを引っぱった。そんなことしても髪はのびないと思うけど。


「いったい何なんだよ、嚙んでみたりつねってみたり……」


「何もかもカルアのせい。すべてカルアが悪い」


「そうは思えないけどね」


「だいたい、カルアはいつも上から目線ですごくえらそう。わりとうんちく好きだし。これからは、うんちくんと呼ぶことにしてもいいくらい」


「ぜんぜんよくないよ。その呼び方って、うんちくとはまったく関係ない、別物に聞こえるしさ」


「でも、カルアにはお似合いだと思う。うんちくん」


「やめてくれる!?」


「なぜ？　うんちくん」


「ていうか、やめろ！」


「あ、あの！」


　メイリーが二人のあいだに割って入った。


「喧けん嘩かしないでください。あなたたちは、あたしを助けてくれました。それだけでありがたいし、充じゆう分ぶんなんです。本当に、ありがとうございます」


「充分じゃない」


　ドロシーの青い瞳ひとみが、激しく、だがそれでいて静かに、凍いてつきながら燃えあがるような、ありうべからざる炎ほのおを宿している。


　それは──まごうことなき、魔ま王おうの眼めだ。


「メイリー。もし仮にあなたが充分でも、わたしは違ちがう。わたしはあなたや子供たちを助けてあげたいわけじゃない。わたしが助けたいの」


「……ドロシーさん」


「ドロシーでいい。わたしもあなたのことをメイリーと呼んでしまっているから」


「はい。でも……」


　メイリーは横目でちらりとカルアを見た。なんだか、カルアだけが悪者みたいだ。べつに悪者でもかまわないが、ドロシーを止めないと。どうすれば思いとどまらせることができるだろう。脅おどすか。騙だますか。腕ずくでやめさせるか。


　カルアは顔をしかめた。いい方法が思いつかない。赤毛を引っかきまわす。


「……僕は反対だ」


「それじゃ、カルアは一人で先に行けばいい。わたしはここに残ってメイリーを手伝う」


「僕一人で行ってどうするんだよ。意味がないじゃないか。何のために僕が──ああもう、わかったよ！」


　カルアはうなだれた。メイリーを助けてしまった。そもそもあれが失敗だった。あの段階でドロシーを制止できていれば、こんなことにはならなかったのだ。


　メイリーの胸さえ大きくなければ、こんなことには。


　もちろん、大きいのは決して非難されるようなことじゃない。そんなことで不覚をとってしまったカルアの未熟さこそが、最大の原因だろう。


　つまり、自業自得なのだ。


「……やるよ。手伝えばいいんだろ」





　　　　†





　アラニス市は歪河ワイヘーという名の曲がりくねった大河の西岸にある。


　帝てい国こくに占せん領りようされる前の人口は三十万人以上。現在、旧市街と呼ばれている町の東半分は戦災をまぬがれたものの、西半分の新市街は帝国軍の砲ほう撃げきによって壊かい滅めつ的な打撃を受け、鉄道の駅が建設された中央区以外は大部分が浮民街スラム化している。町を守っていた城じよう壁へきはほとんどが消失した。かつて城壁があった場所にも、今は無数の掘ほっ立て小屋が建ちならんでいる。


　メイリーの家は浮民街スラムの外そと堀ぼり地区にある。その名のとおり、もともと外堀があった一帯で、湿しつ気けが多く、窪くぼ地ちだから日当たりも悪い。孤児や老人、寡か婦ふなど、浮民の中でも弱い立場にある者たちが、粗そ末まつな小屋を建てて住みついている地域だ。


「ざっと調べただけでも、この十日のあいだに、外堀地区で十七人か」


　カルアはため息をついた。事態は思ったよりひどくて重大だ。じめじめした道みち端ばたにしゃがみこんでいるドロシー、そしてメイリーも、顔色がよくない。


「母親しかいない子供が三人、あとは孤児。目撃した人の話からすると、路上でいきなり襲おそいかかるっていうのが手口みたいだね。一人、もしくは二人いっぺんにさらわれた例もある」


「やったのは、やっぱり、あの袖そでなしの服を着た男の人たちみたいですね……」


　メイリーは腕組みをして胸を押しあげた。いや、そうじゃなくて、腕を組んだ結果、胸が押しあげられる状態になっただけだ。カルアは目をそらして、軽く頭を振る。


「東方の人たちは外見に特とく徴ちようがあるから、すぐわかる。新しい占領地は借地代が安いから、帝国中から禿はげ鷹たかみたいに五等とか四等の公民が集まってくるものだけど、そういう手合いでもなさそうだ。僕らと同じ、よそ者なんだろうな」


　ドロシーが眉まゆを曇くもらせた。


「でも、その人たちは子供をさらって、いったいどうするつもりなの」


「僕に訊きかれてもね」


「べつにカルアに訊いたわけじゃない。考えているの」


「ああそう。もう邪じや魔ましないから、ゆっくり考えて」


　ドロシーは土をすくって投げようとしたが、途と中ちゆうでやめた。怒おこる元気もないのか。疲つかれているのだ。休ませたいが、きっと本人が首を縦に振ふらないだろう。


「金持ちの子供なら、身みの代しろ金きん目当ての誘ゆう拐かいっていうのが相場だろうけどさ」


　カルアは頭を搔かいた。なんでこんなことを真面目まじめに考察しないといけないのか。どうもドツボに嵌はまりかけているような気がする。


「今回の場合、その線はない。どっちにしても、人さらいは複数だし、隠かくれ家みたいなものはあると思う」


「この街にも、ならず者はいるんです。ここの言葉では、無頼ウーライといって。そういう人たちの窩ウオ──たまり場というんですか、そういう場所なら、調べられるんですけど」


「その無頼ウーライとかって連中も、戦争でだいぶ被ひ害がいを受けたんじゃない？」


「ええ。帝国軍が攻めてきたときに、義勇兵として戦って、かなり死にました。戦後に処しよ刑けいされた人も多かったんです」


　淡たん々たんと語るメイリーとは対照的に、ドロシーは胸を押さえて苦しそうな顔をしている。よくもまあ悪党にまで同情できるものだ。そんなふうに思ってしまうカルアは、ドロシーの言うとおり、たしかに冷血漢なのかもしれない。


「どうやら、当の本人に教えてもらうしかなさそうだ」


「え」


　ドロシーはカルアを見上げてまばたきをした。


「袖なしの男の人を見つけて、子供がどこにいるのか教えてほしいと頼たのむの？」


「頼んだら教えてくれると思う？」


「思わない。もしかして、わたしのことをバカにしている？」


「なんでバカにされてるって思うのさ。バカなこと言ったなって自覚があるから？」


「カルアのいじわる虫。わたしはただ確かく認にんしただけ。待ち伏ぶせをしてつかまえて、無理やり聞きだすんでしょう」


「こっそりあとをつけて、隠れ家まで案内してもらうっていう手もあるけどね。可能なら、そっちの方が安全だと思う」


「あたしが囮おとりになりましょうか？」メイリーが手をあげた。


「いや」


　カルアはすぐさま首を横に振ってみせる。


「メイリーさんが危険を冒おかすことはない。もう危ない目に遭あっただろ。そういうことは一度で充分だよ」


「カルアのくせに恰かつ好こうをつけて。メイリーの胸がちょっと大きいからといって」


「か、関係ないだろ、それはっ」


「動どう揺ようしすぎ。というか、ちょっとではないけど……」


「大きい、ですか？」


　メイリーは自分の胸を両りよう腕うででかかえるようにして、眉をひそめた。かなり重そうだ。


「気にしないようにしているんですけど、たまにからかわれるんです……」


「あっ、ごめんなさい、つい……」


「べつに、悪いことじゃないんだし」


　カルアは平静を装よそおうことに全力を注いだ。悪いどころか、基本的にはいいことだ。むしろ善悪を超ちよう越えつしていて、あえていえば真理に属する。


「胸を張ってればいいんじゃないの」


「胸を、張って……」


　メイリーはきょとんとした顔で首をひねった。


「こうですか？」


　何をどう考えて、メイリーは胸をぐっと突つきだしてみせたりしたのだろう。言葉や文化の問題か。それとも、しっかりしているように見えて、意外と天然気味なのか。


　いずれにせよ、半はん端ぱじゃない。カルアは思わず生なま唾つばをのみこんだ。


　圧あつ倒とう的じゃないか。


「──てっ」


　太ふと腿ももを平手打ちされた。犯人はドロシーだ。青い瞳がえらく冷たい。凍てついている。


「な、何するんだよ」


「女の子をそんな目で見る人は罰ばつを受けるべき」


「そんな目って……どんな目？」


「正真正しよう銘めい、変態の目だった」


「人聞きの悪いこと言わないでくれるかな」


「言われるようなことをしなければいい」


　なんということだろう。


　今回ばかりは、ぐうの音も出ない。


「ともかく！」


　ドロシーは立ちあがって両手を腰こしにあてた。ただし、胸は巧こう妙みように張っていない。


「メイリーが囮になるのは、わたしも反対。手分けして見張っていれば、人さらいはそのうち現れるはず」


「……まあ、十日で十七人だからね。みんな、家の中じゃなくて外でさらわれてる。人目をはばかってるっていう感じはしないし──もしかすると、相手も僕らのことを捜さがしてるかもしれない」


「なぜわたしたちを？」


「僕たちはやつらの仕事を邪魔したんだ。仕返ししようとしてるかもしれないだろ」


「あ。そうか」


「……あたし、とっくにお二人を巻きこんでしまっていたんですね。ごめんなさい」


「謝らなくていい、メイリー」


　ドロシーはメイリーの二の腕をそっとつかんだ。


「もともと、わたしがやりたくてやった。自分がしたことの責任は、自分でとらないといけない。あたりまえのことだもの」


「そういうのって、自分一人で責任とれる人が言うことだと思うんだけどね」


「カルア、ひとつ訊いてもいい？」


「何？」


「どうしていちいち話を蒸しかえさないと気がすまないの。ひょっとして、カルアの正体は蒸し蒸し仮面？」


「とりあえず、なんかやたらと暑苦しそうだから、その呼び方はやめようか？」


「百回まわってにゃんと鳴いてくれたら、やめてあげてもいい」


「え、百回も……って、やるわけないだろ」


「一回くらいはまわればいいのに。まわるカルアが見たかったのに。にゃんと鳴いてほしかったのに。けち」


「こんなことでけち呼ばわりされたくないし、誰だれにも見せたくないよ、そんな姿……」


　メイリーが噴ふきだした。


「お二人は、すごく仲がいいんですね」


「べ、べつに？」


　ドロシーは口をとがらせた。首を左右に曲げながら、なぜか手で顔をぱたぱたと扇あおいでいる。ちょっと湿気が多いものの、暑くはないのに。


「そうでもないと思うけど。険悪というほど悪くはないと思うけど……」


「まあ、つきあいが長いからね。ただそれだけだよ」


「ただそれだけ？　ふうん……」


「何？　僕が言ったこと、何か間ま違ちがってる？」


「わたしとカルアが初めて会ったのは、もう十年以上前」


「うん。そうだね。何しろつきあいが長いから、知らなくてもいいところとか、知りたくないところまで知ってたりするけど、それだけだよ」


「知りたくないところって何？　すごく気になる」


「いいの？　今ここで言っちゃって」


「い、言わないで」


　ドロシーは両手で顔を覆おおった。顔がすこし赤くなっている。


「言っちゃだめ。ひょっとすると何か恥はずかしいことかもしれないし……」


「はいはい、言わないから」


　カルアは薄うす笑わらいを浮うかべてみせた。じつは、知らない方がよかったことも、知りたくなかったことも、とくにない。でも、ドロシーには心当たりがあるのだろう。あれか。それとも、あれだろうか。何にせよ、今となってはカルアしか知らないことだ。


「──で、やるんだろ、待ち伏せ。だったら、具体的にどうするのか決めないと」


「あ、うん」


　ドロシーはしきりと前まえ髪がみをいじっている。だから、引っぱっても髪はのびないって。


「ええと、手分けした方がいいから、そうすると──」


「あたし、年長の男の子を何人か知っているので、声をかけてみます」


「最低でも、二人一組で行動するようにした方がいいんじゃないかな。もし袖そでなしの上着を着た男を見かけたら、一人は見張りをつづけて、もう一人が仲間に知らせるんだ」


「手伝ってくれる人があと三人いれば、わたし、カルア、メイリーで、三組できる」


「……ドロシーと別行動をとるのは、僕としては不安なんだけど」


「いつまでも子供扱あつかいしないで。カルアと一いつ緒しよじゃなくても、わたしはへいき」


「そういうことじゃなくてさ」


「じゃ、どういうこと？」


「だから……」


　心配だからに決まっている。あたりまえだ。魔王の娘むすめを無事に落ちのびさせる。それがカルアに与あたえられた使命なのだ。


　ドロシーだって、そんなことは百も承知だろう。それなのに、どうしてわざわざ訊くのか。なぜカルアは、ドロシーが心配だから、という一言を口にすることができないのか。顔がすこし熱い。照れくさいのか。メイリーがいるせいだろうか。


「……ああもう！　なんでいちいち説明しなきゃならないんだよ」


「説明なんかいらない。カルアがいなくても、わたしはちゃんとできる。そのことを証明してみせる」


「だったら勝手にすれば……」


「言われなくても、勝手にするつもり」


　ドロシーはぷいっと横を向いた。唇くちびるをぎゅっと嚙かみしめて、何かを必死に我が慢まんしているようだ。そうかと思うとカルアの方を見て、まるで幼い子供みたいに顔をしかめて舌を出した。


「べーっ、だ！」


「……ガキ」


　カルアが呆あきれてつぶやくと、ドロシーは顔を真っ赤に染めてうつむいてしまった。わりと尋じん常じようじゃない赤らみ方だ。


　胸がちくりとした。


　何だろう、この気持ちは。もしかして、罪悪感か。カルアはドロシーに何か悪いことをしたのだろうか。


「わけがわからないよ……」
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　細長い窓から顔を出すと、すこし下った先の比ひ較かく的てき大きな通りを見み渡わたせる。


　物をどけても、大人が二人、横になれるかどうか。それくらい狭せまい小屋だが、場所は見張りに適している。裏道を使えば、大きな通りに出ることなく、ほかの見張りポイントまで移動できるのもいい。


「──でも、アナタたち、物好きね。アナタはよそ者。関係ないのに」


　小屋の住人は協力者の一人だ。顔をふくめた全体の雰ふん囲い気きが小動物を連想させる。背は低いが、いかにもすばしっこそうで、隣となりあって窓から外をのぞいていても狭苦しくない。帝てい国こく語は話せるものの、メイリーほどうまくはないようだ。


「ウーロンくん、それは違う。関係なくはない」


　ドロシーは奥歯を食いしばる。祖国のことを思いだしてしまったのだ。いや、思いだすまでもない。それはいつもこの胸の中で息づいている。


「関係なくなんか、ない」


「さらわれた子供助けて、アナタたちは何を得するか？」


「得をするとかしないとか、そんなことは考えていない。わたしはただ、さらわれた子供たちを助けたい。メイリーの力になりたい」


「やっぱり、アナタたちは物好き。あとの一人は、あんまり乗り気じゃないみたいだったけどね」


「カルアのこと？」


「名前、忘れたよ。態度大きい人」


「たしかに、態度はちょっと大きく見えるかもしれない。でも、カルアは──」


　ドロシーは唇の端はしを嚙んだ。どう説明すればわかってもらえるだろう。


「違うの。そうじゃない。ただ誤解されやすいだけ。ぜんぶわたしのためなの」


　一いつ瞬しゆん、カルアの人を小こ馬ば鹿かにしたような呆れ顔が脳のう裏りをかすめた。


「……たぶん」


「態度大きい人は、アナタの何？」


「何って」


「恋こい人びとか？」


「そ、それはない。それは」


「じゃあ何？」


「……友だち？」


「なぜ、ボクに訊きく。ボクが訊いてるよ」


「幼おさな馴な染じみ……かもしれない」


「なるほどね」


　ウーロンは意味ありげに鼻を鳴らした。


「とにかく、アナタたち、物好きね。メイリーも、物好き」


「物好きなのかな。わたしは、だけど……メイリーと同じだから」


　ドロシーは全身にぐっと力をこめた。涙なみだがこぼれそうな予感がしたからだ。泣いてはいけない。今、生きている自分、生かされた自分には、泣くよりもほかにできることがある。いくらでもあるはずなのだ。


「わたしのお父さんも、お母さんも、妹も、みんな、もうどこにもいない。だから、メイリーの気持ちがなんとなくわかる」


「ボクだって、いない」


　ウーロンは苦笑した。おかしいわけじゃない。きっと、そんなふうに笑って吐はき捨てるしかないのだ。


「全員死んだよ、戦争で」


「そう」


　ドロシーは手をのばした。


「たいへんだったね、ウーロンくん。そう……」


　ウーロンの背中をゆっくりと、力をこめてさする。こんなことをしたところで、心の傷が癒いえることはないだろう。それでも、何もしないではいられない。もし叶かなうのならば、ウーロンの中で氷みたいに固まっているだろう悲しみや寂さみしさ、苦しさのかたまりが、すこしでもとけてくれればいいと、ドロシーは願う。ほんのすこしでもいいから。


　ウーロンはうつむいて、じっとしていた。


　しばらくすると、身をよじってドロシーの手を振ふりはらい、こちらを見ずにまた苦笑いを浮かべた。


「アナタ、変な人ね」


「そんなことはないと思う」


「メイリーも、変な人」


「でも、ウーロンくんはメイリーが好きでしょう」


　深く考えずに言ったら、ウーロンは虚きよをつかれたように小さな目を瞠みはった。それからすぐに顔をそむけて、でも、否定はしなかった。


「……メイリーは美人ね。だから、メイリーを好きな人、いっぱいいるよ」


「メイリーと一緒に見張りをしているのがテッサンくんで、カルアの方はユンくん」


「そうね」


「あの子たちもメイリーのことが好き？」


「とくにテッサン、ゾッコンね。テッサンは隠かくしてるつもり。けど、まったく隠せてない。みんな知ってる」


「そうか。わかる気がする。メイリーはかわいいもの。胸も……」


　ドロシーは自分の胸を一いち瞥べつして、ぶるるっと頭を振った。つい見てはいけない物を見てしまった。


「あと、しっかりしている」


「メイリーはいい人。お人ひと好よしね」


「じゃ、そのメイリーを手伝っているウーロンくんも、お人好し？」


「ボクは違うよ」


　ウーロンはむっとしたように眉み間けんに皺しわをよせた。


「テッサンに、手伝えと言われた。断るとテッサン、ボクを殴なぐるね。だから、しょうがない。それだけよ」


「手伝ってくれるなら、どっちでもかまわない。ありがとう、ウーロンくん」


「……アナタ、メイリーより変ね」


「自分では変だと思わないけど」


　ドロシーは首をひねった。今、何か聞こえたような。


　気のせいだろうか。まばたきをしてみる。窓の向こうには何も変わった様子はない。でも、違ちがう。気のせいなんかじゃない。聞こえる。


「──女の子の悲鳴？」


「誰だれか走ってくる」


　ウーロンは窓に押しこまんばかりに顔を近づけて、うなるようにつぶやく。


「シャオラン……」


　ドロシーにも見えた。女の子だ。まだ十歳にもなっていないだろう。追いかけられている。追っ手は二人組の男だ。どちらも袖なしの上着を着ている。


「知りあい？」


「この近くに住んでる子ね。妹と同じ年だから──」


　ウーロンはそこまで言ったところで、しまった、というような顔をして口をつぐんだ。


「近所の子は、だいたい知ってるよ」


「このままだとあの子はつかまってしまう」


　ドロシーはうなずいた。ウーロンにとって、たぶんあの女の子は亡なくした妹のようなものなのだ。もちろん、そうでなくても見すごすことはできない。


「その前に助けないと」


「まず、仲間に知らせる。あと、つける。そうすることになってたよ」


「ウーロンくんはカルアに知らせに行って。わたしはあの人たちをつかまえて、隠れ家がを白状させる」


「ドロシー、アナタ、危険よ！」


「だいじょうぶ。わたしだって、今まで危ない橋を渡ってきた。それに、黙だまって見ていたら、シャオランちゃんがどうなるかわからない。さあ、行って」


　ドロシーはウーロンの返事を待たずに小屋から飛びだした。全力疾しつ走そうで路地を駆かけおりると、ちょうど男の一人がシャオランをつかまえたところだった。袖そでなしの上着からのぞく入れ墨ずみだらけの腕うではわりと細いが、眉まゆはずいぶん太くて、額が妙みように狭い。


「暴れたってムダだ！　おとなしくしやがれ、ガキ……！」


「おとなしくするのは──」


　ドロシーは走り、踏ふみ切って、太眉男の後頭部に飛び蹴げりをぶちかました。


「そっちの方でしょう……！」「どぅげっ!?」


　太眉男は顔面から地面に飛びこむような恰かつ好こうになった。いい飛びっぷりだ。ドロシーはシャオランに駆けよって抱だき起こした。


「へいき？　怪け我がは？」


「あぅ……」


　シャオランはとにかく仰ぎよう天てんしていて、何がなんだかわかっていないようだ。目が泳いでいる。


「立って！　逃にげないと──」


「なんだ、てめえ！」


　もう一人の男が懐ふところから何かを抜ぬきとった。金属製の無骨な物体だ。ドロシーはそれを見たことがある。まさか、と思う前に息ができなくなった。身体からだが動かない。


　拳けん銃じゆうだ。


　弾だん倉そうが回転式になっている、連発拳銃。火薬の力で弾丸を発射して、たやすく人を殺してしまう。人殺しのための武器だ。


　ドロシーは強ごう引いんに、意識的に呼吸をして、男を見つめた。顔にまで入れ墨がある。剃そっているのだろうか。眉がない。


　眉なし男は目を剝むいて、唇くちびるをめくれあがらせている。冷静じゃない。動転している。


　だからだろう。銃口はドロシーの方を向いているし、引き金に指をかけている。それなのに、撃げき鉄てつが引き起こされていない。あれでは撃うてない。


「素人しろうとが──」


　ドロシーは銃身をつかんでねじあげながら、眉なし男の股こ間かんを蹴りあげた。


「いきがって！」「ぐえっ……」


　眉なし男は崩くずれ落ちた。両手で股間を押さえてもだえ苦しんでいる。その姿を見おろして、ドロシーは戸と惑まどっていた。


　奪うばいとった拳銃が重い。ただの重みじゃない。いやに冷たくて、なんとも不快な重量感だ。持っているだけで胸が悪くなる。


「……こんなものがあるから！」


　ドロシーは拳銃をできるだけ遠くに投げつけた。


「あっ……」と、シャオランが声をもらした。


　ドロシーは思わずシャオランの方を見た。


　それから彼女の視線を目で追った。


　太眉男だ。


　擦すり傷だらけの顔をゆがめ、頭上で組みあわせた両手を振りおろそうとしている。


「オラァァァァァァァァァァッ……！」


　ドロシーはよけようとした。間に合わなかった。鈍にぶくて、重い衝しよう撃げき。


　──闇やみ。
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「ドロシーが……!?」


　目がくらんだ。


　息せき切って、大急ぎで報しらせにきてくれたウーロンに罪はない。わかっていても、怒いかりを抑おさえることができなかった。八つ当たりをしないためにも、とにかく走るしかない。


　ウーロンだけじゃなくて、組んでいた長身のユンも置き去りにし、カルアは外そと堀ぼり地区を駆け抜けた。


　間もなくドロシーとウーロンが見張りをしていた場所にたどりついたが、いない。誰もいない。ドロシーも、そして、さらわれそうになっていたという少女の姿も見あたらなかった。人っ子一人いない。


「……もしかして、一いつ緒しよに連れ去られたのか。もしかして、じゃない。連れ去られたんだ。くそ、別行動なんてしなければ……僕のせいだ、僕が止めなかったから……！」


　カルアは激しく頭を振ってから、二度、深呼吸をした。


「だめだ。こんなことじゃ。後こう悔かいなんかしたって、何の意味もない。捜さがさないと。でも、どうやって捜す？　いったい、どうやって……」


　考えがまとまらない。自責の念と焦あせりばかりが募つのって、思考が空回りしている。


　ウーロンとユンが追いついてきた。二人とも肩かたで息いきをしている。ウーロンは座りこんでしまった。


「あ、足、速いね。アナタ、体力ある」


　ユンは薄うすぼんやりした顔を濡ぬらしている汗あせをぬぐった。どこか遠くを見ている。


「帝国軍人……」


「軍人？」


　カルアはあたりに視線をめぐらせた。


　国境から遠いとはいえ、ここは数年前まで壬ジン虞グー、つまり帝国にとって敵国の領土だった。帝国軍はある程度の兵を駐ちゆう屯とんさせているはずだ。軍人がいてもおかしくはない。でも、あいつらはそれとは別口だ。


　たぶん、五十メテルまでは離はなれていない。通りの先に軍人がいる。二人だ。そのうちの一人は、軍服を着ているのが滑こつ稽けいなほど背が低い。


「ほら見ろ、あたしの予想どおりだ！　やっぱりこの街にきたじゃないか！」


「がーん」


　背の高い方の、がーん、はどこまでも一本調子だった。


「賭かけは、私の負け……」


「──読まれた!?　裏の裏をかかれたんだ！　単純だったのはあいつらじゃなくて、僕の方か……！」


　カルアは走りだしてから、ウーロンとユンを振ふり返って叫さけんだ。


「すまない、きみたちはドロシーを！」


「アナタ、どうするよ!?」


「まずは逃げないと！　あいつらにつかまるわけには……！」


「逃がすか！　行け、シズ！」


「了りよう解かい……」


　アンナマリー・エコーにけしかけられて、シズ・ブラッドベリがものすごい勢いで迫せまってくる。


「魔ま法ほうで──」


　カルアは足を止めずに籠こ手てを装着した。


「いや、止まったら追いつかれる。走って逃げながらだと当てづらい。外したら隙すきができる。そんな隙を見み逃のがしてくれるような相手じゃない。それなら──」


　まばたきをする。開門アンロツク。


「こい、正しよう四し位い地ち霊れい愚グ封フウ！　不フ壊エノ底ソコ土ツチニ下クダセシ鉄テツ槌ツイ砕クダキ紊ミダシ聳ソビエヨ──」


　カルアは振り向きざまに土の路面を右手で叩たたいた。


「壁ヘキ巌ガン靠コウ！」


　地面がせりあがった。あっという間に土つち壁かべが通りをふさぐ。カルアは近くの路地に駆けこんだ。


「こんなの、たいした時間稼かせぎにもならないだろうけど……！」


　何もしないよりはましだ。そう思いたいだけかもしれない。なんでこんなことに。考えてどうする。どうなる。どうにもならない。やるべきことは一つだ。


「──ドロシー！　かならず見つけるから……！」
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　いつから柱の陰かげに隠かくれているのだろう。なぜ、隠れていないといけないのだろう。


　顔を出してみた。


　柱に囲まれた円い中庭の芝しば生ふに、白い椅い子すが置いてある。中庭は日当たりがいい。草も、木も、泉も、そして椅子も、何もかもがきらきら輝かがやいている。


　椅子に腰こしかけているのは母だ。


　母がいるのに、どうして彼女は隠れているのだろう。


　たぶん、母だけじゃないからだ。


　母の前に男の子が立っている。


　その男の子が誰だれか、彼女は知っている。とてもよく知っている。


　初めて会ったのは四歳のときだ。男の子は彼女より一つ年上で、五歳だった。彼女の父に仕えている偉い大だいな魔法使いの息むす子こだと紹しよう介かいされた。


　魔法使いは妻を亡なくしていた。どういうわけか男の子が乳母うばになつかない。その話を聞いた彼女の父が、だったら王宮に連れてきてはどうかとすすめたのだ。


　魔法使いは父の臣下でありながら、親しい友人でもあった。父も母も大の子供好きで、自分たちには娘むすめしかいない──彼女も、二つ下のエリンも、生まれたばかりのサーラも全員女の子なので、男の子と身近に接したかったのかもしれない。


「お初にお目にかかります、姫ひめ様。わたくしのことは、どうかケンタウロスとお呼びください」


　男の子はそんなふうに挨あい拶さつして、折り目正しくお辞じ儀ぎをした。やけに丁てい寧ねいで、大人びていて、面食くらったことを彼女は覚えている。


「……けんたるるす？」


「ケンタウロスでございます、姫様。もし呼びづらければ、いかようにも」


「ええと、じゃ……ケンタくん？」


「それは……」


「だめ？」


「いえ」


「ケンタくんでいい？」


「姫様がお望みとあらば、そう呼んでいただいてけっこうです」


「わかった。あ。あと、わたしのことはドロシーと呼んで」


「かしこまりました。ドロシー様」


「……様」


「何か？」


「いいけど」


　男の子は八歳になると魔法の学校に通いはじめて、カルアと名乗るようになった。古い名を捨て、魔法使いとして生まれ変わる。人はそうやって魔法使いになるのだという。


　魔法使いのカルアになっても、あいかわらず男の子は気どっていて、たった一歳しか違ちがわないのに、十歳も上みたいに振る舞まった。それが彼女はいやで、ときには腹が立って、でも、カルアはなんでも言うことを聞いてくれるから、許すしかないのだ。


　それに、彼女には妹が二人もいる。いい姉でないといけない。


　国中がたいへんなときだから、父に仕える臣下たちには迷めい惑わくをかけられない。


　国民の前に出るときは、ちゃんとしていないといけない。


　あれこれ頼たのみごとができる相手はカルアだけだ。どんなことでも聞き入れてくれるのはカルアだけだ。それなのになぜ、彼女はこうして柱の陰に隠れているのだろう。


　きっと、母がいるせいだ。


　母がカルアに何か話しかけている。


　カルアはときおりうなずきながら答えているが、堅かた苦くるしい態度を崩くずそうとしない。


　でも、不意に母が手をのばすと、カルアは逆らわなかった。抱だきよせられて、母の豊かな胸に顔をうずめる。彼女もよく母に抱きしめてもらう。その感かん触しよくを知っている。母の胸はとてもやわらかくて、いつまでも包まれていたくなるくらい、気持ちいい。


　彼女はいつしか涙なみだをこらえていた。


　母とは違ってうすっぺらい、平らな胸が、ちくちく、じくじくと、痛むのだ。


　この痛みは何なのだろう。


　たしかに痛いのだが、うれしくもある。


　カルアは母親を知らない。おそらく本当は、ああやって自分の母親に抱かれたかったのだと思う。


　カルア。よかったね、カルア。


　彼女は心の底から喜んでいるのに、なんだか寂さみしいのだ。


　──と、母の顔がゆがむ。


「イプシローラ様……!?」


　カルアが叫ぶ。


　母が涙を流している。泣いているのか。違う。おかしい。黒い。


　黒い涙だ。


　母が悲鳴をあげる。でも、その声は聞こえない。彼女は柱の陰から飛びだす。母に駆かけよろうとする。いくら足を動かしても進まない。カルアは人を呼ぼうとしているようだ。誰もこない。母は黒い涙を流して泣き叫びつづける。中庭の芝生が枯かれてゆく。日が陰る。泉が干ひあがる。椅子がみるみる古ぼけてゆく。空には黒雲が渦うず巻まいている。柱がひび割れる。王宮が壊こわれてゆく。母が泣いている。声が聞こえる。泣いている声が。さっきまでは聞こえなかったのに。おかしい。


　これは母の声じゃない。泣き叫ぶ声でもない。すすり泣いているような声だ。


　泣いているのは誰だろう。


　わたし？


　それとも、ほかの誰か……？


　──そうか。


　夢。


　ドロシーは夢を見ていたのだ。


　眠ねむっていたのか。違う。覚えている。眉まゆの太い男に殴なぐられた。気絶したのだ。


　もう目は覚めている。でも、何も見えない。暗いし、目め隠かくしをされている。動くこともできない。手が痺しびれている。両手両足を縛しばられ、冷たい、硬かたい床ゆかの上で横向きに寝ねているのだ。苦しい。猿さる轡ぐつわを嚙かまされているせいだ。


　泣き声が聞こえる。一人じゃない。何人ものすすり泣く声が。大人ではなさそうだ。たぶん子供だろう。きっと、袖なしにさらわれた子供たちだ。


　ドロシーもさらわれた。そして、子供たちと一いつ緒しよに、どこかの部屋の中に閉じこめられている。そういうことだろうか。


　すすり泣く声以外の音が聞こえた。軋きしみながら、扉とびらが開く。誰かが部屋に入ってくる。足音は複数。それから、これは──犬のうなり声……？


「ペロ、おまえはそこで待ってろ」


　若い男の声がした。子供か。少年の声だ。


　犬が、うぉん、うぉん、うぉん、と答える。


「いい子だ」


　扉が閉とざされた。すこし明るくなったようだ。ランプか何かの光だろう。


「顔だ。そいつの面ツラを拝ませろ」


　少年が言うと、誰かがドロシーのそばにしゃがんで、乱暴な手つきで目隠しを外した。


　ドロシーの目隠しを外したのは、縮れた黒くろ髪かみを何本もの細い三つ編みにしている男だった。たしか、ドレッドとかいう髪型だ。肌はだが褐かつ色しよくなので目立たないが、袖なしの上着からのぞく太い腕うでにたくさん入れ墨ずみをしている。


　ドロシーはすばやく部屋の中を見まわした。


　広さは六メテル四方程度か。隅すみに樽たるがいくつか積んであって、その上に麻あさ袋ぶくろが重ねられている。窓はない。倉庫だろうか。床にランプが置いてある。子供は二十人以上いそうだ。女の子の方が多い。皆みな、目隠しをされて、猿轡をはめられ、手足を縛られている。


　部屋に入ってきたのは、それ以外の四人のようだ。


　ドレッド男と、灰色の髪をした赤い目の少年。つんとした雰ふん囲い気きを漂ただよわせている眉び目もく秀しゆう麗れいな少年の濃こい紅色の瞳ひとみにも驚おどろいたが、そのすぐ後ろに立っている背の高い女性はもっと衝しよう撃げき的だった。


　小麦色の肌はめずらしくないが、髪の毛がなんとピンク色で、目は鮮せん烈れつな黄緑色なのだ。しかも、同性のドロシーでも目をそらしたくなるような、露ろ出しゆつ度どの高い服を着ている。脚あしが長くて、胸が大きくて、腰がくびれていて──とにかく、ものすごいスタイルの持ち主で、顔だちも派手だし、すべてが肉感的で、見ているだけで胸がどきどきしてしまう。


　おかげで、もう一人のことを忘れてしまいそうになった。


　残りの一人は、やたらと毛深い巨きよ漢かんだ。どんなものでも丸のみにしてしまえそうなほど口が大きい。どこか狼おおかみを思わせるその男と会うのは、これが二度目だ。


　男はメイリーをさらおうとして、ドロシーとカルアに邪じや魔まされた。カルアの魔法で火傷やけどでもしたのだろう。身体からだのあちこちに膏こう薬やくが貼はられている。


「目だけじゃよくわからねーな。猿轡もとれ」


[image: ]


　少年に命じられて、ドレッド男がドロシーの猿轡を外した。ちょっと楽になったが、唾だ液えきで口のまわりがでろでろだ。ドロシーは苦情を言おうとした。口を開きかけたところで、目の前にしゃがんだ少年に髪をつかまれた。


「い、たっ……」


　無理やり顔を持ちあげられて、少年と目があう。


　ただの赤じゃない。


　深紅色クリムゾン。


　鮮せん血けつを思わせる、強きよう烈れつな色だ。


　少年はわずかに目を細めて、唇くちびるの片かた端はしをつりあげた。


「悪くない。ちょっと年はいってるが、それなりの値はつきそうだ」


「ね……？」


　ドロシーは眉をひそめる。


「あ。そうか。根？」


「値がどうした」


「わたしは植物じゃないから根はつかない。そもそも根はつくものじゃなくて、生えてくるものだと思う」


「何を言ってんだ、おまえ」


「あなたこそ何を言っているの」


　ドロシーはふと頭をゆすってみた。少年の手に絡からんでいたドロシーの髪の毛がこぼれ落ちる。指の力がゆるんでいたらしい。


「というか、あなたは誰だれ？」


「おまえなんかに名乗る名はねーんだよ」


「名前がないと困らない？」


「……まーな。今、若じやつ干かん困ってるな」


「じゃ、わたしがあなたに名前をつけても？」


「いいわけあるかっ。つーか、そういうことじゃねえ！」


「どういうこと？」


「名前がないとか、どう考えたっておかしいだろ。あるに決まってるだろうが！」


「あるんだ。それじゃ、最初からそう言えばいい」


「オレ様はジャックだ！」


　少年はぐっとドロシーに顔を近づけた。


「ジャック・ラヴロー。よォーく覚えとけ！」


「あ、うん。覚えておく」


　とは言ったものの、いきなりだったので、ちゃんと聞いていなかった。


「え、と……ちゃ、チャック？」


「ジャック！　ジャック・ラヴローだ！　鳥頭かっ」


「わたしは鳥じゃない」


「見りゃあわかるんだよ、それくらい！」


「あなたが先に鳥に似ていると言ったのに」


「鳥に似てるとは言ってねえ！　オレは鳥頭って言ったんだ！」


「鳥に似ていない頭は鳥頭とは言えない。鳥に似た頭を持っているとしたら、ふつうに考えれば鳥。違ちがう？」


「だからっ──」


「ジャック」


　ピンク髪の女が背中の鞘さやから刀を抜ぬいて、ジャックとドロシーのあいだに振ふりおろした。反りのきつい、かなり長い刀だ。


「じゃれるの、キンシだよ？　ジャックとじゃれていいのは、愛あい芹せりだけ」


「ああ？　じゃれてなんかねーだろ！」


「じゃれてた」


　自分のことを愛芹と呼んだピンク髪の女は、黄緑色の瞳を指さした。


「愛芹、見てた。ジャックは、そのおけつプリン娘むすめと、じゃれてた」


「おけつぷりんむすめ……？」


　ドロシーはまばたきをする。


「それはもしかして、わたしのこと？」


「たしかに……」


　大口男が舐なめるようにドロシーの身体を眺ながめて、顎あごを撫なでながらうなずいた。


「けっこうなおけつプリンだぜ」


　ドレッド男は横目で大口男を見た。ちょっと引いているようだ。


「ロリコンだったんすか、頭カシラ……」


「バカヤロウ！　俺は童どう貞ていのころから美熟女専門だッ！」


「ろりこん？」


　ドロシーは首をひねる。聞き覚えのない言葉だ。


「ろりこんって何？」


「ンだァ？　そんなことも知らねえのかよ、ロリコンってのはなァ──」


　大口男の顔が急に真っ赤になった。


「って、どうでもいいんだよ、ンなことはァッ！」


「そのとおりだ。どうでもいい」


　ジャックはのぞきこむようにドロシーの目を見つめた。血の色をした瞳は今にも脈打ちそうだ。こわい、とドロシーは思った。なんだか、すごくこわい。


「おまえに訊ききたいことがある。答えろ」


　恐おそれるな。怯ひるむな。不ふ甲が斐いない。ドロシーがそっぽを向くと、ジャックの手がのびてきた。両頰ほおをわしづかみにされ、力ずくでジャックの方に引き戻もどされる。


「答えろ」


　ドロシーは無言で眼球を横に動かし、ジャックを見ないようにした。


「オレがやさしいうちに答えた方が身のためだぞ」


「じゃ、さっさと質問して」


「おまえが命令するな」


「質問してもいい」


「なんでオレが許可されなきゃならねーんだ！」


「質問するの、しないの？　どっち？　するなら早くして」


「おまえ……」


　ドロシーの頰に食いこんでいるジャックの指に力がこもった。


　正直、ひやりとしたが、ジャックはため息をついて手を離はなした。


「女の分際で、おまえはオレたちの仕事を邪魔しようとした。いったい何のつもりだ」


「邪魔しようとした」


「その髪。顔だち。流りゆう暢ちような帝てい国こく語。土地の人間じゃねーな。流れ者か。どこからきた？」


「空の上から……とか？」


「ジャネット」


「誰？」


「おまえの公民章に刻まれてた名だ。ジャネット・ルイス。おまえの名前じゃねーのか」


「あっ、そうか。ええと……はっ。ない、わたしの剣けん。どこ？」


「俺がもらっといてやったぜ」


　大口男が腰こしに吊つるしてある短剣を叩たたいてみせた。


「こんなちっせえ剣、物の役に立たねえだろうけどな。飾かざりくらいにはなるだろ」


「返して！」


「バァーカ！　てめえのモンは俺のモンだッ！」


「違うだろうが」


　ジャックが大口男をにらみつけた。


「なあ、ヴォルフ。おまえ今、なんつった。もう一回、言ってみろ」


「え……あ、その……」


　大口男ヴォルフは、大きすぎるほど大きな身体を縮めて下を向いた。


　それにしても、なぜか今まで不思議に感じていなかったが、この力関係は異様だ。


　ジャックはどう見ても十代で、カルアより、ひょっとしたらドロシーよりも上背がないかもしれない。そんな小こ柄がらな少年が、ヴォルフやドレッド男のような強こわ面もての荒あらくれ者たちに畏い怖ふされている。演技じゃないとしたら、かなり滑こつ稽けいだ。そして、真に迫せまりすぎていて、演技とはとても思えない。


「て、てめえの、モンは……お、俺の……」


「違うよなあ、ヴォルフ？」


「えっ……」


「おまえは間違ってる。だろ？」


「は、はいッ……」


「おまえがどう間違ってるか、言ってみろよ。自分で訂てい正せいしろ」


「あ……と……」


「できねーのか。マジでクソ穴ヤローだな、おまえは」


　ジャックは深々とため息をついた。


「しょうがねえ。教えてやる。正しくは、おまえらのモノはぜんぶ、オレ様のモノだ」


「……そ、そうです。すみません……」


「よこせ」


　ジャックが左手をのばして掌てのひらを上に向けると、ヴォルフはおぼつかない手つきで腰から短剣を外し、こわごわと差しだした。


「へえ、こいつは……」


　ジャックは短剣を受けとってしげしげと眺めた。


「上物だな。遺物レリツクか……？　おい、女。おまえ、なんでこんな物を持ってやがった？」


「それは……」


　ドロシーは下した唇くちびるを嚙かみしめた。言えない。本当のことは。言えるわけがない。


「ひ、拾ったの。河原で。川の上流から流れてきた。返して！」


「あやしいな。何から何まで。さっきの反応からして、公民章は偽ぎ造ぞうか？」


「ち、違う」


「名前は？」


「ジャ……ジャッキー・ライス」


「オレの名前と微び妙みように混ざってるぞ」


「ま、間違っただけ。わたしはジャネット・ルイス。剣を返して。返しなさい！」


「ダメだ」


　ジャックは短剣の鞘を払はらって、黒い剣身にゆっくりと指を這はわせた。


「アラニス市の人間じゃない。ただの流れ者でもない。おまえ、何歳いくつだ。十四、十五、十六。そんなところか。偽造公民章はそれなりの手順を踏ふまないと手に入らねえ。金もいる。安くはねえ。こいつは確実に遺物レリツク──暗黒期ダークエイジの物ブツだ。普ふ通つうの十五やそこらの女が持ち歩いてるようなものじゃない。おまえはいったい何者だ……？」


「お、男がッ」


　ヴォルフが声を震ふるわせて言った。


「お、男が……一いつ緒しよでした。若い男……ていうか、その女と同じくらいの年の、まあ、ガキですけど……」


「ああ？　男だと？　こいつは一人だったんじゃねーのか？」


「つかまえたときは、一人だったみたいです」


　ドレッド男が口を挟はさんだ。


「ですが──」


「お、おいッ、リッキー・Ｄ、てめえッ」


「いや、ですけど頭カシラ、黙だまってるのは、もう」


「そういやあヴォルフ、おまえ」


　ジャックは短剣を鞘に納おさめて立ちあがり、ヴォルフをじろじろ見た。


「なんだか知らねーが傷だらけだな。どうしたんだ」


「げっ……こ、これはッ、その……」


「頭カシラ、何もかも正直に言っちまったほうが……」


「う、うううるせえぞッ。いいから、てめえは引っこんでろッ」


「愛芹も」


　音もなく刀が動いて、その切っ先がヴォルフの喉のど元もとに突つきつけられた。


　愛芹は黄緑色の瞳ひとみを光らせて微笑ほほえみ、獰どう猛もうで優美な獣けもののように舌なめずりした。


「ショージキに話しちゃった方が、いいと思うけどなぁ？」


「そ……そうっすよねぇー。へへへッ。じ、じつは──」


　ヴォルフは、外そと堀ぼり地区で嗅かぎまわっていた女、すなわちメイリーをつかまえようとしたら、ドロシーとカルアに妨ぼう害がいされたことを、しどろもどろになりながら説明した。


「──てわけで、そのとき、この女は若い男と一緒にいて……なんか、男の方が、奇き妙みような技わざを使いやがったもんで……ひょっとして、あれ、魔ま法ほうってやつなんすかね……？　初めて見たんで、はっきりしたことは言えねえんすけど……まあ、俺はタフなんで、ぜんぜん平気だったんすけどね……？」


「魔法ォ？」


　ジャックは鼻を鳴らした。


「今どき魔法使いかよ。時代錯誤アナクロだな。そんなヤツにしてやられるとは──」


「そ、そ、そ、そッ、それはッ」


「ヴォルフ。ゴミカスヤローのおまえに、オレ様の手下でいるための条件を教えてやる」


　ジャックは右手の中指を立ててみせる。


「ひとーつ。オレ様をあがめろ」


　次は、人差し指。


「ふたーつ。オレ様をたたえろ」


　そして、親指。


「みーっつ。オレ様の役に立て。三つのうち一つでも満たせなけりゃ手下失格、これがオレのジャスティスだ。消え失うせろ」


　愛芹が楽しげにふくみ笑いをしながら刀を振ふりあげた。


　ヴォルフは金かな縛しばりにでも遭あったように動かない。動けないのか。


　刀が振りおろされる。ドロシーは声をあげた。「だめ……！」


　でも、愛芹は刀を止めない。もうすぐヴォルフの首に刃は先さきがふれる。ドロシーは目をつぶりかけた。その間ま際ぎわに、ジャックが手をあげた。


「待て、愛芹」


「……えぇぇー。どして？」


「こんなクズ穴ヤローでもオレの手下だ。一応、小コ頭ガシラだし、使い捨てにはしねえ。何しろ、オレは寛かん大だいだからな」


　ジャックは言葉とは裏腹に、いかにも酷こく薄はくそうな薄うす笑わらいを浮うかべた。


「ヴォルフ、おまえにチャンスをやる。オレ様の邪じや魔まをするヤツは許さねえ。この女の相棒だか彼氏だか兄弟だか知らねーが、そのガキを見つけだして連れてこい」


「は、は、はいッ！　か、かならず……！　オラ、行くぞ、リッキー・Ｄ！」


　ヴォルフは蹴け破やぶるような勢いで扉とびらを開けて、部屋から飛びだしてゆく。ドレッド男リッキー・Ｄも、ジャックと愛芹に一礼してからヴォルフのあとを追った。


　ジャックは深紅色クリムゾンの瞳でドロシーを見下して、唇の片かた端はしをつりあげた。


「もうすぐ彼氏に会えるぞ、ジャネット・ルイス。せいぜい楽しみにしてろ」


「か、彼氏じゃない」


「じゃあ、何だ」


「あなたには関係ない」


「それもそうだな。どうだっていい」


　ジャックはわざとらしく大おお仰ぎように肩かたをすくめてみせた。


「愛芹、そいつの口をふさいどけ」


「コロしちゃっていいの？」


「……違ちがう。そんなことしたら、売り物にならねーだろ」


「バラバラにして、組み立てなおす？　そしたら、パズルみたいだよ？」


「人間は一回バラバラにしたら、組み立てなおせねーよ」


「つまんなぁーい」


「もういい。オレが自分でやる」


　ジャックはしゃがんでドロシーに猿さる轡ぐつわを嚙ませた。


「静かにしてろよ、ジャネット・ルイス」


「っ……！」


　今だ。ドロシーは思いきり身体からだを反らせた。狙ねらうはジャックの顔面だ。頭ず突つきを浴びせようとしたのだが、難なくかわされてしまった。


「生きがいいな。まあ、暴れたけりゃ暴れてろ。無む駄だだけどな」


　ジャックは笑いながら部屋をあとにした。扉の向こうで犬が吠ほえている。凶暴そうな鳴き声だ。一いつ匹ぴきじゃない。何匹もいるのか。


「ぺーろ・ぺーろ・ぺろ・ぺろ・ぺろ・ぺーろ」


　最後に残った愛芹は、奇妙な歌を口ずさみつつ刀を鞘さやに納めると、胸の谷間から小さな硝子ガラス容器をとりだした。栓せんを抜ぬいて、唇をつける。容器の中身は液体だ。酒か何かだろうか。愛芹はうっとりと目を細め、容器を床ゆかに落とした。


　容器は割れずに、ドロシーの顔のすぐ前まで転がってくる。


　愛芹はそれを踏みつぶすと、尻しりを突きだすようにして腰こしをかがめた。床に置いてあったランプを持ちあげる前にちらりとドロシーを見て、黄緑色の両眼を細める。


「ジャックに馴なれ馴れしくしたら、コロすよ？」


　馴れ馴れしくしたつもりも、するつもりもないが、反論なんかできない。何か言い返したら、ただちに殺される。愛芹はやりかねない。そういう目をしている。


　愛芹がランプを持って出ていってしまうと、真っ暗になった。よほどジャックたちがこわかったのか、静かにしていた子供たちが途と端たんに泣きだして、何か声をかけてあげようとしたのだが、だめだ。


「うーうー」


　猿轡のせいで、言葉にならない。


　ドロシーはいったん全身を弛し緩かんさせてみた。力を抜いているつもりなのに、すぐにこわばってくる。ほどなく震えだした。


　ジャックが、売り物、と言っていた。あれはいったいどういう意味なのだろう。


　これからドロシーと子供たちはどうなるのか。ドロシーはどうすればいいのだろう。どうしよう。どうすれば。どうするもこうするもない。


　何もできない。


　カルアの顔が思い浮かんだ。カルア。どうしよう。カルア。


　いつまでもカルアに守られているだけなんて、いやだったのだ。カルアの負担を減らしたい。強くなりたい。自分の意思を貫つらぬけるくらい、強く。そうしないと、目の前に助けたい人がいても助けられない。


　カルアに対する反発もあった。ドロシーも故国くにを出たころとは違う。いろいろな経験をして、大人になった。もう子供扱あつかいされたくない。でも、それこそが子供っぽい考えだったのかもしれない。


　きっとカルアは怒おこっているだろう。怒っていないわけがない。ドロシーは判断を誤った。カルアと別行動をとったりしなければ、こんなことにはならなかったのだ。カルアに逆らったりしなければ。ドロシーは失敗したのだ。大失敗だ。





　　　　†





　刀だ。背後から斬きりつけてくる。カルアはとっさに前方に身を投げだした。斬られていない。よけた。転がってすぐに起きあがると、刀が頭上に迫せまっていた。


「くっ……！」


　右手の籠こ手てで払はらいのける。なんて重い斬ざん撃げきだ。払いのけるどころか、逆に撥はねのけられる恰かつ好こうになった。カルアの体勢が崩くずれる。間かん髪はつを容いれず、シズが左手を斜ななめに振りおろした。まずい。無理だ。かわせない。カルアは両りよう腕うでを交こう叉ささせた。籠手でシズの左手を受け止める。硬かたい物同士が激げき突とつする音。相手は素す手でなのに。カルアは尻しり餅もちをついて、そのまま後ろにでんぐり返しをした。シズが突っこんでくる。カルアは下がらない。思いきって、シズの脇わきを駆かけ抜けた。


「何なんだ、いったい……！」


「私は……」


　シズは回れ右をして、無表情で追いかけてくる。おっかないって。


「シズ・ブラッドベリ特務少しよう尉い………」


「知ってるよ、それくらい！」


「私は、プロトタイプ・ファントム……」


「ファントム……!?」


「混成人間ハイブリツド、とも呼ばれている……」


「なんだかよくわからないけど、ただの人間じゃないってことか！」


「君も、只ただ者ものじゃない……」


「どうかな！　あんたほどじゃないと思うけど……！」


「小こ僧ぞう……！」


　前か。アンナマリーだ。


　行く手の横道からアンナマリーが飛びだしてきた。


「──これだと、挟はさみ撃うちに……！　くそ……！」


　カルアは細い路地に駆けこんだ。シズはそのまま追つい尾びしてくる。


　向かって右側の小屋の屋根がけたたましく鳴った。


　見れば、日暮れの空を背にして、アンナマリーが屋根の上を疾しつ駆くしている。


「いいかげん観念しろ、小僧！　小こ娘むすめはどうした……！」


「……こっちが訊ききたいよ」


「何だって!?　はっきりしゃべれ！」


「あんたたちに教えてやる義理はないだろ！」


「それもそうだ！」


　アンナマリーが屋根を蹴けった。両手にナイフを持って飛びかかってくる。


「──腕ずくで聞きだしてやる……！」


　上からアンナマリー、後ろにはシズ、左右は小屋の壁かべ。これ以上、速く走ることはできない。どうする。


　カルアは後ろへ跳とんだ。斬られるかもしれない。恐きよう怖ふはあった。でも、一か八かじゃない。成算はあった。シズは力が強い。右手一本で長い古刀を楽々と操あやつってみせるし、左手はまるで鋼鉄みたいだ。持久力もある。走力も。ただし、反射神経はさほどでもない。


「──っ……！」


　案の定、シズは反応できなかった。カルアはシズに体当たりをして突つき倒たおす。そして、もときた方向へ。


「何やってる、シズ……！」


「ごめんなさい……」


「ちくしょう、ちょこまかと……！　小僧の分際で……！」


「あんただって、見た目は小娘じゃないか……！」


「ああ!?　何か言ったか!?」


「何も！」


　カルアはひた走る。路地を出て通りを右へ。この道を通ったのは何度目だろう。わからないが、初めてじゃない。同じところをぐるぐる回っているのだ。


　振り返れば、アンナマリーとシズがいる。しつこい。いつになったらあきらめるのか。逃にげてやる。つかまるものか。ぜったい、何があっても逃げきってみせる。


　心は萎なえていないのに、息が切れている。足が重い。身体が悲鳴をあげている。


　やるしかないのか。


　アンナマリーは超再生者リジエネレーターだ。そうとうな傷を負わせても治ち癒ゆしてしまう。しかも、信じられない速度で。今まで何度もやりあってきたから、それはもうわかっている。


　ただ、シズは違う。混成人間ハイブリツド。聞いたことがない。普ふ通つうの人間ではないのだろうが、アンナマリーはシズをかばう。シズにはアンナマリーのような再生能力はないのだ。


　大きな魔ま法ほうで、まずシズを──殺す。一対一になれば、二対一よりはだいぶ楽になる。


　それから、アンナマリーに深傷を負わせる。いくら傷が治るといっても、何があっても死なないということはないはずだ。動けなくして、とどめを刺さす。


　殺す。


　魔法で、人を殺す。


　人間が人間を殺すなんて、愚おろかなことだとカルアは思う。でも、人間は己おのれの欲よく望ぼうのため、面目のため、国のために、愚ぐ劣れつきわまりないことを実際にしている。今日もどこかで人間同士が殺しあっているのだ。それが人間だ。


　同じことをしたら、カルアも愚か者に堕だする。


　たとえそうだとしても、何がなんでもそれが必要なら、そうする以外に方法がないのであれば、選せん択たくの余地がないのなら、やるしかないのか。


　迷いが疲ひ労ろうと手を組んで、足の運びをさらに鈍にぶくさせる。全速力で逃げないといけないのに。アンナマリーとシズに追いつかれてしまう。もうだめか。


「──いたぞ！　あのガキだ……！」


　声が聞こえた。どこだ。前の方。あれか。袖そでなしの上着を着た男たちが群がっている。先頭は、あのときの──やたらと口が大きくて、毛深すぎる男だ。


　人さらいの袖なし集団と、二人の女軍人に、前と後ろから挟まれてしまった。


　絶体絶命の危機だとは思わない。


「渡わたりに船だ……！」


　カルアは短く笑って、袖なし集団めがけて突っこんでゆく。


「ガキめッ！　この俺とやろうってのか！　いい度胸だ……ッ！」


　大口男は二本の戦せん鎚ついを振ふりまわした。ドがつくほど単純で助かる。


「やるわけ──」


　カルアは体勢を低くし、滑すべりこんで戦鎚をかわした。そのまま大口男とすれ違ちがう。


「ないだろ！」「のぁっ……!?」


　大口男だけじゃない。袖なしどもは、誰だれもカルアをつかまえられない。彼らはアンナマリーやシズのような手て練だれじゃない。万ばん全ぜんの態勢を整えていたわけでもない。それに、カルアを子供だと思って、どこかであなどっている。カルアはそんな男たちの位置を把は握あくする。その動きを予測する。よける。蹴り払う。押しのける。突き進む。そうこうしているうちに、狙ねらったとおりの事態が発生する。


「なんだ、きさまら！」


　アンナマリーが叫さけんだ。あの声こわ音ね。明らかにブチ切れている。


「邪じや魔まくさい！　道をあけろ、ゴロツキども……！」


「ふざけるんじゃねえ！」


　間ま抜ぬけな袖なしが怒ど鳴なりかえした。


「馬ば鹿か野や郎ろう、軍人には……！」


　どうやら冷静な袖なしも中にはいるらしいが、止めきれなかったようだ。カルアは走りながら振り向いた。ちょうどその瞬しゆん間かんだった。


「あたしに刃は向むかうとは──」


　アンナマリーが一人の袖なしの背後に回りこみ、首の両側をナイフで斬り裂さいた。


「とんだ阿あ呆ほうだ！　死んで後こう悔かいしろ……！」


　カルアは路地に飛びこんだ。呼吸を整えながら、顔を半分だけ出す。


「……なんであんなふうにやれるんだ。まったくためらわないで……」


　首を斬られた袖なしは倒れ伏ふしている。殺したのか。すくなくとも、死にかけていることは間違いない。


　生まれる前から戦争がつづいていたので、人が死ぬ場面は数えきれないほど見てきた。慣れてはいても、不快だ。胸が悪くなるこの感覚は、本能的なものだろう。


　平然と人を殺せる人間は、何か大事なものが欠けているのか、ゆがんでいるのか、壊こわれているのか、とにかくおかしいのだ。


「子分をやりやがったな、女アマァッ！」大口男がアンナマリーに攻せめかかろうとしている。


「いけねえ頭カシラァッ！　相手は帝国軍人だ！」ドレッド頭の男が大口男を止めた。


「うるせえ！　どきやがれ、リッキー・Ｄ！　手下をやられて黙だまってられるかよ……！」


「すぐに黙らせてやる……！」


　アンナマリーは大口男がくりだす戦鎚をすいすいとよけ、またたく間に懐ふところに入りこんでしまった。ナイフを突きだす。大口男は間一髪、獣けものみたいに跳びさがってよけた。


「──つッ、強つええじゃねえかッ……！」


「あなたが弱い……」


　シズだ。大口男はアンナマリーに気をとられていた。そのあいだに、シズは大口男に肉にく薄はくしていたのだ。あの鋼はがねみたいな左手が大口男の首筋を殴なぐりつける。


「ただ、それだけ……」「がっ……!?」


　大口男は地べたに膝ひざをついた。


「頭カシラァッ！　──くそったれ！」


　ドレッド男リッキー・Ｄが、手を振りながら踵きびすを返した。


「命令されてもねえのに、軍人と事を構えるのはまずい！　退ひけ！　退け……！」


　袖なしたちが、一いつ斉せいにとまではいかないものの、後退しはじめた。


「……リッキー・Ｄ、てめえッ……！」


「仲間に見捨てられた……」


　シズはもう一発、今度は大口男の側頭部に左手をくらわせた。


「かわいそうに……」「ごへっ……」


　大口男が地面に倒れこんだ。アンナマリーが周囲に視線をめぐらせようとしている。やばい。見つかる。カルアは顔を引っこめた。


「……今のうちに逃げるか。いや──」


　目的はドロシーを捜さがしだすことだ。逃げることじゃない。袖なしたちを追う？　でも、今、ここから出たら、アンナマリーたちに気づかれてしまう。


　カルアはまたそっと顔を出して、様子をうかがった。袖なしたちは大口男を残して逃げ散ってしまったようだ。大口男は後ろ手に縛しばりあげられて、アンナマリーに頭を踏ふみにじられている。ドＳめ。


「きさま、どうしてあの小僧を追っていた？」


「……てッ、て、てめえの知ったことかよ……！」


「小娘が一いつ緒しよにいたはずだ。小娘はどうした？」


「あぁッ!?　こ、小娘ェ？　な、なァーんのことだか、俺にはさっぱり……」


「知ってるみたいだな。案内しろ」


「な、なんで俺がそんな──」


「あたしは命令してるんだ」


　アンナマリーは拳けん銃じゆうを抜ぬいて撃げき鉄てつを起こし、大口男に銃口を向けた。長銃身、高威い力りよくのゴドウィッチＭ86ロアーだ。


「きさまには選せん択たく肢しが二つある。小娘のところまであたしを連れていくか、ここで脳みそをぶちまけて無様に死ぬか。あたしはどっちでもいい」


「……なんて野や蛮ばんな」


　カルアは顔をしかめた。脅おどしか。いや、アンナマリーならやるだろう。


「あたしが五つ数えるうちに、自分で選べ。五」


「ま、待ッ──」


「四」


「いや」


「三」


「だからッ」


「二」


「わ、わかッ……！」


「一」


「わかったッ！　あ、案内！　案内するッ！　撃うつな……！」


「撃たないでください、だろう？」


「う、撃たないで……ください」


「いい子だ」


　アンナマリーは銃口を下ろした。でも、まだ大口男の背中に狙いをつけている。


「きさま、名前は」


「ヴォ……ヴォルフ」


「よし、ヴォルフ。今からきさまは犬で、あたしが飼い主だ。言われたとおりにしないと承知しない。わかったか？」


「……わかった」


「わかったか？」


「わ、わかり……ました」


「立て」


　アンナマリーが足をどけて命じると、ヴォルフは起きあがって左右を見た。仲間を捜さがそうとしたのだろうが、その甲か斐いはなかった。


「……ちくしょう、あいつら……」


「行け」


「は、はいッ」


　ヴォルフが歩きだして、アンナマリーとシズがそのあとをついてゆく。カルアがいる場所から遠ざかってゆく方向なので、このまま隠かくれていれば見つかりはしない。そもそも、アンナマリーたちはもう、カルアのことをあまり気にしていないようだ。当然か。


　彼女らの標的は、あくまで魔王の娘むすめなのだ。標的を捕ほ捉そくすることさえできれば、宮きゆう廷てい魔術師の息むす子こでしかないカルアなんてどうでもいいのだろう。


「好都合じゃないか」


　あの二人はヴォルフに案内させて、ドロシーの居場所をつきとめるつもりだ。だったら、カルアは連中のあとをつければいい。


　アンナマリーとシズはヴォルフに注意を払はらわなければならないし、夜のとばりが下りてきたこともあって、尾び行こうは難しくなかった。


　ヴォルフは浮民街スラムを出て、古い建物と新しい建物が混在する一帯までアンナマリーとシズを導いた。鉄道の駅があって栄えている中央区の方へと向かっているのか。でも、このあたりはひどく雑然としている。肌はだも露あらわな女性が道みち端ばたに立っていたり、酔よっ払いがうろついていたりして、なんだか汚きたならしい。看板を出していないから一見しただけではわからないが、闇やみ酒場のような店があるのだろう。歓かん楽らく街の外れといった風ふ情ぜいだ。


　アンナマリーが人を避さけて道を変えさせたので、何度も回り道をする羽目になって、距きよ離りのわりにずいぶん時間がかかった。


　あたりは六月の湿しめっぽい夜に覆おおいつくされている。


　一いつ軒けんの古くて大きな建物の前で、ヴォルフが足を止めた。


　もともと居酒屋か何かだったのかもしれない。背の高い二階建てで、二階にはたくさん部屋がありそうだ。ちょっとした町にはかならずある闇酒場兼けん宿屋兼娼しよう館かんか。窓から明かりがもれている。営業中のようだ。


　ドロシーはここにいるのか。だとしたら、きっとさらわれた子供たちも一緒だろう。どこだ。一階が酒場なら、二階の部屋か。


　ヴォルフとアンナマリー、シズは、正面の出入口から入るつもりらしい。


「……入口。正面だけなのか」


　子供たちをさらって建物の中に運びこむとしたら、正面からだと目立つだろう。


　帝国は酒や煙草たばこなどを製造、販はん売ばいする者に取とり扱あつかい税を課す。それが酒だと二百パーセントという高率だから、人は違い法ほう酒を求めて、求める者がいれば造る者、売る者もいる。


　もちろん、治安維い持じ騎き士し団だんが取り締しまりを行っているが、賄わい賂ろさえ渡わたせば見み逃のがしてもらえることくらい誰でも知っている。闇酒場は金と引き換かえに黙もく認にんされているのだ。


　これほど大きな闇酒場なら、大量の酒がストックされているに違いない。当然、違法酒だ。治安維持騎士団と話がついていても、おおっぴらにはしないだろう。こっそり搬はん入にゆうするための裏口があるはずだ。


　意を決して闇酒場の裏手に回ると、あった。


　荷車くらいは通れそうな、かなり大きい両開きの扉とびらだ。その前に袖そでなしの上着を着た男が立っている。見張り番だろう。


　カルアは物もの陰かげで一度、深呼吸をした。騒さわがれたくない。一撃で決める。


　不意に正面の方が騒がしくなった。アンナマリーたちが押し入ったのか。見張り番が気にするそぶりを見せた。カルアは躊ちゆう躇ちよしなかった。物陰から飛びだして、見張り番に駆かけよる。見張り番がカルアの方に目を向けた。


「……あぁ？　てめ──」


　カルアは見張り番に組みついた。両手で抱かかえこむように首筋を押さえて、鳩尾みぞおちに膝ひざ蹴げりを叩たたきこむ。


「えぐっ……」


　見張り番の身体からだから力が抜けた。すかさず背後に回って、後ろから左ひだり腕うでを首に巻きつけ、右手で後頭部を押す。頸けい動どう脈みやくを絞しめると、見張り番は間もなく失神した。


「悪いね。ここにいていいからさ」


　カルアは見張り番を壁かべにもたれさせて座らせた。扉の把とつ手てを引く。鍵かぎはかかっていない。開いた。入ると、天てん井じようが高くて埃ほこりくさい。横長のずいぶん広い部屋だ。吊つりランプに火が灯ともっているが、薄うす暗ぐらい。倉庫か。


　樽たるがたくさん積まれている。中身は違法酒だろう。梁はりにぶらさがっているのは燻くん製せいなどの食材だ。やけに大きな荷車が隅すみに停とめてある。空からじゃない。荷物が載のっている。布をかぶせてあるので、それが何かはわからない。でも、妙みように引っかかる。


　壁の向こうが騒そう然ぜんとしている。闇酒場のホールだろう。裏口をのぞいて、扉は二つ。正面方向、おそらくホールに通じる扉と、左手奥だ。


　左手奥の扉の前に椅い子すが置いてあって、その近くに袖なしの上着を着た男がいる。


「なっ……」


　やたらと顎あごが長い。見覚えのある顔だ。顎長男はまごまごしている。


「て、てめえ、あのときの──どこから……!?」


「そこからだろ、見てなかったのか……！」


　カルアは顎長男めがけて走る。顎長男は懐ふところから拳銃を抜いた。撃鉄を起こして、カルアの方に銃口を向ける。その動作は意外となめらかで速い。肝きもが冷えたが、かまわず詰つめよって拳銃を握にぎっている顎長男の手を蹴飛ばした。それとほとんど同時だった。耳をつんざく銃声。それた。ぎりぎりだった。カルアは左手で顎長男の手首を引っつかんだ。籠こ手てをつけた右手で顔面を殴る。


「危ないじゃないか！」「ふごっ……！」


　カルアは顎長男の手から拳銃を叩き落として足あし払ばらいをかけた。顎長男は倒たおれながらも、銃を拾おうとして手をのばす。とっさにその手の甲こうを踏んづけてしまった。いやな音がした。骨が砕くだけたかもしれない。


「手加減できないんだ、なまじ銃なんか持ってるから……！」


　カルアは拳銃を遠くに蹴飛ばして、扉を開けようとした。開かない。施せ錠じようされているのか。鍵。いや、面めん倒どうだ。扉の把手を叩き壊こわすと、今度は開いた。


　ひどいにおいだ。暗い。でも、倉庫からほのかな光が射さしこんでいる。


　いた。


　子供たちだ。目め隠かくしをされ、猿さる轡ぐつわを嚙かまされて、拘こう束そくされている。一人だけだ。


　一人だけ、目隠しをされていない。


「んーっ。んー。んーっ」


「ドロシー……！」


　カルアはうつぶせでえびぞりになって暴れているドロシーに駆けよった。なぜドロシーだけ目隠しをされていないのか。そんなことはどうでもいい。カルアは腰こしの鞘さやから短たん剣けんグリギュエンルを抜いて、ドロシーの両手両足を縛っているいまいましい縄なわを断たち切った。猿轡を外すと、その部分にあとがついて、赤くなっていた。なんてことを。


「……カルア」


　ドロシーは起きあがって、上目遣づかいでおそるおそるカルアを見た。


「怒おこっている……でしょう？」


「は……？」


　怒っているわけがないじゃないか。怒るどころじゃなかった。心配で、心配で、恐おそろしくてしょうがないから、無事かどうかとか、どんな目に遭あっているだろうとか、いっさい考えないようにした。考えると頭がおかしくなって、身動きがとれなくなってしまいそうだった。


　そんなこと、言えるわけがない。


　カルアはため息をついた。


「怒ってないよ」


「本当に？」


「うん」


「うそじゃなく？」


「ほんとだってば」


「カルア」


　ドロシーはカルアの両腕をぎゅうっとつかんで、うつむいた。


「きてくれた……」


「あ、あたりまえだろ」


「やっぱり、きてくれた」


　ドロシーの肩かたが小刻みに震ふるえている。涙なみだをこらえているのだ。もともとはどちらかといえば泣き虫なのに、故国くにを出てから彼女は泣かなくなった。べつに泣いたっていいのに。たとえ泣き暮らしても、カルアは責めない。それなのに、なぜそこまで我が慢まんするのか。


　カルアはドロシーの背中にふれようとした。


「……っ……」


　寸前のところで手を引っこめる。危なかった。カルアは頭かぶりを振ふる。自制しないと。


　彼女は今、ただのドロシーとして振る舞まっている。カルアもただのカルアだ。


　ひょっとしたら、二人は兄妹きようだいとか、いとことか、あるいは友だち同士とか、そんなふうに見えるかもしれない。だけど、違ちがう。


　故国くににいたころ、カルアはまだ十五歳だった。年少で、直接魔王に仕えていたわけではないが、宮廷魔術師の息子として、一人の魔法使いとして、国のために働く覚かく悟ごはできていた。その機会が訪おとずれて、魔王の娘を託たくされたのだ。


　魔王の娘むすめを落ちのびさせる。これは君命だ。


　ドロシーは主筋だ。主君の娘なのだ。


　それどころか、魔王が帝国に討うたれた今となっては、その長女である彼女を主君と仰あおぐべきなのかもしれない。


　ドロシーはうるんだ瞳ひとみでカルアを見つめて、口くち許もとをゆるめた。


「きてくれて、ありがとう」


　カルアの心臓が暴れ馬みたいに跳はねあがった。


「い、いや、ていうか、あ、そ、そうだ、それどころじゃ──」


　部屋の外が一気に騒そう々ぞうしくなった。人の叫さけび声が聞こえる。怒ど号ごう。それに、悲鳴。カルアは扉から顔を出して倉庫を見み渡わたした。ホールに通じる扉が開いている。ただ開いているだけじゃない。大勢の袖なしたちが、そこから倉庫へとなだれこんでくる。ドロシーがカルアの横で目を瞠みはった。


「えっ。どうして？　カルア、何が……!?」


　カルアは答えずに子供たちを一いち瞥べつした。一人や二人ならともかく、二十人以上いる。


　不可能だ。とても連れてはいけない。そう判断せざるをえない。


　カルアはドロシーの腕をつかんだ。


「行くよ！」


　ドロシーは踏ふんばって抵てい抗こうした。


「で、でも、子供たちが！」


　何を言えばいいのだろう。どう説明したら、ドロシーは納なつ得とくしてくれるのか。わからない。言葉を見つけられないでいるうちに、袖なしに気づかれた。


「おい！　ガキが逃にげようとしてるぞ！」


「ドロシー、頼たのむから……！」


　カルアは思いきりドロシーを引っぱった。今度はドロシーも逆らわなかった。足並みはそろわないが、裏口めがけて駆ける。


「待ちやがれ……！」


　猪い首くびの男が拳けん銃じゆうをこっちに向けた。


「止まらねえと、撃うつぞ！」


「か、カルア！」


「だいじょうぶ！　動いてれば当たらない……！」


「この野や郎ろう……！」


　猪首の男が発はつ砲ぽうした。立てつづけに、三発。


「きゃっ！」


　足をすくませるドロシーを、無理やり引きずって走らせた。弾たまは当たらない。当たるものか。腕のいい射しや撃げき手でも、静止していない標的を撃つのは難しい。魔法も同じだが、銃は反動があるし、命中精度にも左右されるから、余計に難度が高いのだ。怖おじ気づいて止まってしまうのが一番危ない。駆けて、駆けつづけて、裏口へ。もうちょっとだ。


　もうすこしだったのに。


「どけ……！」


　アンナマリー・エコーだ。袖そでなしたちを蹴け散ちらして、倉庫に飛びこんできた。それから、シズ・ブラッドベリも。見つかった。


「小こ僧ぞう！　おまえ、いつの間に……！」


「ドロシー、先に行って！」


「うん！」


　カルアはドロシーを裏口から逃がした。扉とびらの脇わきに樽が積んである。押し倒し、蹴け倒たおして、次々と転がした。アンナマリーは樽にけつまずきかけた。


「ぅわっ……！」


「ちくしょう、他ほかのガキも……！」袖なしが叫んだ。


「誰だれか！　ガキどもを押しこんどけ！」


「てめえがやれよ！」


「いいから早くしろって！　団長に殺されるぞ……！」


　見れば、例の監かん禁きん部屋から、何人かの子供が這はいだしてきていた。手足は縛しばられたままだし、目隠しも猿轡も外れていない。それでも逃げようとした。生きたいのだ。


　年とし端はもいかない、ただ不運なだけで何の落ち度もない、哀あわれなあの子供たちを見捨てるのか。そのとおりだ。見捨てるんだ。


「──すまない！」


　カルアは裏口から出た。すぐそこで待っていたドロシーの視線を、まともに受け止めることができない。声もかけないで一いつ緒しよに表通りへと向かった。暗い路地だ。そのせいで、近づくまでわからなかった。二人はどちらからともなく立ち止まった。


　路地の出口に何者かが立ちふさがっている。人か。かなり小こ柄がらだ。子供が──やたらと大きな犬を連れている。でも、犬？　あれが？　本当に？　恐ろしく大きくて、どうも頭が三つあるように見える。そんな犬がいるなんて聞いたこともない。


「……そういえばわたし、犬の声を聞いた。でも、あんなに大きかったなんて」


「いや……犬は普ふ通つう、頭が三つあったりはしないと思うんだけど……」


「ジャネット・ルイス」


　声も子供のそれだが、すべてを蔑さげすんでいるような、ひどく冷たい響ひびきを帯びている。


　小柄な男が手に握にぎっている鎖くさりをじゃらりと鳴らした。鎖は大きな犬の首輪か何かに繫つながれているようだ。


「オレ様から逃げられるとでも思ってるのか？」


「あ──」


　ドロシーは小柄な男を指さした。


「そうだ。カルア、あの子がボス」


「は……？　ボス──って、あの子供が……？」


「ガキに子供ガキ呼ばわりされる覚えはねえ」


　お互たがい様なのかもしれないが、かちんときた。


「……僕だってガキじゃない」


「そうか？　オレの目には、ガキにしか見えねーけどな。まあいい。冥めい土どの土産みやげに三つ、いいことを教えてやる」


　子供じゃないらしい小柄な男は、すこしだけ笑ったようだ。


「ひとーつ。オレは自分の物をとられたりなくしたりするのが大だい嫌きらいだ」


　カルアは何かを感じた。何か。たとえて言えば、頭の中で静電気が起こったような。


「ふたーつ。はっきり言って、オレ様は強つええ。強すぎて全世界の人間が引くレベルだ。でもな。自ら手を下したりはしねえ。それがオレのジャスティスだからな」


　──上か。


「みーっつ。オレはジャック。ジャック・ラヴロー。暗黒流星団の団長様だ」


「……っ！」


　カルアはドロシーを引っかかえて跳とびさがった。屋根だ。


　屋根の上から何かが飛び降りた。なんて色だろう。ピンク色。


　髪かみがピンク色だ。


　女か。かなり上背がある。


　屋根から落下してきた女が刀を振りおろす。


　紙かみ一ひと重えだった。なんとかよけた。


「……あれぇ？　かわされちゃった」


　女はカルアたちの方を向いて、鮮あざやかな黄緑色の目を細めた。瞳もまたすごい色だ。


「これ、コロしちゃってもいぃーんだよね、ジャック？」


「女はダメだ、愛芹。気になることがある」


「えぇー。つまんなぁーい」


「小僧……！」


　後ろからだ。アンナマリーの声。追いつかれたか。


「逃げても無む駄だだ……！」


「……最悪だよ、まったく」


　カルアはまばたきをした。開門アンロツク。


「正しよう三さん位い雷らい霊れい累ルイ光コウ」


　ドロシーを背中にかばって小声で呪じゆ文もんを唱える。


「唸ウナリ響ヒビケル雷ライ火カ電デン光コウ奔ホトバシリ今イマ影カゲサエ残ノコサズ啼ナケ雷ライ電デン！」


「──っ……」


　愛芹という名なのか。ピンク色の髪をした女に、雷霊累光が直接、星電気エレクトラを送りこんだ。魔法は間違いなく発動したのだ。


　それなのに、虚こ空くうに吸いこまれるように星電気エレクトラが消えてしまった。


「……精せい霊れいの異次現象を零ゼロ化かした!?」


「その女、妖よう精せいか……！」


　カルアだけじゃない。アンナマリーも驚おどろいているようだ。


　妖精。東方の錬れん成せい術によって生みだされた人造人間。妖精には星気面Ａプレーンからの干かん渉しようを絶ぜつ縁えんする性質が備わっていて、精霊魔ま法ほうを無効化してしまう。愛芹がその妖精なら合点がいく。というよりも、それ以外には考えられない。


「愛芹は、生まれてこのかた、ずぅーっと妖精だけど？」


　妖精は首をかしげて、唇くちびるを舐なめながら胸の谷間あたりに指を這わせた。


「それがどうかしたぁ？」


「……なんでこんなところに妖精が」
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　妖精発はつ祥しようの地は大陸東方の芙フ蓉ヨウという国だが、もうずいぶん前に帝国に征せい服ふくされて、錬成術は妖精工学アリソロジーとなった。妖精は現在、帝国が独どく占せん的に製造しているはずだ。


　その特性と性能、それから人間に服従する気き質しつが有用だからだろう。妖精は帝国軍でも運用されている。髪や瞳の色が一風変わっていて、軍服を着ている女性。それがカルアの思い浮うかべる妖精だ。


「あれはないだろ、あの恰かつ好こうは……」


「カルア？」


　ドロシーが物問いたげに顔をのぞきこんできた。


　無視して、カルアはまばたきをする。開門アンロツク。


「正しよう四し位い地ち霊れい愚グ封フウ」


　精霊を呼びよせ、かがんで地面に手をついた。


「不フ壊エノ底ソコ土ツチニ下クダセシ鉄テツ槌ツイ砕クダキ紊ミダシ聳ソビエヨ壁ヘキ巌ガン靠コウ！」


　カルアとドロシーの身体からだが押しあげられる。地面だ。足あし許もとの地面が隆りゆう起きして、二人をぐんぐん持ちあげてゆく。


「オオオオォォォ……ッ！」ジャックが歓かん声せいをあげた。喜んでいるのか。変なやつだ。


「きて、ドロシー！」


　カルアはドロシーの腕うでを引いて、同じくらいの高さになったすぐ近くの建物の屋根に飛び移った。その拍ひよう子しに、盛りあがった地面が半ば崩くずれてしまう。地霊は星磁力レトロマグナを物質面Ｍプレーンに作用させて無機固体の結合力を弱めたり強めたりする。具体的には、固体を融ゆう解かいさせたり、硬こう度どを上げたり、形を変化させたりすることができるのだが、カルアはあまり地霊魔法が得意じゃない。


　ジャックが「ハハッ！」と笑った。本当にうれしそうだ。頭がおかしいんじゃないのか。


「手品よりは上等だ！　わりと見せてくれるじゃねーか、魔法使い！」


「──シズ、小僧と小こ娘むすめを追え！　あたしは下から……！」


「了りよう解かい……」


「おい、待てよ、軍人！　──愛芹ッ！　クソ生意気にも、このオレ様の店に殴なぐりこんできやがった！　その軍人どもはオレたちの敵だ……！」


「じゃあ、コロスね……！」


「妖精風ふ情ぜいに、あたしがやられるものか！　シズ、あたしのことはいいから……！」


「愛芹以外はガキをつかまえろ！　ペロ、おまえも行け……！」


「ウォウ！」「ヴァウッ！」「ゥオウッ……！」


「……あの犬、ペロって名前なのか！」


　似合わないとか、意外と似合うとか、考えている場合じゃない。カルアとドロシーは屋根から屋根へと跳んで駆かけた。通りや路地に目をやると、袖なしたちが走りまわっている。カルアとドロシーを捜さがしているのだ。振ふり返れば、シズがいる。あの長身の女軍人はそれほど機き敏びんではないが、脚きやく力りよくがないわけじゃない。それに、カルアは今、ドロシーを連れている。このまま逃にげつづけるだけでは、遅おそかれ早かれ追いつかれるだろう。


　そのときは、もしかすると間近に迫せまっているのかもしれない。


　屋根が途と切ぎれている。正確に言えば、次の屋根が遠い。目測で五メテル。もうちょっとあるかもしれない。カルアはたぶん、いける。でも、ドロシーには厳しい距きよ離りだ。


「ドロシー、下に……！」


「わかった」


　飛び降りようとしたドロシーを、カルアはとっさに押しとどめる。ペロだ。下の路地にペロが駆けこんできた。


「──でかっ……！」


「わ、わたしたち、食べられる？」


「バウッ！」「ウォンッ！」「グォウ！　ヴォウッ……！」


　ペロは屋根の上のカルアとドロシーに飛びかかろうとする。さすがに届かないが、あとすこしで前まえ肢あしの先が屋根の縁へりに引っかかりそうだ。


「いたぞ……！」「ガキがいた！」「あっちだ……！」


　おそらくペロの吠ほえ声を聞きつけたのだろう。袖そでなしたちも集まってこようとしている。そして、後ろからはシズが。


「カルア、どうすれば！」


「飛ぶよ」


　カルアはドロシーの手をとってあとずさった。まばたきをして、開門アンロツク。


「正しよう四し位い風ふう霊れい晴ハル為イ」


　助走しながら呪文を唱える。


「叫サケビ揺ユラシ吹フキ払ハラウ者モノヨ此処ココニ至イタリ──」


　踏ふみ切ってから、魔法を発動させた。


「逆サカ巻マケ破ハ陣ジン風フウ！」


「ゃっ……！」


　強きよう烈れつな風がカルアとドロシーを舞まいあがらせる。


　跳ちよう躍やく力に強風の力が加わって、次の屋根までかなり余よ裕ゆうをもって到とう達たつできた。


「カルア、すごい」


「そうでもないよ、これくらい！」


　カルアはすぐさまドロシーを引っぱって走りだした。シズが追いかけてくる。跳ぶつもりか。跳んだ。二人が魔法の力を借りて飛び渡わたった屋根と屋根のあいだを、シズはなんなく跳び越こえてしまった。


「……ほら、すごくないだろ！」


「あの人もすごい」


「そういう考え方もできなくはないけどさ……！」


　どこかでペロが吠えている。そう遠くはない。わりと近くだ。


　袖なしたちの声や足音も聞こえる。


　シズがすこしずつ距離をつめてくる。


「か、カルア！　い、息は、だ、だいじょうぶ!?」


「僕はへいきだけど！」


「そ、そう！　そ、それなら、いいっ、けど！　わ、わたしはっ、ま、まだまだ、いけそう、だからっ……！」


　どう見ても強がりだ。ドロシーはあからさまに無理をしている。カルアが無理をさせているのだ。


「──なんとかしないと！　何のために僕がいるんだ！　でも……！」


　どうすればいいのか。


　ドロシーが足をもつれさせた。「あっ……！」


　転びはしなかったが、つられてカルアも速度をゆるめた。


　シズが一気に肉にく薄はくしてくる。まずい。もうすぐ刀の間合いだ。


　狙ねらいはカルアだろう。追っ手は帝国陸軍情報局の所属隊らしいが、ドロシーを殺す気はない。手ぬるいとまでは思わないものの、何か目的があって泳がされているんじゃないかと本気で疑ったこともあるくらいだ。相手はドロシーを生きたまま捕とらえようとしている。そうでなければ、たぶんここまで逃げのびてはこられなかった。


　ただし、カルアは違ちがう。


　ドロシーには生け捕どりにするだけの価値や意味があるのかもしれないが、カルアは単なる邪じや魔ま者ものだ。障害物でしかない。シズはまずカルアをしとめようとする。それから、ドロシーの身み柄がらを確保しようとするはずだ。


「ドロシー……！」


　カルアはドロシーを突つき飛ばした。両腕を交こう叉ささせてシズの刀を受け止める。ちゃんと防いだのに、頭が吹ふっ飛ぶような衝しよう撃げきだった。先祖伝来、遺物レリツクの籠こ手てだから壊こわれなかったようなものだ。カルアは左ひだり膝ひざをついた。その体勢のまま、必死に右足をのばしてシズの膝を蹴けりつけようとする。だめだ。シズの左足に蹴り払はらわれてしまった。


　シズが刀を振りおろす。


　目をつぶっちゃいけない。


　しっかりと目を見開いて、刀を凝ぎよう視しする。


　ぎりぎりのところで左に転がった。かわした。即そく座ざに立ちあがろうとしたら、シズが左ひだり脚あしを軸じくにして身体を回転させた。回れ右じゃなく、回れ左をして──左腕だ。鋼鉄のような左腕が襲おそいかかってくる。裏拳打ちバツクハンドブロー。あんなものをまともにくらったら。


「っ……！」


　カルアは右方向に跳とんだ。間に合わない。シズの左手の甲こうがカルアの左ひだり肩かたを強打する。鉄の棒でぶん殴られたのと変わらない。カルアは屋根に倒たおれこんだ。


「カルア……！」ドロシーが駆けよってこようとした。


「くるな！」


　カルアは起きあがって、短たん剣けんグリギュエンルを腰こしの鞘さやから抜ぬいた。


　左肩がうずく。力は入るが、かなり痛い。


「投降するなら、命まではとらない……」


　シズは右手で握にぎった道徳刀の切っ先をこちらに向け、やたらと硬かたい、硬すぎる左腕をいつでもくりだせるように構えて、すこしずつ接近してくる。


「抵てい抗こうすれば、君は死ぬ……」


「僕は投降しない。死ぬつもりもない」


「おしゃべりをして、時間稼かせぎ……？」


「まあね」


　カルアはにやりと笑った。行く手の屋根が傾けい斜しやして、だいぶ低くなっている。カルアはそのことに気づいていた。そうはいっても人間がよじ登れるような高さじゃないが、人間以外なら。


　たとえば、ペロならどうか。


「ボォウッ！」「ヴァウッ！」「ゴォウッ……！」


「っ……!?」


　シズは屋根に這はいあがってきたペロに注意を奪うばわれている。今だ。


　カルアはドロシーに合図をして、一いつ緒しよに右の方へと向かう。シズはちょっと遅おくれてついてこようとしたが、そうはいかない。ペロがシズに躍おどりかかった。


「ガァオッ！」「ボァガァッ！」「ヴァオゥッ……！」


「──くっ……」


「迂う闊かつだな！　そいつにとっては、あんたも敵なんだ……！」


　カルアは屋根の縁で足を止めて、グリギュエンルを鞘に戻もどした。下の通りには袖なしたちが群がっている。そのうちの何人かがカルアを見上げた。


「行くよ、ドロシー！」


「え？　え……？　えっ……！」


　カルアはドロシーの手をとって、飛び降りた。


　袖なしたちの真っ直ただ中なか──どころの騒さわぎじゃない。二人は袖なしを一人、踏み倒して、下した敷じきにした。


「──ぐへえっ……!?」


「つっ……！」


　衝撃で左肩に激痛が走ったが、気にしてはいられない。カルアは立ちあがってドロシーを助け起こした。


「走って！」


「う、うん！」


　大半の袖なしは、まだ呆あつ気けにとられているか、半分うろたえている。二人はひと息に彼らのあいだを駆け抜けた。


「なっ……」「ちょっ──」「あ……おい！　待て！」「追え！　追え……！」


「追いかけてこなくてもいいのに……！」


　カルアは愚ぐ痴ちを吐はき捨てて右折し、左折して、また右折する。一いつ瞬しゆんでも相手の姿が見えなくなると、追われる方は楽になるし、追う方はきつくなるものだ。


　でも、それ以前の問題で、こっちはかなりきつい。痛みは我が慢まんすればいいが、体力が底をついたら終わりだ。ない袖は振ふれない。


「っー、っー、っー、っー、っー……！」


　ドロシーの息づかいが、足どりが、やばいことになっている。


　励はげましたいのはやまやまだが、じつはカルアもあまり余裕がない。考えてみれば、ずっと走ったり飛んだり跳はねたりどつきあいをしたりしている。魔法を使うのだって、精気プラナを臍せい下かにとどめて練気した霊力マナを消費したり、集中力を高めて維い持じしたりで、それなりに疲つかれるのだ。


　このくらい、たいしたことはないと思いたい。思うだけなら簡単だが、身体からだがついてきてくれない。そろそろ限界なのか。そんなことはない。決して、そんなことは。


「こっちへ……！」


　声が聞こえた。知っている声だ。前方、右。建物の陰かげから、誰だれかが顔を出している。暗くてよく見えないが──女。メイリーか。メイリーが手招きしている。


　カルアはまっすぐ進もうとするドロシーの腕うでをつかんだ。


「ふぁっ……」


　体勢を崩くずしたドロシーを、とっさに抱だきとめる。その瞬間、目がくらんだ。声も出ない。息が止まった。左肩が。


「……カルア？」


「だんでぼだい」


　ちゃんと発音できなかった。


　カルアは左腕をかばいながら右手でドロシーの腕を引っぱって、メイリーがいる路地に駆かけこんだ。メイリーは無言で二人を先導してくれた。ぱっと見では入りこめそうにないやたらと細い道を通ったり、建物の中を突っ切ったりしているうちに、テッサンとウーロン、ユンも合流した。


「大おお騒さわぎ、何か思って、きてみた！」


　どこか小動物めいている小こ柄がらなウーロンが、メイリーにかわって先頭に立った。


「そうしたら、アナタたちだったね！」


「あいつら、よそ者だ！」


　テッサンは左眉まゆに目立つ傷きず跡あとがある。上背はさしてないもののがっちりしていて、無ぶ頼らい漢かん予備軍といった風ふ情ぜいだ。


「道、俺たち、知ってる！」


「地の利はこっちにあります！」


　カルアとドロシーを安心させるためだろう。メイリーは走りながら笑ってみせた。長身のユンが最さい後こう尾びについて、しんがりを務めてくれているのも頼たのもしい。


　やがて袖そでなしたちの声も気配も感じられなくなった。ここはどのあたりだろう。暗いし、浮民街スラムらしいということしか、カルアにはわからない。起き伏ふくがあるので、外そと堀ぼり地区か。


「ここだ」


　テッサンがウーロンを押しのけるように追い抜いて、一いつ軒けんの小屋の戸を開けた。周りの小屋よりも一回り大きい。中も広かった。メイリーの小屋の倍近くあるだろう。テッサンが卓たく上じようランプに火を灯ともした。見るからに雑多だが、家具もそろっている。


「あ……ベッド……」


　ドロシーはふらふらと寝しん台だいに歩みよって、ばたっと倒れこんだ。


「ごめんなさい……すこしだけ……」


　そう言った直後にはもう、寝ね息いきを立てている。


　ウーロンが苦く笑しようした。


「早はや業わざね……」


「俺の、寝台……」


　この小屋は、啞あ然ぜんとしているテッサンの住まいなのだろう。なんだか申し訳ない。


「……すまない」


「いいけどよ」


　テッサンはメイリーをちらっと見た。カルアにはどうでもいいことだが、どうやら彼は彼女のことを憎にくからず思っているらしい。


「ドロシーは、人さらいにつかまっていたんですか」


　そのメイリーに尋たずねられて、カルアは一つ息をついてからうなずいた。


「うん」


「あの……子供たちは？」


「いたよ」


　正直、メイリーの眼まな差ざしを正面から受け止めるのはつらかった。でも、目をそらすわけにはいかない。


　あのときカルアは最善と思える判断を下した。他人にどう思われようと、それは変わらない。悔くいてもいない。恥はじてもいない。


　できることなら救いたかった。そんな台詞せりふを吐いて、いったい何になる？　自己弁護か。それとも、自己憐れん憫びんにひたりたいのか。くだらない。


「子供たちも、ドロシーと一緒につかまってた。だけど、助けられなかった」


「その女だけかよ……！」


　テッサンがつかみかかってきても、カルアはよけなかった。胸むな倉ぐらをつかまれて、顔をしかめてしまいそうになったが、なんとかこらえた。耐たえることはできるものの、そんなふうに揺ゆさぶるのは勘かん弁べんしてほしい。


「やめて、テッサン！」


　メイリーがテッサンをカルアから引き剝はがしてくれた。


「二人は、命からがら逃にげてきた。大勢の子供を、連れてはこられなかった。しょうがないでしょう!?」


「けどよ！」


「カルアさんは、怪け我がもしてる。たいへんだったの。わからない？」


「おまえはそれでいいのかよ、メイリー！」


「いいとか、悪いとか……」


　メイリーは力なく頭かぶりを振った。


「違ちがうでしょう？　そういうことじゃない。もともと二人は、縁えんもゆかりもないのに、子供たちを助けようとしてくれて……それだけでも、すごいことなんだから」


「テッサンは、助けようとしなかったよ」


　ウーロンの声がわずかに震ふるえた。顔も引きつっている。


「その二人がくるまで。生徒たち捜さがしてるメイリー、ムダだって。メイリーがいないところで、笑ってたね」


「だっ、誰が！　おまえ、黙だまれ、ウーロン！」


「殴なぐるか!?　テッサンはすぐそれね！」


「ユン！　お願い、テッサンとウーロンを止めて！」


「うん」


　ユンはテッサンとウーロンのあいだにぬっと割って入った。


「喧けん嘩か、やめて」


「殴られたいか!?」


　テッサンが食ってかかると、ユンは自分の頰ほおを指さしてみせた。


「一発なら、いい」


「な、殴るかよっ！」


　テッサンはそっぽを向いて、土が剝むきだしになっている床ゆかを蹴けった。その姿を見て、ウーロンがせせら笑っている。


「……とりあえず」


　メイリーはうなだれてため息をついた。


「ドロシーとカルアさんを、休ませてあげて。テッサン、寝る場所がないなら、あたしの家にきてもいいから」


「め、メイリーのっ……!?」


「ダメね！　ボクの家に泊とめるよ！　メイリーの家はダメ！」


「どうして、あたしの家はだめなの？」


「どうしてもよ！」


　三人の言い争いを聞き流しながら、カルアは寝台の端はしに腰こしを下ろした。


　そっと左ひだり肩かたを押さえてみた。だいぶ痛い。左腕を動かしても痛むが、動かせるのならだいじょうぶだ。


「……たいしたことない。これくらい」


　口の中でつぶやいて顔を上げると、メイリーが気づかわしげな表情でこっちを見ていた。


　カルアは目をそらし、ドロシーに視線を投げかけた。うつぶせになって、横を向いている寝顔が、まっすぐな黒くろ髪かみであらかた隠かくされていた。背中が呼吸にあわせて上下している。きっと夢も見ないで眠ねむっているのだろう。朝がくるまで、せめて悪い夢だけは見ないでほしいとカルアは願った。
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　目が覚めた。そのあとで、誰だれかが小屋の戸をノックした。


　どうやら自分の勘かんは正常に働いているようだ。カルアは胸を撫なで下ろして、座ったまま睡すい眠みんをとっていた椅い子すから立ちあがる。戸の覗のぞき穴を確かく認にんする前に、寝台の方を一いち瞥べつした。ドロシーはよく寝ている。カルアは覗き穴に目を近づけた。


「……メイリーさん」


　懐かい中ちゆう時計で時間を確かめると、五時三十二分だった。カルアは内うち鍵かぎを外して戸を開ける。メイリーは手て提さげ籠かごを肘ひじに引っかけていた。


「おはようございます、カルアさん」


「おはよう。早いね」


「あたし、いつも早起きなんです。ドロシーは？」


「まだ寝てるよ。あれから一度も起きてない。ドロシーは眠るのが得意なんだ」


「そうなんですか」


　メイリーはすこしだけ笑った。人をほっとさせる笑え顔がおだ。


「中に、入っても？」


「もちろん。僕の家じゃないけど」


　メイリーを招き入れて戸を閉めると、どうしたらいいかわからなくなった。カルアだけじゃない。メイリーも戸と惑まどっているようで、突つっ立っている。


　ふと目があって、見つめあう恰かつ好こうになった。


「えっと……」


　カルアは頭を搔かいた。妙みように気き恥はずかしくて、まいってしまう。


「椅子に座ったら？　僕の椅子じゃないし、こんなことを言うのも変な気分なんだけど」


「カルアさんこそ、座ってください。疲つかれているでしょう？」


「けっこう休んだから、疲れはとれたよ」


「でも、怪我をしているはずです。そうだ。見せてください。怪我したところ」


「いや、へいきだから」


「見せてください」


「……うん」


　カルアは詰つめよるメイリーに気け圧おされて、椅子に腰かけた。上着を脱ぬぎ、肌はだ着ぎの左ひだり袖そでをまくりあげようとしたら、途と中ちゆうで手が止まった。痛いといえば痛いし、痛くないと思えば痛くない。深呼吸をしてから、袖をまくる。


「腫はれてますね……」


　メイリーはこわごわとカルアの左肩にふれた。冷たい指だ。左肩が熱を持っているせいで、余計にそう感じるのか。ちょっと気持ちいい。


「痛い、ですか？」


「そうでもない──ていうか、べつに痛くないよ」


「うそです。こんなふうになっているのに、痛くないなんて。カルアさんは、よくやせ我が慢まんをする人ですか？」


「そんなことはないと思うけど」


「でも、本当は痛いでしょう？」


　メイリーが指先に力をこめる。顔がゆがみそうになったが、カルアは腹の底に息をためて耐えた。でも、瞬しゆん間かん、かすかに引きつってしまった。


「ほら、やっぱり」


「……押すとね。微び妙みように痛いかな。だけど、だいじょうぶだよ。これくらいは」


「薬を持ってきたんです。塗ぬっていいですか？」


　メイリーはカルアの返事を聞かずに、手提げ籠の中から小さな壺つぼと白っぽい布きれをとりだした。壺の中身はどうやら膏こう薬やくらしい。メイリーは手早くそれをカルアの左肩に塗って、その上に布きれを貼はりつけてゆく。


「じょうずだね。手当て」


「慣れてるだけ」


　メイリーは手を止めないで静かに笑ってみせる。


「小さな子供は、たくさん怪我をするから」


「そっか。子供は……そうだよね」


「あ。ごめんなさい」


「謝るのはこっちだよ」


　言ってしまってから後こう悔かいした。謝罪してどうなる。どうにもならない。そんなものは単なる自己満足だ。


「結局、一人も助けられなかった」


　事実だけを述べて濁にごしたお茶は、苦すぎて飲めたものじゃない。


　メイリーは何秒か黙りこんだあと、首を横に振ふった。


「あとは、こうするんです」


　それから、カルアの左肩を包みこむようにして、布きれの上に両手をあてた。


　カルアは首をかしげる。


「何？」


「おまじない」


　メイリーは目をつぶった。


「早くよくなりますように……」


　なんとなく、カルアも瞳ひとみを閉じた。


　左肩があたたかい。


　手をあてたくらいで、何かが変わるわけでもないだろう。それとも、血のめぐりがよくなって、傷がいくらか癒いえやすくなったりするのか。ありえないとは言いきれない。


　メイリーはなかなか手を離はなそうとしない。


　カルアは瞼まぶたを押しあげた。


　メイリーも半分くらい目を開けていて、視線が絡からみあった。


　途と端たんに彼女は下を向いた。


　その頰が、見る間に赤く染まってゆく。


「……ごめんなさい、あたし……」


「え、いやだから、謝らなくても……謝られるようなことは、何も──」


「じーっ……」


　メイリーの声でも、もちろんカルアの声でもない。ドロシーの声だ。


　見ると、ドロシーは寝しん台だいで横になったまま、半眼でこっちを凝ぎよう視ししていた。


　メイリーが慌あわててカルアから離れた。カルアも動どう揺ようしていたが、なんで動揺しないといけないのか。そんな理由はない──はずだ。たぶん。ないと思う。


「お、起きてたんだ？　いつから……？」


「すこし前から」


　ドロシーは眉み間けんに深い縦たて皺じわを刻んだ。頰ほおがふくらみはじめる。しぼんだ。またふくらみはじめた。しぼんで、ふくらんで、しぼんだ。ふくらんだ。
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　カルアはめくってあった袖を戻もどして、せかせかと上着を着た。


「起きてたなら、言ってくれればよかったのに……」


「言わなくてごめんなさい。おはようございました」


「……ございました？」


「おはよう」


　ドロシーは言いなおしながら起きあがった。寝台から下りて、戸の方に向かいかけたところで、立ち止まって自分の足を見る。


「あれ。わたし、昨夜ゆうべ、靴くつを脱いだ？」


「僕が脱がせたけど」


「わたしが寝ねているあいだに、寝ているわたしの靴をカルアが？」


「うん」


「変態」


「……僕はただ、靴を脱がせただけなんだけど」


「生きつ粋すいの変態じゃないとそんなことはしない。できない。カルアは真性ド変態」


　ドロシーは憤ふん懣まんやるかたない、といった様子で寝台のそばに戻って靴を履はいた。そしてまた、足早に戸の方へと歩いてゆく。


「あ、ちょっ──」


　カルアは椅子から立ちあがった。


「ドロシー、どこ行くんだよ、外は……」


「ごゆっくりっ」


　ドロシーは小屋を出て、戸を閉めてしまった。


「……ごゆっくりって……何なんだよ、いったい……」


「でも、ドロシーを追いかけた方が」


「まあ……そうだね。昨日の今日だし……ドロシーも、わからないのかな、それくらい。一人で外に出るなんて、何考えてるんだよ……」


　カルアはぶつぶつ言いながら戸を開けて、出ようとしたらメイリーに呼び止められた。


「あの、カルアさん」


「え？」


　振り向くと、メイリーのえらく真しん剣けんな表情に出くわした。


「……何？」


「あたしの生徒や、ほかの子供たちのことは、もう忘れてください」


　メイリーは本心から言っている。そう確信せざるをえない断固とした口ぶりだった。


「あたしの母は、帝国軍が攻せめてきたときに、あたしを先に行かせて、祖父と祖母の家に向かいました。祖父は足が悪かったから、祖母と二人では逃にげられないと思って、助けに行こうとしたんです。そして、戻ってこなかった」


「これ以上、首を突っこんだら、僕らもきみのお母さんと同じ目に遭あうかもしれない。きみが言いたいのは、ようするにそういうことだよね」


「はい。人を助けるのは立派なことです。だけど、そのために自分を犠ぎ牲せいにしてしまったら、意味がないと思います。それに、母にとって、祖父と祖母は自分の親でした」


「さらわれた子供たちは、僕とは何の繫つながりもない、赤の他人だ」


「そうです」


「わかったよ、メイリーさん」


「たいへんなことに巻きこんで、怪け我がまでさせてしまって、申し訳ありませんでした」


「なんだか、今日は謝ってばかりだね」


「謝らないといけないからです」


「そんなことない。もう謝らないで」


　カルアはちょっとだけ笑ってみせてから、小屋をあとにした。


　戸を閉めて、ため息をつく。


「……きみの言いたいことは本当によくわかったよ、メイリーさん。まったくそのとおりだと思う。──僕は、ね」


　彼女はおそらく違ちがう意見を持っているだろう。


　捜さがすというほどの手間はかからなかった。テッサンの小屋からそう離れていない道みち端ばたに、彼女はぽつんとしゃがんでいた。


「ドロシー」


　名を呼んでも、振り返りもしない。


　カルアはドロシーに近づいていって、すぐそばで足を止めた。


「一人で出歩くのは勘かん弁べんしてくれないかな。危ないだろ」


「ふんっ」


「……ふん、じゃないよ。小屋に戻ろう」


「戻りたければ一人で戻ればいい。わたしも戻りたくなったら勝手に戻る」


「戻りたいとか戻りたくないとか、そういう問題じゃないだろ。ていうか、何をそんなに怒おこってるんだよ」


「わたしは怒ってなんかいない」


「どう見たって怒ってるじゃないか。めちゃくちゃ怒ってる態度だよ」


「それはきっと、カルアが何か人を怒らせてしまうようなことをしでかしたから。やましいことがあるから。その自覚があるから」


「え、ぼ、僕が……？」


「わたしが怒っているように見えるのは、そのせい。わたしに尋たずねる前に、まず自分の頭に訊きいてみればいい」


「……そういうときって、普ふ通つう、頭じゃなくて、自分の胸に訊いてみろって言うんじゃないかな」


「どうせ！」


　ドロシーは膝ひざをかかえこんで、全身を極限まで縮こまらせた。


「わたしの胸は大きくない。あの母様の娘むすめなのに。そんなことはわかっているもの」


「……なんでいきなり話がそっちに行くのさ」


「わたしの話はいつでもどこにだって行けるし、行く」


「気ままな旅人だね……」


「朝っぱらから朝一で二人きりでもないのにメイリーといやらしいことをして」


「へ……？　誰だれが？」


「不潔で不ふ浄じようで汚けがらわしい。カルアがそんな人だとは思わなかった」


「や、ちょっと待って」


「正確に言うと、そこまでいやらしい人だとはさすがに思っていなかった。いくらなんでもそこまでとは」


「いやだからさ、事実誤ご認にんがあるんだけど？　僕はメイリーさんに怪我の手当てをしてもらってただけで」


「怪我……？」


　ドロシーはカルアを振り仰あおいで、青い瞳を何度もまばたかせた。


　それから、弾はじかれたように立ちあがって、カルアの顔中をぺたぺたとさわりだす。


「怪我？　どこ？　痛む？　ここ？　それともここ？」


「……顔は見てのとおり無傷だよ」


「じゃ、耳？」


「耳もへいき」


「首？」


「首も──くっ……く、くすぐったいってっ」


「それじゃ、どこ？　ここ？　もしかして、ここ？　ここは？」


「わぁっ。へ、変なとこさわるなっ」


「だって、どこかわからない」


「肩かただよ、左肩！　見てたんだろ、メイリーさんが手当てしてくれてたの──」


「あ、そうだった。すっかり忘れていた」


　ドロシーはカルアの左肩にそっとふれた。なんて慎しん重ちようで控ひかえめなさわり方だろう。上目遣づかいでカルアを見る眼まな差ざしは、世界の破は滅めつを恐おそれているかのようだ。


「……痛い？　いい、答えなくても。痛くても我が慢まんして、痛いとは言わない。カルアはいつもそうだもの」


「それは──人のことを言えた義理じゃないだろ。我慢は、ドロシーだって……」


　カルアは目を伏ふせて頭を搔かいた。自分がとくに辛しん抱ぼう強いとは思わない。むしろドロシーの方が、苦しいとかつらいとか、めったに口に出さないじゃないか。


　魔王家の人々、ドロシーの家族と親族は、最後まで帝国軍に抵てい抗こうして、一人残らず命を落とした。脱だつ出しゆつ後にそのことを知ったときでさえ、ひどく打ちのめされてはいたものの、取り乱すことはついになかった。


　名君の誉ほまれが高い魔王レッド・デッド・エターナルの娘だからか。それとも彼女自身の特性なのか。いずれにせよ、ドロシーは見かけよりもずっと強い。


　ただ、その強さは諸もろ刃はの剣つるぎだ。ときとして、それを振るうドロシー自身まで危険にさらし、傷つけてしまいかねない。


　カルアは、帝国の追っ手だけじゃなくて、その危あやうい強さからもドロシーを守らないといけないのだ。


「ドロシー」


　カルアは左肩にふれているドロシーの手をつかんだ。


「思うんだけどさ。こんなことに関かかわったのは、やっぱり間違いだったんだ」


「え……」


　ドロシーは青い目を瞠みはって、わずかに首をかたむけた。


「それはどういう意味？」


「僕らには目的がある。それを果たすことだけに集中した方がいい」


「だから何？」


「さらわれた子供たちのことは忘れよう」


「忘れるなんて、そんな──」


　ドロシーは一いつ瞬しゆん、笑おうとした。馬ば鹿か馬鹿しい、笑い飛ばしたい、でも笑えない、そんなふうに唇くちびるを震ふるわせてから、眉まゆをつりあげる。


「忘れられるわけがない。だって、わたしは同じ部屋に閉じこめられていた。あの子たちは今もあそこにいるかもしれない」


「そうかもね」


「かもねじゃない！」


　ドロシーはカルアの手を振りほどいた。


「あの子たちはいる。泣いていたの。ずっと泣いていた。あの真っ暗な部屋で！」


「気の毒だとは思うよ」


「本当に思っている？」


「これでも、いくらかはね。だけど、どうしようもないだろ」


「何がどうしようもないの」


「助けようがない。不意打ちしても、きみ一人を助けだすのがやっとだったんだ。昨夜の一件で、警けい戒かいが厳しくなってることは想像に難かたくないしね」


「やってみないとわからない」


「無理だ」


「無理じゃない」


「いや、無理だ」


　カルアは首を横に振ふってみせた。


　ドロシーの青い目がにじむような淡あわい輝かがやきを帯びている。遥はるかな昔、地上を闊かつ歩ぽしていたという忌み者ローステツドたちの血を、魔王の娘は色いろ濃こく受け継ついでいるのだ。


　できれば二度とその力を目覚めさせたくはない。それは破は壊かいしかもたらさない力だ。制せい御ぎよして、正しく用いることができなければ、きっとドロシー自身も傷を負う。傷といっても、捻ねん挫ざだとか擦すり傷だとか、その程度ならいいが、それではすまないかもしれない。


「いいかげん理解してくれないかな。僕らには人助けをする余よ裕ゆうなんかない。そのことをちゃんとわきまえたうえで、行動してほしいんだ」


「余裕があってもなくても関係ない。手をさしのべて救える人がいるならそうするだけ」


「そうやって、何人救うつもりなんだよ」


「人数はどうでもいい。目の前にいる人が困っていたら見て見ぬふりはできない」


「きりがないじゃないか」


　カルアはわざと大きなため息をついた。


「きみは認めたがらないだろうけどさ。人間が人間であるかぎり、不幸な者はぜったいに生まれるんだ」


「そんなことはわからないでしょう」


「いいや、これは真理だよ。たとえばこの国では、貧しい人たちが安い賃金をもらうために汗あせ水みず垂らして、ときに命懸がけで線路を敷しく。その線路を走る列車のおかげで、金持ちはいい暮らしをしてる。こんなの不公平だと思うだろ」


「どう考えても不公平」


「じゃあ、公平って何？　たとえば、何もかもみんなで分けあえばいいの？　簡単なようで、これってすごく難しいよ」


「みんなでそうすると決めればいい。どこが難しいの」


「だったら仮に、食べ物も、着る物も、住む場所も、みんなで用意して、みんな同じにするって決めたとしようか。全員同じだけ働いて、同じだけの物を受けとる。だけど、そんなことできると思う？」


「やろうとすればできるはず。やってやれないことは──」


「怠なまける人もいるだろうね。体力がなかったり、身体からだが悪かったりして、そんなに働けない人だって中にはいるかもしれない」


「それは……たしかにいるだろうけど」


「そういう人も、みんなと同じ物を同じだけ受けとるとしたら、他ほかの人はどう思うかな」


「どうって」


「ずるいとか、あいつのぶんを減らせとか、誰かが言いだすんじゃない？」


「けど、みんな同じだと決めているわけだから──」


「それで誰もが納なつ得とくする？　どうかな。いずれ、そんな決まりはやめちゃおうって話になると思うけどね」


「……カルアが何を言いたいのか、わたしにはよくわからない」


「ようするにさ」


　カルアは肩をすくめてみせた。


「不公平が富める者と貧しい者を生むわけじゃない。人間はそんなものなんだよ。不公平はあくまで結果にすぎない。人間が大勢いれば、かならず誰かが割を食う」


「だから、ひどい目に遭あってる人がいてもしかたない。カルアはそう言いたいの」


「いちいち気にしてたらきりがないって、僕は言ってるんだよ。苦しんでる人は、どこにだって、無数にいるんだから」


「わたしはどこにでもいる人の話なんかしていない。すぐそこにいる子供たちをどうにかしたいの」


「きみが王様で、指一本動かすだけでその子供たちを救えるなら、べつに文句は言わない。好きにすればいいさ。だけど、人を救うって、そんなに簡単なことじゃないだろ」


「カルアには力があるでしょう」


「魔法は万ばん能のうじゃない」


「でも、人にはできないことがカルアにはできる」


「その言葉、そっくりきみに返すよ」


「わたしに？　それはどういうこと？」


「結局、きみは自分を特別扱あつかいしてる。その気になれば、人を救えると思ってるだろ」


「そんなことは──」


「思ってない？　ほんとに？　これっぽっちも？」


「……わたしは、思って……」


「ドロシー。きみは魔王の血を引いてる。もともと六つあった古王国のうち、五つが帝てい国こくに滅ほろぼされた。残ってるのは麼禱埜マトウーヤ霊れい国こくだけだ。きみの身体に流れてる血はとても貴重だけど、あえて言えば、それだけでしかない」


　カルアは胸の真ん中に右みぎ拳こぶしをあてた。拳の親指側を胸につけるこの仕し種ぐさは、今はなきレベルデッド魔王国式の敬礼だ。


「僕はきみの魔法使いだ。きみを守って、陽国まで送り届ける。そのために僕は魔法を使う。だけど、きみの願いを叶かなえてあげられるような力なんて、僕にはない」


「……わかった」


「もう僕には頼たのまない？　自分一人でなんとかするからって？」


　図星を指されたせいか。ドロシーは今にも泣きだしそうな顔をした。それでも、彼女が涙なみだを流すことはない。どんなに泣きたくても我慢するだろう。


　もちろん、泣いてほしくない。泣かせたくない。涙なんか見たくないし、涙をこらえなければいけないような目にも遭わせたくない。


　できることなら、昔みたいにどんなわがままも聞いてあげたい。外そと面づらのいい王女と、その遊び相手だったころのように、何だって聞き入れて、叶えてあげたい。


　だって、ドロシーがわがままを言える相手は、もうこの広い地上にカルア一人しかいないのだ。


　ほかには誰だれもいない。いなくなってしまったのだ。


「本当に……」


　カルアは赤毛を引っかきまわした。これでいいのか。まだ迷いはある。だけど、今回ばかりはしょうがない。


「わかってくれないと困るんだ。危険がともなうだけじゃなくて、成算も立たないことには手を出すべきじゃない。これっきりだよ」


「え」


「さらわれた子供たちを助けられるっていう保証はない。可能性がないって判断したら、今度こそ完全に手を引く。むちゃはしない」


「カルア……！」


　瞬間、何が起こったのかわからなかった。


　もしかして、抱だきつかれたのか。


「う、わっ!?」


　どうもそうらしい。ドロシーは両りよう腕うでをカルアの背中に回して、カルアの顎あごのあたりに頭をぐりぐり押しつけている。


「わああああああぁっ!?　なっ、ちょ、やめ、はっ、はなっ、離はなれて、あああああああた、頼むからドロシー、離れて、ほんとお願いだから……！」


「どうして？」


「は、恥はずかしいからっ！」


「なぜ？　何が恥ずかしいの」


「ドロシーはなんで恥ずかしくないんだよっ!?」


「わたし？　あっ……」


　ようやく自分がしていることを認にん識しきしたらしい。ドロシーはカルアを突つき放すように飛び離れた。瞬時にその顔が、耳や首まで真っ赤っかになった。


「……ご、ごめんなさい。わたし、びっくりして、うれしくて、それで、つい……」


「い、いや、いいけど……そんなによくはないと思うけど……」


「はっ」


「へ？」


「痛くなかった？　左ひだり肩かた。だいじょうぶ？」


「う、うん。それはまあ……」


「本当に？　我が慢まんしていない？」


「し、してないって」


「わたしにうそはつかないで」


「ついてないってばっ」


　カルアは額の汗あせをぬぐいながら必死で呼吸を整えようとした。我ながら、いくらなんでも狼ろう狽ばいしすぎじゃないのか。それくらい仰ぎよう天てんしたのだ。心臓に悪いので、あまり驚おどろかせないでほしい。カルアは息をついた。


「……ていうかね。どうせ、行かなきゃいけないんだけどさ。だって、剣けん」


「剣？」


　ドロシーは腰こしをさわった。


「……あ。ない。わたしの剣！」


「連中につかまったときに、とりあげられたんだろ」


「そういえば……ジャック・ラヴロー。あの子にとられたんだった。わたし……すっかり忘れていた」


「僕も昨夜ゆうべはそこまで考えが及およばなかったから、同罪だよ。充じゆう分ぶんありうることだから、念頭に置いておかなきゃいけなかったのに」


　正直、それどころではなかったのだ。ドロシー。とにかくドロシーを救いだす。そのことで頭がいっぱいだった。情けない。


「あれはなんとしてもとりかえさないと。なくしちゃったではすまないものだし」


「うん……それはそう。そのとおり」


「てわけだから、一番の目的は剣の奪だつ回かい。さらわれた子供たちのことは、あくまでついでだよ」


「わかった。そういうことにしておいてあげる」


「……しておいてくれなくても、実際そうなんだけどね。どっちにしても──」


　カルアは腕組みをした。左肩は気になるが、昨日よりひどくはなっていないし、どうにか動かせる。問題ないだろう。


「何か手を考えなきゃ。正面突とつ破ぱは無む謀ぼう、裏口も警けい戒かいされてるだろうし、泥どろ棒ぼうじゃないんだから、忍しのびこむっていっても……だいたい、あいつら、何のために子供たちをつかまえて、閉じこめたりしてるんだろ」


「たしか、ジャックが言っていた」


　ドロシーは眉まゆ根ねをよせて、人差し指で自分の顎をさわった。


「売り物って」


「……人身売買か」


　カルアは低くうなった。口にするだけで不快になる言葉だ。


「帝国法で禁止されてるはずだけど。帝国では、すべての土地と人間は国が所有してるってことになってて、公民も土地を持てない。借りることしかできないんだ。人間は公民も浮ふ民みんも帝国の所有物だから、何なん人びとたりとも私有は認められない」


「でも、お酒なんかは税金を払はらわずにこっそり売っていたりもする。人さらいの人たちは銃じゆうを持っていた。帝国では銃も違い法ほうでしょう」


「治安維い持じ騎き士し団だんに摘てき発はつされなきゃどうってことない。闇やみ馬車だって、本当は認可を受けて公路利用税を払わないといけないのに、隠かくれて走ってる。賄わい賂ろを使って摘発逃のがれしてる場合も多いけど──人身売買は、とくに取り締しまりが厳しいって聞いたことがある」


「何か抜ぬけ道があるのかも」


「そういうことなんだろうね。この国では、金がないとまともに人間扱いされない。金次し第だいで、違法行こう為いも見逃されるんだ」


「やっぱり帝国はよくない。戦争ばかりしているし」


「だから、いっそ打だ倒とうした方がいいって？　そのために戦争するの？　僕らの祖国くにを滅ぼした帝国みたいに？」


「う……」


　ドロシーは口をへの字に結んで頭をかかえこんだ。


「……戦争をしないで帝国をやっつける方法が何かあれば」


「もしそんな方法があるとしたら、それこそ魔ま法ほうだよ」


「魔法……カルアはそういう魔法を知っている？」


「や、そうじゃなく──ん……」


　カルアは顔をしかめた。何だろう。この感覚は。細くて鈍にぶい針のようなものが、頭の裏側をちりちりと刺さしているかのようだ。


　あたりを見まわすと、妙みような感覚はすぐに消えて、かわりに全身が緊きん張ちようした。


　ドロシーはきょとんとしている。


「カルア？」


「僕の後ろに」


　カルアはドロシーを背中にかばった。


　路地の向こうから、小こ柄がらな女軍人が歩いてくる。


「ようやく見つけたぞ」


「しつこいな」


　カルアは籠こ手てを両手に装着した。でも、なんだか様子がおかしい。


「もう一人はどうした」


「ここにはいない。あたし一人だ」


　予想外だった。


　アンナマリーはナイフも拳けん銃じゆうも抜かないで、両手をあげた。


「安心しろ。やる気はない」


「……信じろっていうのか」


「どうすれば信じてもらえる？」


「武器って何のためにあるのかな。結局のところ、使うためだと思う」


「いいだろう」


　アンナマリーは右手をあげたまま、左手で拳銃を抜きだして地面に置いた。


　それから、二本の軍用ナイフを拳銃の隣となりに並べる。


「丸まる腰ごしだ。これで話を聞いてもらえるか」


「話をするには、ちょっと距きよ離りが遠いね。ゆっくり歩いてきて。両手をあげたままで」


「わかった」


　アンナマリーは面つら憎にくいほど落ちつきはらっている。そう見せかけているだけか。それとも、たかをくくっているのか。舐なめられているのかもしれない。


　歩みよってくるアンナマリーを見すえたまま、とはいえそんなものだろうとカルアはつとめて冷静に考えた。彼女はおそらく見た目どおりの年ねん齢れいじゃない。すくなくともカルアよりは年上だろう。軍人としてそれなりの経験を積んでいるはずだ。彼女にとって、カルアは所しよ詮せん、小こ賢ざかしいガキでしかない。甘く見て当然だ。


　互たがいの距離は約二メテル。アンナマリーは立ち止まろうとしている。


　その前に、カルアはグリギュエンルを抜いて走りだした。


　喉のど元もとに切っ先を突きつけようとしたら、案の定、アンナマリーは隠し持っていたナイフでグリギュエンルを払いのけた。カルアはすかさず右足でアンナマリーの左ひだり脚あしを刈かろうとする。かわされた。アンナマリーは跳とんで、ナイフで斬きりつけてくる。


「どこが丸腰なんだ……！」


　カルアは下がりながら、グリギュエンルでなんとかナイフを弾はじいた。やっぱり強い。斬りあいで勝てる相手じゃない。それでもあえて踏ふみこもうとすると、アンナマリーはナイフを捨てて両手をあげた。


「……すまなかった。習性なんだ」


　そして、一歩下がって──何を思ったのか、軍服を脱ぬぎだした。


　いや、何を思ったも何も、もう武器を隠していないということを証明するつもりなのだろう。それはわかる。わかるけど、何も脱ぐことは。でも、やっぱり脱ぐしかないか。


　軍服の上着を脱ぐと中はシャツで、アンナマリーはそのボタンまで外しはじめた。


「ちょ、ちょっと待った！」


「ん？」


　アンナマリーは手を止めたが、すでにボタンがいくつも外されていて、前がはだけてしまっている。肌はだ着ぎだ。見えている。下着というべきなのか。よくわからない。女性の下着のことなんて。


　思わず目をそらしてしまいそうになった。いけない。恥ずかしがっている場合じゃないんだ。顔が熱い。それがどうした。


　カルアは歯を食いしばって、あえて凝ぎよう視しした。下着はどうでもいい。そうじゃなくて、何か隠していないか。不自然なふくらみは見あたらない。というか、自然なふくらみもあまり確認できない。そんなことはどうでもよくて、手にぶらさげている軍服にも、あやしいところはないようだ。


「……も、もういい。わかったから。着ていいよ」


「そうか？　あたしは脱いだままでもかまわないけど」


「着ていいってばっ」


「下はどうする？」


「裾すそをめくってみて。あとはポケット」


「これでいいか？」


「うん。上着。さっさと着て」


「じゃあ、そうさせてもらおう」


「話がしたいんだろ」


「ああ」


　アンナマリーは袖そでを通さないで軍服の上着を羽織った。ちゃんと前を留めてほしいんだけど、そこまで言うとかえってあれだ。あれって何だ。


「ただし、最初に言っておく。あたしは世間話をしにきたんじゃない」


「……だろうね」


「手を貸してほしい」


「は……？」


　これまた予想外だ。正直、聞き違ちがいかと思う程度には意表をつかれた。そうでなければ、相手が正気を失ったか。たぶん、そのどちらかだろう。


「なんだって？」


「聞こえなかったか。だったら、もう一度言おう。魔法使い、おまえに協力してもらいたいことがある。それで、わざわざこうやって頼たのみにきた」


「どうして！」


　ドロシーがカルアの左ひだり肩かたの横から顔を出して、声を荒あららげた。


「どうしてカルアがあなたの手助けをしないといけないの。あなたはものすごくおかしなことを言っている。それがわからない？」


「そんなことはもちろんわかってるさ、ドロシー」


「わたしのことを馴なれ馴れしく名前で呼んだりしないで」


「だったら、なんて呼べばいい。いつもどおり小こ娘むすめでいいのか」


「それもいや。ドロシー様」


「ふざけるんじゃない」


　アンナマリーはこめかみのあたりをひくつかせた。


「なんであたしが、おまえを様付けで呼ばなきゃいけないんだ」


「百歩譲ゆずってドロシーさん。一万歩譲るとしたらドロシーちゃん」


「……ドロシー。頼むから、話をややこしくしないで。アンナマリー特務少しよう尉い──でいいのかな」


「アンナでもマリーでもアンナマリーでも、好きに呼べ」


「アンナマリー。僕に何を手伝わせたい？」


「暗黒流星団」


「……暗黒、流星？」


　そういえば、あの子供みたいな男──ジャック・ラヴローが言っていた。自分はなんとか流星団とやらの団長だと。


「暗黒流星団は、けっこう名の知れた広域犯罪組織だ。あたしも名前は聞いたことがあった。まさか、その頭目があんなガキだとは思ってなかったけど」


「で？」


　平静を装よそおっているが、カルアも内心では驚おどろいていた。


　土地に根ざしている普ふ通つうの犯罪組織と違って、広域犯罪組織はいくつもの都市、地域をまたいで暗あん躍やくする。当然、規模も大きい。あの子供みたいな男がそんな組織を束ねているなんて、アンナマリーじゃなくてもにわかには信じられないだろう。


「その暗黒流星団がどうかした？」


「どうやら連中は、子供をさらって売り払うつもりらしい」


「それくらい、わたしたちだって知っている」


「そうか、ドロシー。じゃあ話が早い」


　アンナマリーはぐっと奥歯を嚙かみしめた。あふれでそうな感情を無理やり押し殺そうとでもするかのように。


「やつらにつかまってる子供たちを解放してやりたい。そのためには、魔法使い、おまえの力が必要だとあたしは判断した」


「わからないな」


　カルアの脳のう裏りには、ためらわずに男の首をナイフで斬り裂くアンナマリーの姿が焼きついている。


　相手は悪党だし、敵意を剝むきだしにしていた。そうはいっても、人をあんなふうに殺せるものなのか。すくなくとも、カルアにはできない。


　アンナマリーはやってみせた。躊ちゆう躇ちよなく人を殺せる軍人が、子供たちを救いだしたいという。それとこれとは別問題なのかもしれないが、どうしても納なつ得とくがいかない。ドロシーはどう思っているのだろう。


「アンナマリー。あなたは帝国の軍人。軍人としてなんとかできないの」


「そう。あたしはあくまで軍人だ」


　アンナマリーは片方の眉まゆを上げて、かすかに肩をすくめた。


「陸軍情報局所属で、命令系統外の兵士を動かす権限はない。そもそも、違い法ほう行こう為いを取り締しまる治安維い持じ騎き士し団だんとは何の関係もない。たとえあたしが通報したとしても、騎士団は動かない」


「暗黒流星団が治安維持騎士団に賄わい賂ろを渡わたしているから？」


「ずいぶんはっきり言うな、ドロシー。まあ、そのとおり──とも言えるし、そうじゃない、とも言える」


「もったいぶらないでちゃんと説明して」


「世の中には言いにくいこともあるんだ、お姫ひめ様」


「わたしはお姫様じゃない」


「……そうだな」


　アンナマリーは目を伏ふせて、軽く息をついた。亡国の王女をお姫様呼ばわりしたことを悔くいているのか。王女の祖国を滅ほろぼしたのは帝国で、アンナマリーは帝国軍人なのだ。


「やつらと繫つながってるのは、治安維持騎士団どころじゃない。もっと上だ」





　　　　†





　時はさかのぼる。


「シズ、今、何時？」


「一時十二分……」


　シズは支給品の懐かい中ちゆう時計を見て即そく座ざに答えた。月明かりも届かない路地にひそんでいるので、アンナマリーの目では時計の針を確かく認にんすることもできないが、シズは違う。猫ねこ並みとまではいかなくても、普通の人間よりはずっと夜目がきく。


「もうだいぶ落ちついたみたいだ」


　アンナマリーは目を凝こらして百メテルほど先の闇やみ酒場を見つめている。すこし前までならず者どもがそこらじゅうをうろついていたから、連中に見とがめられることなく監かん視しできるこの場所を確保するだけでも一苦労だった。


　あんな騒さわぎがあったあとだ。もちろん闇酒場は営業していない。出入りしているのは袖なしの上着を着た男たちだけだが、それもようやく絶えてきた。


「そろそろ、もっと近づいてみるか」


「王女はいいの……？」


「よくはない」


　アンナマリーは軽く首を横に振ふってみせた。シズはアンナマリーと違って、標的を小娘と呼ぶような品の悪さとは無む縁えんだ。


「でも、暗黒流星団。やつらのことが気になる」


「何が引っかかっているの……？」


「小娘はやつらにつかまってた。どうして？　しかも、小娘だけじゃない。あたしはちゃんと見た。ほかにも子供たちが何人も監かん禁きんされてたんだ」


「誘ゆう拐かい……？」


「身みの代しろ金きん目的じゃないな。身なりが貧しそうだった。浮ふ民みんだ」


「じゃあ……」


「たぶん、売り物だ」


　アンナマリーがそう言うと、シズは息をのんだ。シズなら、それだけでわかってくれるだろう。そんなふうに考えるのは甘えだろうか。アンナマリーは目を細めた。


「誰だれか出てきた」


　闇酒場だ。正面の出入口から、二人組が姿を現した。


　一人は小こ柄がらで、もう一人は背が高い。ただ、背の高い方は女だ。ジャック・ラヴローと愛芹か。背せ恰かつ好こうからしてそうとしか思えないが、二人ともえらく気どった服装をしている。見たままの印象でいえば、どこぞの御おん曹ぞう司しと付き添そいの淑しゆく女じよといったところだ。


　ジャックと愛芹は二人だけでどこかへ行くつもりらしい。


　あの二人がいなくなる。好機チヤンスか。


　いや、犬を連れていない。犬は中にいるということだ。それに、袖なしの数は決して少なくない。


「シズはここに残って。あたしはあの二人を追つける」


「一人でへいき……？」


「あたりまえでしょ。あたしを誰だと思ってる」


「アンナマリー・エコー……私の、たいせつな仲間。そして……だいじな、友だち」


「あたしはだいじょうぶ」


　アンナマリーはすこしだけ笑って、シズの絹みたいになめらかな頰ほおを撫なでた。


「シズこそ気をつけて。あたしみたいに、怪け我がしても治る身体からだじゃないんだから」


「はい……」


「行ってくる」


　アンナマリーは足音を忍しのばせてジャックと愛芹を追いかけた。二人は尾び行こうを警けい戒かいしている様子はまったくない。談だん笑しようしながら、散歩でもしているような足どりだ。真夜中だから奇き妙みようだが、もし今が昼間だったら、まさしく金持ちの子し弟ていとその母親か姉が連れ立ってそぞろ歩きしているようにしか見えないだろう。


「……ふざけたやつらだ」


　一方で恐おそろしくもある。あの二人を見て、凶きよう悪あくな犯罪者、しかも、広域犯罪組織の主要な構成員、いや、それどころか、その頭領と側近だと思う者は皆かい無むに近いはずだ。


　暗黒流星団。お決まりの各種密売を手広くやっている広域犯罪組織だということしか、アンナマリーは知らない。


　人身売買も密売といえば密売だが、半はん端ぱな犯罪組織は手を出したがらない分野だ。しくじって逮たい捕ほされれば懲ちよう役えき刑けいではすまない、死刑だし、物と違って人を運ぶのは面めん倒どうが多い。ただ、需じゆ要ようはある。確実に。リスクが大きいぶん供給が少ないから、えられる利益もそれなりに大きいはずだ。


　そんな危険な商売に手を染めている組織の長おさが、子供と見まごうあの男なのか。


　ちぐはぐさがなんとも不気味だ。


　ジャックと愛芹は、旧市街に足を踏ふみ入れてからも散策の体ていを崩くずさない。


　アラニス市のことは、標的の二人がくるまでの間にだいたい把は握あくしておいた。旧市街は歪黎ワイレー時代の面おも影かげがはっきりと残っている。このあたりは、現在、領王庁として利用されている旧平ピン陽ヤン館グン、かつて壬ジン虞グーの王族英イン家チアが所有していて、今は領王城となっている旧賦フー山サン荘ツアなどが建ちならぶ地域だ。


　二人は塀へいで囲われた広い庭付きの瀟しよう洒しやな館やかたへと近づいてゆく。門衛に止められたが、ジャックが何か言うとすんなり通された。


「……誰の館？」


　こうして眺ながめているだけではわからない。アンナマリーはいったん館を離はなれた。大きな通りを歩いていると、いた。二人組の兵士だ。巡じゆん回かい中だろう。国境から遠い領王国における軍人の主要な任務は、訓練と野盗の討とう伐ばつ、それから重要地区の警備だ。


　アンナマリーは背筋をのばして兵士たちに歩みよる。


　兵士たちはすぐに気づいて足を止め、小しよう銃じゆうに手をかけた。アンナマリーは軍服を着ているが、女の軍人はめったにいない。一いつ般ぱんの兵士は士官付きの妖よう精せいくらいしか見たことがないだろう。あやしまない方が、むしろおかしい。襟えり章しようを見ると、陸軍伍ご長ちようと二等兵か。


「ご苦労、伍長」


「……はあ」


　三十年配の伍長はいぶかしそうだが、若い二等兵は慌あわてて敬礼をした。遅おくれて伍長も眉まゆ尻じりに右手をあてて掌てのひらをこちらに見せる敬礼をしたので、アンナマリーは答礼しつつ微笑ほほえんでみせた。


「あたしは帝国陸軍情報局の者だ」


　アンナマリーは特務少しよう尉いの襟章をつけている。特務士官はその資格を持たない者が特別に登用されるので、同等の士官よりは下位に置かれるが、二等兵はもちろん、下士官の伍長とも格が違ちがう。


「任務で当地を訪おとずれているのだが、一つ教えてもらいたい」


「ハッ！」


　伍長は目だけ動かしてアンナマリーの襟章を確認すると、たちまち威い儀ぎを正した。鈍にぶそうな男だ。そのぶん御ぎよしやすいだろう。


「何でありましょうか！」


「あの館──」


　アンナマリーは、ここからでもまだぎりぎり見える例の館を指さした。


「誰が住んでいる？」


「グレドリン市長どのです！」


　聞いたこともない名だが、アラニス市はグント領王国の王都だ。その市長を任されているからには、そうとうな有力者なのだろう。


「ああ、グレドリン市長というと、あの高名な……？」


「はい！　ナルシス・バルテルミー・ラフレシア領王閣下の懐ふところ刀がたなで、領王庁でも副総理を務めておられる、あのフランシス・グレドリン市長どのであります！」


「そうか。わかった。ありがとう、伍長。協力、感謝する」


　アンナマリーは敬礼して、足早に兵士たちのもとを去った。


「……市長と繫がっているだと？　いや、へたをしたら、領王とも……ありえないとは言いきれないか」


　ナルシス・バルテルミー・ラフレシア。皇こう帝ていの従弟いとこにあたる皇族だが、若かりしころから酒、女、博奕ばくちがらみで醜しゆう聞ぶんの絶えないぼんくらだ。


　占せん領りよう地の支配強化を目的として建設される領王国の運営は、ただでさえ簡単じゃない。暗あん愚ぐな男には荷が重いだろうが、実務はどうせ官かん吏りが担当する。たいてい皇族から選任される領王たちの関心は、おおよそ別のところにあるというのが通説だ。


「領王は一代限り。その間にどれだけ私腹を肥やせるか、領王同士が競ってるなんて話も聞く。血筋しか取り柄えのないクズどもめ……」


　アンナマリーはグレドリン市長の館をさらに見張った。一時間くらいすると、ようやくジャックと愛芹が出てきた。


　二人はあっちへ行ったりこっちへ行ったりしながら闇酒場に戻もどった。尾行を察知されているのかとも思ったが、手を繫つないでみたり、二人で追いかけっこをしてみたり、じゃれあったりしていたので、どうもそういうわけではなさそうだ。


　アンナマリーは身体より精神的な疲ひ労ろうを引きずってシズと合流した。


「ただいま、シズ」


「おかえりなさい。だいじょうぶ……？」


「うん。でも、いろんな意味で、とんでもないやつらだ。市長か、もしかしたら領王とも通じてるかもしれない」


「そう……」


「あたしがいないあいだに、こっちにも動きがあったみたいだな」


　袖そでなしの上着を着た暗黒流星団のならず者どもが、闇酒場の一帯で活動を再開していた。裏口だけじゃない。さっきジャックと愛芹が入っていった正面の出入口からも、何かが運びこまれている。何か、じゃない。あれは人だろう。子供か。


「……どういうこと？」


「ほかにも、監禁場所があったのかも……」


「ここにかき集めてる？　なんで──もしかして、移動するつもり？」


「すごい数……きっと、百人以上……」


「無理やり連れて歩くわけにはいかないだろうし、どうやって……」


　そうこうしているうちに、三人の袖なしが荷車を引いてきた。荷車には樽たるが満まん載さいされている。どうやら闇やみ酒場の裏口へ向かうようだ。


「そうか」


　アンナマリーは右手の親指を軽く嚙かんだ。


「樽だ」


「樽……？」


「あの大きさの樽なら、子供二人か三人は押しこめる。樽詰づめにして、荷物として運ぶとしたら──」


「馬車か……貨物列車……」


「客車には公民章がないと乗れない。でも、荷物なら関係ないからな。貨物列車を利用するには輸送業者として認にん可かを受けないといけないし、荷物も検査されるはずだけど、領王と繫がっていれば、そんなものはどうとでもなる」


「助けるなら、急がないと……」


「ただ、な──」


　アンナマリーは親指を、今度はかなりきつく嚙んだ。それを見て、シズがかすかに眉まゆをひそめる。


「指、痛いから……」


「ごめん。癖くせなんだ。知ってるだろ」


　アンナマリーは手を引っこめて、ため息をついた。


「助けようにも、あの愛芹とかいう妖精は生半可じゃない。犬もいる」


「ペロ……強かった……ちょっとかわいかったけど……」


「かわいい？　あれが？」


「頭が三つもあって、かわいかった……」


「あたしにはよくわからない、シズのセンス……だいたい、凶きよう暴ぼうすぎだし、あれ……」


「そこも、かわいい……」


　シズは目を細めてどこか遠くを見た。あまり感情を表に出さないシズにしては、かなりうっとりしているといってもいい顔つきだ。


「まあ……」


　アンナマリーは眉根を上げて口をひん曲げた。できることなら、いつかシズにああいう犬を飼わせてやりたいが、なかなか難しいだろう。そもそも、あれは犬なのか。人間離ばなれならぬ犬離れしている。控ひかえめに言っても、ちょっとした怪物フリークスだ。


「ペロと愛芹だけならまだ、なんとかしようもあるけど、問題は──」


「銃じゆう……」


「うん」


「ほとんど全員、持っているみたい……たぶん、撃うち慣れてはいない……」


「だけど、銃じゆう撃げき戦せんになったら圧あつ倒とう的に不利だ。あたしだって、当たりどころが悪ければ、どうなるかわからないし。蜂はちの巣にされてもへいきってわけじゃない」


「私は、ふつうに死んじゃう……」


「数が違いすぎる。正せい攻こう法ほうでいったら、犬死にして終わりだ。何か手を打たないと──」





　　　　†





「──それで、僕に手を貸せって？」


　カルアは表情を動かさないように気をつけた。相手に手の内を見すかされたくない。


「ああ、そうだ」


　アンナマリーはカルアの目をのぞきこむようにじっと見つめている。


「去年の八月十七日に、我が隊のデミアン・エンジェル特務大尉と雛ひな菊ぎく少尉がおまえたちを発見した。以来、今日まで約十ヶ月。我々赤黒隊ノワルージユが失態を演じつづけてきたのは、魔法使い、おまえのせいだ」


「きみらが無能なだけなんじゃないの」


「言葉に気をつけろ、魔法使い」


「魔法は万ばん能のうじゃない。僕にできることはかぎられてる」


「あたしが魔法を知らないと思うなよ。赤黒隊ノワルージユに引き抜ぬかれる前、あたしは百十三連隊にいた。仲間には魔法使いもいたんだ」


「帝てい国こく陸軍第百十三連隊──悪名高い外道連隊イレギユラーズか」


「なんとでも言え。とにかくあたしは魔法をいくらか知ってる。おまえのように、準備らしい準備もしないで精せい霊れい魔法を使える術師なんて、そうはいない。それに、おまえはいつも手加減して、わざと魔法の威い力りよくを抑おさえてる」


　見破られていたのか。


　もしくは、鎌かまをかけているだけなのか。


　いずれにせよ、追っ手を殺すこともできない臆病者チキンだと思われるのはまずい。適当に受け流そうとしたら、ドロシーが口を挟はさんできた。


「カルアが加減していなかったら、あなたたち全員、今ごろ息をしていない」


「……ドロシー」


「何？」


「いや……いいんだけどね」


「まあ、たしかに、何人かは本当に墓の下で眠ねむる羽目になってたかもな」


　アンナマリーは自じ嘲ちよう気味に短く笑った。本気で言っているのか。判断がつかない。


「十四かそこらのガキに、毎度毎度いいようにあしらわれて、しかも手心を加えてもらってる。正直、屈くつ辱じよく以外の何物でもない」


「言っとくけど、僕は十六歳だ」


「そうなのか。もっと下だと思ってた」


「童顔で悪かったね」


「背も高くはないじゃないか」


「そこまで低くはないよ。百七十──くらいはあるし……」


「あ。カルアがさばを読んだ」


「なかったけど、百七十は！　この前測ったときは、ちょっと足りなかったけど！　僕よりも幼く見えるくせに、軍人なんかやってる人に言われたくないな！」


「そういえば、アンナマリーはわたしよりも小さい？」


「そ、そんなことはない」


「背せ伸のびをしている」


「してないっ」


「だって、踵かかとが浮ういているもの」


「ああ、あたしの身長は百五十四サンチちょうどだ！　悪いか！」


「悪いなんてわたしは言っていないし、思ってもいない」


「……本当に思ってなさそうな顔をしてるな」


「思っていないから。というか、アンナマリーは何歳？」


「あ？　あたしは──って、いいだろ、あたしの年なんかどうでも！　敵と馴なれあう趣しゆ味みはないんだ！」


「納なつ得とくいかないな」


　カルアはアンナマリーの瞳ひとみをまっすぐ見すえた。超再生者リジエネレーターほど稀き少しようじゃないが、紫むらさき色の目はめずらしい。


「馴れあいたくないその敵に、なんで助力を求めるような真似まねを？」


「さっき言わなかったか、魔法使い」


　アンナマリーは一つ息をついた。顔がわずかにこわばっているように見える。


「おまえの力が必要だからだ」


「僕の力を借りてまで、どうして子供たちを助けようとしてるのかって訊きいてるつもりなんだけどね」


「いけないか」


「さらわれた子供の大半が孤こ児じだってことは知ってるだろ。孤児を生んだのは帝国だよ」


　カルアは挑ちよう発はつ的に目を細めて顎あごをすこし上げた。


「あんたは帝国の軍人だ。自作自演とまでは言わないけどさ。おかしいだろ。矛む盾じゆんしてるよ。命令に従って動く軍人の行動とも思えないしね」


「だけど、カルア──」


「ドロシーは黙だまってて。僕はアンナマリー・エコー特務少しよう尉いに尋たずねてるんだ」


　アンナマリーは唇くちびるをぎゅっと引き結んだ。迷っているのだろう。カルアを見返す視線がわずかに揺ゆれている。


「理由は」


　でも、逡しゆん巡じゆんは長くなかった。


「あたしも、売られた身だからだ。もっとも、あたしの場合、物心がついたころにはもう、糞くそ鬼き畜ちく野や郎ろうの所有物だった」


　ドロシーが息をのんでカルアの袖をつかんだ。


　アンナマリーはやけに低い、感情を抑えた声でつづける。


「あたしは異能者ヘテロ──超再生者リジエネレーターで、この体質は生まれつきだ。きっと、実の両親はそれを気味悪がって、あたしを捨てるか人買いに売るかしたんだろう。そこそこいい値がついたはずだ。どんなにいたぶっても勝手に直る玩具おもちやなんて、めったにないから」


「人間は玩具じゃない」


「そうだな、ドロシー。あたしもそう思う。ただ、世の中には違ちがう意見のやつもいる。実際、あたしは人間扱あつかいされなかった。この力のせいで。ただ、皮肉なことに──」


　アンナマリーは目を伏ふせて、かすかな苦笑いを浮かべた。


「あたしを救ってくれたのも、この力だったんだ」


「力が……あなたを？」


「ああ。だって、あたしが超再生者リジエネレーターじゃなければ、百十三連隊にスカウトされることはなかったし、シズのような仲間にも出会えなかったわけだからな」


「百十三連隊か」


　カルアは眉をひそめた。百十三連隊は、帝国が南征と称しようしたレベルデッド魔王国との戦争でも、多くの兵員、そして非ひ戦せん闘とう員を殺害したとされる。敵にも味方にも忌いみ嫌われている冷れい酷こく非情な部隊だという評判を、戦場経験のないカルアでさえ耳にしていた。


「百十三連隊が人にどう思われてるか、あたしだって知らないわけじゃない」


　アンナマリーの声がちょっと硬かたくなった。


「でも、あたしにとっては、かけがえのない居場所だった。異能者ヘテロのあたしに生きる意味と絆きずなをくれた。運がよかったんだ、あたしは。売られた人間の末路は、たいてい哀あわれだ」


「さらわれた子供たちを、そんな目に遭あわせたくないってこと？」


「おかしいか。おかしければ、笑え」


「いや……」


　カルアは頭かぶりを振ふった。こんなことは知りたくなかった。たぶん、知るべきじゃなかった。そんなふうに思えてしかたない。


「おかしくはないよ」


「うん。ちっともおかしくない」


　ドロシーは力強くうなずいて、両の拳こぶしを握にぎりしめた。


「わたしはそういう経験をしていないから、アンナマリーの気持ちがわかるとは言えないけど、とてもひどいことだと思う。人間を売り買いする。そんなことする人たちはぜったいに許せない。わたしはあの子たちを助けたい。助けないと！」


「あ……」


　カルアは額を押さえた。


「言っちゃった……」


　アンナマリーがにやりと笑う。


「どうやら、あたしたちは利害が一いつ致ちしてるみたいだな」


「あくまでこのことに関しては、だけど。……あれ。どうしたの、カルア」


「……いや、結果的にどうなるにしても、取引とか交こう渉しようっていうものがね……やっぱり、できるだけ相手から譲じよう歩ほを引きださないとさ……もう遅おそいけど……」


「もしかしてわたしのせい？」


「ううん、そんなことないよ……僕が悪いんだよ……ちゃんと先回りして、注意しておかなかったわけだし……予想がつきそうなことなのに……当然、しとかなきゃいけなかったのに……僕が迂う闊かつだったんだ……何もかもぜんぶ、僕のせいなんだ……」


「何か落ちこんでいない？　だいじょうぶ？」
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「それなりにね……なんとかね……」


「まあ、そう気を落とすな、魔法使い」


「うるさいって。敵に慰なぐさめられたくないよ」


「頼たのんでるのは一応、こっちだ。条件は出す」


「一応ではないよね？」


「細かいことを気にするやつだな。女に嫌われるぞ」


「いいよ、べつに。僕は人間全ぜん般ぱん嫌いだし」


「細かくて、そのうえめんどくさい男なのか。最悪だな」


「はいはい、最悪最悪。以後、僕のことは最低最悪の男だと思ってくれていいから。是ぜ非ひそうして。それで？　条件って？」


「手助けしてくれるなら、この件が片づくまで、あたしとシズは任務を忘れる。おまえたちに手を出さない」


「そんなの条件でもなんでもないよね。あたりまえのことじゃないか」


「じゃあ、こうしよう。手助けしてくれるなら、おまえたちがこのアラニス市にいるあいだ、あたしとシズは任務を忘れる」


　アンナマリーは表情を引き締しめて、軍人らしい顔つきになった。


「これ以上はゆずれない。魔法使い、おまえの協力がえられなければ、子供たちの救出は不可能だと考えている。あたしはあきらめて、今までどおりおまえたちを追う」


「カルア」


　ドロシーがカルアの袖そでを、くい、くい、と引っぱった。


「最初に断っておくけど」


　カルアはアンナマリーをにらみつけた。


　果たして、これは事態が好転したと見なすべきなのかどうか。なかなか難しいところだが、アンナマリーとシズは使える。使える手て駒ごまが増えれば、選せん択たくの幅はばは間違いなく広まるのだ。


「僕はあんたのことを信じない。あんたの指図には従わない。あんたは敵だ。どんな状じよう況きようでも、それは変わらない」


「返事は？」


「手を貸してやる」


「交渉成立だな」


　アンナマリーは、ふう、と息をついて肩かたの力を抜ぬいた。


「……よかった」


「そんなふうに、地味にかなり緊きん張ちようしてたから、思わずほっと胸を撫なで下ろしてしまいました、みたいなふりをしてみせたりしても無む駄だだから」


「カルア。今のはふりじゃない」


「そんなこと、どうしてドロシーにわかるのさ」


「しっかり見ていればそういうことはちゃんとわかる」


「今のはふりだけどな」


「え……」


「──ってことにしておく」


「どっちなの！」


「さあな」


「うー……」


「どっちだっていいよ。なんにしても、敵だってことは変わらないんだから」


　カルアは癖くせのある髪かみを引っかきまわした。


「で、どうするのさ。もう一人──シズ・ブラッドベリだったよね。あの人は暗黒流星団を見張ってるんだろ」


「ああ。交渉事は、シズには向かないからな。あたしも得意じゃないが」


「まずは暗黒流星団の動向をうかがって、それからだね。作戦を立てて──」


「あの！」


　声を聞いて振り向くと、すこし離はなれた小屋の陰かげからメイリーが進みでてきた。


「話、途と中ちゆうから……だと思うんですけど、立ち聞きしてしまいました。ごめんなさい」


　アンナマリーはうろんな目でメイリーを見た。


「何者だ」


「ここの住民だよ」


　カルアは舌打ちをしそうになって、こらえた。いつから隠かくれていたのか。目の前のアンナマリーに意識を集中していて、まったく気づかなかった。本当に迂闊だ。


「さらわれた子供たちを捜さがしてたんだ。最初は一人でね」


「あの……」


　メイリーはカルアとドロシーを一いち瞥べつして、それからアンナマリーに視線を向けた。


「あたしも手伝わせてほしいんです」


「なんだと？」


「あたしはここで生まれ育ったし、土地鑑かんがあります。何かできることがあると思うんです。どんなことでもいいので、やらせてください！」


「や、メイリーさん、ほんとに危ないから──」


「カルアの言うとおり。あの人たちは鉄てつ砲ぽうも持っている。怪け我がをするくらいじゃすまないかもしれない」


「邪じや魔まはしませんから！　どうか……！」


「ふむ」


　アンナマリーは腕うで組ぐみをして顎あごをさわった。


「土地の者なら、見張りくらいには使えるか」


「はい！　テッサンたちも、頼めば手伝ってくれるはずです！　すくなくとも、あなたがたよりは、あたしたちの方が目立たないと思いますし！」


「あー……」


　カルアはアンナマリーの全身をざっと見た。


「たしかに、その恰かつ好こうは目立つね」


「あたしは軍人なんだ。しょうがないだろうがっ」


「任務のことは忘れるんじゃなかった？」


「そ、それとこれとは話が別だ」


「でも、服くらいは着き替がえた方がいい」


　ドロシーは胸を叩たたいた。ふとその胸に目を落とす。それからメイリーの胸をちらっと見て、ぶるるっと首を振った。何やってるんだか。


「わたしがアンナマリーに似合う服を選んであげる」


「ばっ。じょ、冗じよう談だんじゃないっ。服くらい自分で──いや、そういう問題じゃなくてだな、軍人だってことを生かせる場面もある……かもしれないわけだし……」


「あんたの場合、普ふ通つうの服装をしたら、そのへんにいる女の子と変わらないだろ。そっちの方が何かと便利だと思うけどね」


「うん。わたしもそう思う。だからアンナマリー、着替えを」


「するかぁぁぁぁぁぁぁぁーっ！」












４章　僕がここにいるその理由わけをいつもきみが気づかせてくれた






帝暦三七八九年六月十日　グント領王国王都アラニス市










　開け放した跳はね上げ式の木窓から、すらりとした髪の長い少女が外の通りを見おろしている。


　少女は見るからに東方系じゃない。それでいて、立ち襟えりで丈たけの長い衣服を着ている。


　あの服はチェイパオといって、東方全域で一いつ般ぱん的な女性の装しよう束ぞくだ。身体からだに沿った細身の仕立てだが、側面に深いスリットが入っているから、動きづらくはないらしい。中にズボンを穿はくことも多いようだ。でも、少女はチェイパオしか身につけていないので、のびやかな脚あしがスリットから大だい胆たんにのぞいている。


　少女が振ふり向いた。


「……じろじろ見るのはやめろ」


「見てないよ」


　反論しながら、カルアは顔をそむけた。


「明らかに見てただろうが」


「気のせいじゃない？」


「うん。見ていない」


　ドロシーはそう言いつつ、少女をじっと見つめている。


「おまえらな……」


　少女は舌打ちをして、また窓の外に目を向けた。


　この狭せま苦くるしい部屋がある弾だん痕こんだらけの古びた建物は、例の闇やみ酒場のはす向かいに位置している。部屋にはくたびれた浮ふ民みんが住みついていたが、金をやって数日のあいだ貸してもらうことで話がついた。窓から闇酒場とその周辺を見み渡わたせる好物件だ。


「すこし黙だまってろ。見張りをかわるつもりもないんだったら、邪魔するな」


「邪魔なんかしてないと思うんだけどね」


「存在が邪魔だ」


「その服」


　邪魔といえば、あの少女にしか見えない女軍人には今までさんざん邪魔されてきたせいだろうか。からかいたくてしょうがない。からかっておかないと損だとさえ思う。


「なんでも、メイリーさんが十一歳のときまで着てたやつらしいよ」


「……何が言いたいんだ、魔法使い」


「いや、べつに何も？」


「あいにくだけどな」


　まるで少女のようなアンナマリーは、ふん、と鼻を鳴らした。


「あたしはこの身体を卑ひ下げしてはいない。小さいなら小さいなりに生かしようがある。利点もあるんだ」


「利点」


　ドロシーは、こくっ、とうなずいた。


「かわいい。帝国軍の服よりもその方がずっと似合っている。かわいい」


「あまり調子に乗るなよ、小こ娘むすめ？」


　アンナマリーにギロリとにらまれても、ドロシーはちっとも怯ひるまない。


「調子になんか乗っていない。わたしはただ褒ほめているだけ。アンナマリーはかわいいのがいや？」


「……アホか。あたしは軍人だ。かわいいとか、かわいくないとか……」


「軍人はかわいくない方がいい？」


「かわいかろうが、かわいくなかろうが、関係ないって言ってるんだ」


「それじゃ、かわいくてもいいと思う」


「……おい、魔法使い。この小娘、ものすごくうざったいぞ。どうにかしろ」


「僕は子供たちを助けだすのには手を貸すけど、それ以外のことをする気はない。そもそも、あんたの指図には従わないって言わなかった？」


「杓しやく子し定規ないやがらせだなっ」


「そうなの。カルアはこう見えて、けっこういじわる虫」


「こう見えてっていうか、いかにも底意地が悪そうな顔をしてるじゃないか」


「そ、そんなことはない。底意地までは悪くなくて、たまにちょっといじわるなだけ」


「違ちがうな。底意地が悪いから、たまに地が出て意地悪なことをするんだ」


「どっちでもいいよもう……」


　カルアはため息をついて、床ゆかに置いてあるランプに目をやった。部屋は三階だが、窓を開けて外を見張っているから、念のためランプに覆おおいをかけて、明かりを抑おさえている。


　時刻はとうに二十三時を回った。子供たちの搬入は一時間以上前に絶えて、樽たるを載のせた荷車はこれまで合計五台、闇酒場の裏口に入っていった。


　メイリーとテッサン、ウーロンとユンは、この建物からすこし離はなれた場所で張り番をしている。アンナマリーの相棒も今は建物の外だ。


「ん……」


　カルアは顔をしかめた。またこの感覚か。頭の裏側を何かが刺さしているみたいな。


　たぶん、勘かんが冴さえているのだ。これはいい兆候だろう。


　魔法使いにとって、勘、いわゆる第六感は、偶ぐう発はつ的に働くものじゃない。集中力を極限まで高めれば、第六感が常に機能しつづける極限状態に到とう達たつできる。カルアはまだ一度しか経験していないが、超ちよう一流の魔法使いともなると、いつでもその領域ゾーンに足を踏ふみ入れることができるのだという。


　それから数秒後、何者かが階段を上がってくる音が聞こえてきた。


「あっ……」


　ドロシーが何か言いかけた。カルアは「しっ」と唇くちびるに指をあててドロシーを黙らせ、足音を忍しのばせて扉とびらに近づいてゆく。


「だいじょうぶだ」


　アンナマリーが顔を半分だけ振り返らせた。


「足音でわかる。シズだ」


　やがて足音は扉の向こうで止まり、声がした。


「こん、こん……」


「……口に出して言わないで、普通にノックすればいいと思うんだけど」


「シズはそういうやつなんだ」


「どういうやつだよ……」


「入れ、シズ」


「はい……」


　扉を開けて、シズが部屋に入ってきた。


　シズもアンナマリーと同じで、いつもの軍服姿じゃない。メイリーの服を着ているのだが、シズは背が高いので丈が短い。それに、いろいろな部分がだいぶ窮きゆう屈くつそうだ。


　とりわけ胸のあたりは今にもはち切れそうで、凝ぎよう視しすると見てはいけないものを見てしまったような気がしてくる。カルアは慌あわてて目をそむけた。


「カルア……」


　ドロシーの青い瞳ひとみに冷たい光がたたえられている。


「……な、何？　なんだよ。どうかした？」


「わたしはどうもしない。どうかしているのは、わたしじゃなくてカルア」


　ドロシーはシズの前に立ちふさがった。悪の手先からシズを守ろうとしている。そんな体勢だ。その悪の手先とは誰だれなのか。ひょっとして、カルアか。


「シズりん、あまりカルアに近づかない方がいい。シズりんのためにもその方が」


「私のため……？」


「ていうかな」


　アンナマリーはいやそうな顔をしてため息をついた。


「そのシズりんって呼び方はどうにかならないのか」


「だって、シズだけだとすこし呼びづらい。シズりんだといいかんじ」


「いいかんじ……」


　シズは小首をかしげてまばたきをした。常に冷静沈ちん着ちやくで油断できない敵という印象を受けていたが、意外とぼうっとしている。


「どういうふうに……？」


「ええと、まず呼びやすい。それから、親しみやすいかんじがする」


「親しみやすい……シズりん……」


　シズはちらっとアンナマリーを見た。


「な、なんだ」


　アンナマリーの顔が引きつった。あからさまに動どう揺ようしている。


「あ、あたしは呼ばないからな。そんな、シズりんなんて、こっぱずかしい……」


「もう言っちゃってるじゃないか」


「うるさいぞ、魔法使い！　ただ言うのと呼びかけるのとは違うっ。恥はずかしさの度合いが、天と地ほども……」


「私はただ、一度、アンナマリーに呼んでみてほしかった……それだけなのに……」


「あ、ああぁぁぁあとで！　あとでなら──ここじゃ……だめだ。ほかに人がいるし……二人っきりのときなら、まあ……」


「本当に……？」


「あたしがおまえにうそをつくわけないだろ」


「はい……」


「よかったね、シズりん」


「よかった……」


　シズがうなずくさまは、なんだかまるで幼い子供のようだ。


　たとえ女だろうと所しよ詮せんは軍人、それ以上でもそれ以下でもないと思ってきたが、こうして間近に接すると、さまざまな面が見えてくる。あんな身体からだをしているくせに子供みたいなところがあるなんて、想像だにしていなかった。


　まったく、とんでもない身体つきだよ。カルアは頭かぶりを振ふる。


「いやいやいや……」


「カルア。もしかしてまた」


「ま、またって？　また……なんだよ？」


「そんなに大きな胸が好きなら、いっそのこと大きな胸と結けつ婚こんしてしまえばいい」


「したくてもできないだろ、そんなこと……」


「できたらするつもり満々だということはこれではっきりした。ご結婚おめでとうございます」


「しないし、したくないよ、べつにっ」


「ほう。魔法使いは巨きよ乳にゆう好きか」


　アンナマリーは薄うす笑わらいを浮うかべた。魔法使いは巨乳好き。語ご呂ろがよすぎてこわい。


「あんなもの、結局は脂し肪ぼうのかたまりにすぎないのに、何がいいのやら。さっぱりわからないが、えてして男ってのはそういうものだよな」


「アンナマリーにも一応ある……」


「ないっ。あたしはなくていいんだ。いらないんだから」


「かわいいのに……」


「か、かわいいだと？　何が」


「小さくて、かわいい……」


「シズ、おまえ、いくらなんでも……いいけどな、シズだし……」


「大きいと、邪じや魔までしかない……」


　シズはいきなり服を脱ぬぎはじめた──って、え……？　え？　え……？


「この服、すごくきつい……動きづらいから、やっぱり着き替がえる……」


「お、おおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉい、シズ、だめだ、ここで着替えたら──」


「うぁっ……」


「カルア、見ちゃだめ！」


　ドロシーに両手で目をふさがれた。闇やみだ。真っ暗闇。光。光が欲しい。そうはいっても、ドロシーの手を引き剝はがすわけにもいかない。それはさすがに自分に正直すぎる。いや、そうじゃなくて、とにかくまずい。


「……う、わぁ……お、大きい……信じられない……まさしく本物……あ、腕うで……」


「あの、ドロシー？　そういうことつぶやかないでくれる……？」


「見たいんでしょう」


「見たくないよ。見たいわけないだろ。何言ってるんだよ。意味がわからないよ。ていうか、見張らないと。ドロシー、ちょっと手をどけて？　窓から外を見張らないとさ」


「そうやって見ようとしているでしょう」


「違うって。ほんとに違うから。アンナマリー、ちゃんと見張ってる？　あ、それ以前に、シズが戻もどってきたんだから、交代しなきゃいけないだろ。アンナマリーは外に──」


「待て、今、外で動きが」


「え」


　カルアはドロシーの手を振りほどいた。はからずもシズがまだ着替え中で、しどけないというかあられもないというか、目の毒にもほどがある姿を目もく撃げきしてしまって、全身の血が一気に逆流した。身体中の穴という穴から噴ふきだしそうだ。いけない。眩暈めまいが。


「──おぅ……っ……」


「もうカルアのバカっ。えっち、えろえろすけべ男っ。シズりん、早く服を着て！」


「ボタンをとめないと……あ、かけ違い……」


「大きな荷車が裏口の方から出てきた」


　アンナマリーは声をひそめた。鋭するどい声こわ音ねで、さっきまでとは別人みたいだ。もっとも、服装が服装なので、やっぱり軍人には見えない。


「あれは──今まで入っていった荷車とは違うな。かなり大きい」


「大きな、荷車……」


　カルアはできるだけシズを見ないようにして、アンナマリーを押しのけた。木窓から外をのぞくと、大きな荷車が目に入った。六人もの袖そでなしたちに引かれて、通りを移動している。


　間ま違ちがいない。あの荷車だ。はっきりと覚えている。なぜか妙みように引っかかった。それで記き憶おくに残っていたのだ。


「ドロシーを助けだしたとき、倉庫の中にあった荷車だ。載のせてある荷物は樽たるじゃなさそうだけど、いったい何が──」


　誰かが階段をばたばたと駆かけ上がってくる音がした。頭の裏側をちりちり刺すようなあの感覚はなかった。勘の冴え具合はまだまだということか。シズとは違って、その誰かは扉をノックした。


「あの、あたしです。店から荷車が出てきたんですけど……」


　メイリーだ。アンナマリーが扉を開けた。


「おまえ以外のガキは？」


「テッサンも、ウーロンも、ユンも、持ち場から離はなれていません」


「それでいい。おまえも戻れ。やつらに見つかるなよ。あたしたちもそのうち下りる」


「わかりました」


　メイリーはうなずいて、カルアの方に視線を投げてよこした。すぐに踵きびすを返して階段を下りてゆく。なぜ彼女はこっちを見たのか。考えないことにした。どうだっていい。


「案の定、運びだしはじめたな」


　アンナマリーは扉とびらを閉めて振り返った。腕組みをして、人差し指で二の腕を叩たたく。


「問題は馬車を使うのか、貨物列車か、だけど──今、時間は……」


　シズが懐かい中ちゆう時計をとりだした。蓋ふた付きで頑がん丈じようそうな銀時計だ。軍の支給品だろうか。


「もうすぐ、零れい時じ。日付が変わる……時計が、くるっていなければ……」


「アラニス駅から貨物列車が出るのは、早朝四時半だ。ここから駅まではそう遠くない。荷物の積みこみをするには、ちょうどいいくらいの時間だな」


「わたしも見る」


　ドロシーがカルアを肩かたで押して、木窓に顔を寄せた。木窓は人間二人が肩を並べたほどの幅はばはない。下開きの滑すべり出し式だし、二人で外を見ようとしたら、どうしても身体がふれあうことになる。吐と息いきを感じるような距きよ離りだ。


「……いや、ドロシー、狭せまいから」


「わたしも見たい」


「じゃあせめて、もうちょっと離れてくれない？」


「カルアが離れればいい」


「これ以上、横にずれたら見えなくなるんだよ」


「だったら我が慢まんして」


「何をやってるんだ、おまえらは……」


　アンナマリーに呆あきれられてもしょうがないかなという気もちょっとする。


「み、見てるからね？　外はちゃんと。あ。次の荷車が。今度の荷物はきっと樽だ。敵の数もかぞえておかないと。さっきのは六人で……」


「今回は三人」ドロシーは指を三本立ててみせた。


「とりあえず合計九人か」


　アンナマリーは短く息をついた。


「荷車はあと四台出てくるはずだ。一台につき三人としても、これだけで二十人を超こえる。ただ、ジャック・ラヴローと妖よう精せい、それから犬は別べつ勘かん定じようだな」


「犬じゃなくて、ペロ……」


「……わかった、シズ。あたしが悪かった。ペロだな。妖精とペロは戦力的に別格だし、ジャックは何を措おいても狙ねらうべき標的だ。犯罪組織はたいがい強固な主従関係で結びついてるからな。やつをやれば、連中はかならず崩くずれる」


「でも、樽に入れられてる子供たちの安全は、確保しなきゃいけない」


「そうだ、魔法使い。タイミングが重要になってくる。でも、チャンスはあるはずだ。なくても見つける。見つけられなかったら、作ればいい」


　アンナマリーは扉を開けた。


「あたしは先に下りる。おまえたちは荷車がぜんぶ出てからこい」


「はい……」


「了りよう解かい」


「うん」


　ドロシーは返事をする間も外を見つづけていた。しっかり仕事をしているつもりなのだろう。一生懸けん命めいなのは認める。


「でもね……」


「何？」


「いや、なんでもないよ。出てきたね。三台目の荷車。あと三台か。敵の数は四人」


「今、何か言おうとしてやめた。そういうのはとても気になる」


「だから、なんでもないって。あ。もう次がきた。四台目だ。敵は……四人かな。これで十七人」


「カルアはもっとわたしを信用してくれてもいいと思う。わたしだって、とっくに一人前だもの」


「一人前？」


　カルアはついドロシーの顔をまじまじと見てしまった。それから、なんとなく胸むな元もとのあたりも。もちろん、とくに意味はない。


「……どこが？」


「そこは関係ない」


　ドロシーは胸元を押さえて頰ほおをふくらませた。カルアも正直、そこは関係ないと思う。無意識のこととはいえ、いくらなんでもこれは反省するべきだろう。


「……ごめん。そういうつもりはなかったんだけど。ていうか、見ようと思って見たわけじゃなくて、ただなんとなく……」


　ドロシーはまた窓の外に視線を向けた。頰の中にためた息をのみこみかけてやめ、口をすこし開けて、ふう、と吐はきだす。同じ過あやまちはくりかえさない、というわけか。学習していることは間違いないようだ。


「あ。五台目が出てきた。四人。これで二十一人。そのあとからもぞろぞろと」


「……ほんとだ。六台目もきそうだな。その前に、あれは──」


　カルアは目を細めた。暗がりの中でもすぐにそれとわかる。


「ジャック・ラヴロー。それから、愛芹。ペロも」


「ペロ……」


　いきなりシズが突とつ進しんしてきた。カルアの背中に覆おおいかぶさるようにして、窓から顔を突つきだす。それはいいんだけど。


「ペロ……」


「ちょっ、あっ、ちょ、し、シズ、あの……」


　なんだこれは。いったい何がどうなって。後頭部から側頭部、耳のあたりまで、ほぼうずもれてしまっている。やわらかいのか。硬かたくはない。それだけはたしかだ。とにかくすごい。すさまじい圧力だ。頭がおかしくなりそうだ。


「ペロ……かわいい……」


「う、ぁ……ぅ……っ……」


「し、シズりん、胸がカルアにむぎゅうとなっているから！　たいへんなことになってしまっているから！」
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「ペロ……いっちゃう……」


「どいてシズりん、どかないとカルアが──う、動かないっ」


「……ペロ、いっちゃった……」


　やっとシズが自主的に離れてくれた。


　カルアは深々と息をついた。もうちょっとで白目を剝むいてしまうところだった。


「……しぬかとおもった……」


「そんなことを言って、じつは思うぞんぶん堪たん能のうしたくせに」


「し、してないよ。できないって。できるわけないよ。そんな余よ裕ゆうなかったから。お。きたね。六台目の荷車。多いな、敵の数……四十人以上だ。僕が数えられただけでも、四十三人か」


「むぎゅうとなっていたあいだもちゃんと数えていたの？」


「ドロシーは数えてなかったの？」


「……か、数えていた。これは本当。わたしも四十三人……だと思う。たぶん」


「それじゃあ、同じだね。もう出てこないかな。こないね」


　カルアたちはランプを消して部屋をあとにした。階段を下りて建物の外に出ると、誰だれか近づいてきた。敵じゃない。メイリーと、長身のユンだ。


「もう酒場は空っぽみたいです」


「アンナマリーは？」


「すこし先の、テッサンとウーロンの持ち場に」


「行こう」


　念を入れて、裏道を通ってテッサンとウーロンの持ち場へと向かった。といっても、すぐそこだ。物の数分も行くと、アンナマリーが手をあげてここだと合図していた。


「あいつら、そこの道、あっちに向かってるよ。行き先、たぶん駅ね」


　ウーロンはせわしなく通りをうかがっている。


　一方のテッサンは、だいぶ興奮しているようだ。


「駅なら俺が道、知ってる。先回りできる」


「じゃあ、案内しろ」


　アンナマリーの物言いは冷ややかだ。そんな言い方をされたら、テッサンみたいな男は反発するに決まっている。


「あんたはいちいち偉えらそうだ。頭にくる」


「そうか。文句があるなら失うせろ。こっちはべつに困らない」


「ふざけるな！」


　テッサンはアンナマリーに詰つめよろうとした。身の程ほど知らずな。あるいは、止めてもらいたかったのか。もしそうだとしたら、狙いどおりの展開になった。


「テッサン、やめて！」


　メイリーがすがりつくようにしてテッサンを制止した。


「急がないと。早く案内を」


「……わかったよ！」


　テッサンは舌打ちをして、しぶしぶ引き下がるふりをした。あれはふりだとカルアは思う。メイリーにすがりつかれて、むしろうれしかったに違ちがいない。その証しよう拠こに、道案内を始めたテッサンの足どりが妙みように軽くて、笑ってしまう。


「……いいじゃないか、楽しそうでさ」


「カルア、何か言った？」


「空耳だと思うよ、ドロシー」


　カルアは駆かけ足でテッサンの背中を追いながら、左肩を押さえた。痛みはない。ないと思えば自分をごまかせる程度だ。


　道が広くなってきている。左右の建物も大半が新しい。強ごう奪だつするか、さもなくば破は壊かいして作りなおす。この街は帝てい国こくの流りゆう儀ぎを体現している。


　なぜ帝国はそこまでして強奪し、我が物としようとするのか。それが人間の性さがだからか。そうなのかもしれない。


　帝国の民たみも軍人も、皇帝さえも、結局は人間だ。アンナマリーやシズにしても、理解しがたい部分はあるにせよ、共感しうるところもある。大同小異。同じ人間だ。帝国も人間の集団なのだ。


　人間が人間を虐しいたげる。人間が人間から奪うばう。人間が人間を殺す。


　それでいて、人間は人間を愛する。人間が人間を守る。人間が人間を救おうとする。


「理解に苦しむよ、まったく……」


　つぶやいて、足をゆるめた。


　テッサンが立ち止まって前方を指さした。


「ここから倉庫街、その先が停車場だ」


「路地を通って、停車場が見える場所まで行こう」


　アンナマリーがテッサンを追い抜ぬいて先頭に立った。


　倉庫街の朝はずいぶん早いようで、いくらかひとけがある。荷物の出し入れや運うん搬ぱん作業も、一部ではすでに始まっているようだ。


　アンナマリー以下カルアたちは、煉れん瓦が造りの倉庫と倉庫のあいだの真っ暗な細い路地を進んでゆく。


　五分ほども歩くと、停車場が見えてきた。


　あちこちにガス灯が設置されているので、けっこう明るい。南北方向に線路が三本敷しかれていて、その向こうに真新しいアラニス駅の駅舎がある。


　真ん中と奥の線路には列車が停とまっている。奥は旅りよ客かく列車で、手前側が貨物列車だ。


　停車場の南なん端たんにある円えん筒とう形の建物は、治安維い持じ騎き士し団だんの派出所だろう。派出所には数名の騎士が配置されているはずだが、外に出ているのは一人だけか。


　貨物列車は十両編成だ。その周りで男たちが立ち働いている。


　街中からさまざまな荷物が人力や荷馬車、荷車で運ばれてきて、それらが順次、貨車に積みこまれてゆくのだ。


　もっとも、今は積みこむ前の段階らしい。貨車の扉とびらは閉まっていて、線路脇わきに荷物が山と積まれつつある。


「きたな。連中だ」


　アンナマリーが顎あごをしゃくって南の方を示した。


　あの大きな荷車だ。貨物列車に近づいてゆく。後ろから三両目──八両目にあたる貨車の前で停まった。そのあたりにはまだ一つも荷物が置かれていないし、作業員の姿もない。ほかの荷車もやってきた。


「どうだ。できただろ。先回り」


　テッサンは誇ほこらしげに顔をほころばせた。突っぱってみせているが、無む邪じや気きな男なのだろう。


「そうだな。ご苦労だった」


　アンナマリーはメイリー、テッサン、ウーロン、ユンの顔にざっと視線を走らせた。まるで、たまたまそこにあった物を何気なく見るような眼まな差ざしだ。


「おまえたちはもういい。お役御ご免めんだ。まだ朝早い。家に帰って一ひと眠ねむりしろ」


「そんな──」


　メイリーが絶句して、テッサンはいきりたった。


「こ、ここまできて、それはないだろ」


「でも、危ないよ」


　ウーロンは怯おびえているようでも、落ちついているようでもある。おそらく、落ちついているからこそ、恐おそれるべきことを恐れているのだ。


「ボクたちにできること、もうあんまりないね。邪じや魔まになるだけよ」


「俺も、そう思う」


「ウーロン、ユン、おまえらまで……」


　テッサンは倉庫の外がい壁へきを蹴けりつけた。


「畜生チユシヤン！　俺だって、子供たちは助けたい。さらわれた中に、知ってるやつもいるんだ。だけど、メイリーが危険だと思った。だから、反対だった。でも、今は……」


「気持ちだけじゃ、どうにもならないことはあるよ」


　カルアはあえて淡たん々たんとした口調で告げた。べつに煽あおりたいわけじゃないが、言葉を飾かざってもしかたない。


「悪いけど、きみたちは足手まといになる。怪け我がしたくないだろ。それだけじゃすまないかもしれないしさ」


「最初から、追い返すつもりだったな」


　テッサンはカルアをにらみつけた。すくなくともアンナマリーはそのつもりだったのだろう。それは彼女なりの気き遣づかいだと思うが、何を言ってもどうせ無む駄だだ。


「近道を教えてくれて助かったよ。あとは僕らに任せて。うまくいくかどうかはわからないけど、最大限の努力はする」


「俺は認めないからな！」


　テッサンはもう一度、今度は地面を蹴ってから踵きびすを返した。肩かたを怒いからせて遠ざかってゆく後ろ姿は、いっそ痛々しい。


「気をつけて」


　ウーロンはドロシーに短く声をかけてテッサンを追いかけた。


　まだぐずぐずしているメイリーの背中を、ユンがそっと押した。


「行こう、メイリー」


「……うん。あの、皆みなさん、どうか……よろしくお願いします」


「がんばるから」


　ドロシーは力強くうなずいてみせた。まあ当然、ドロシーにも危ないことはさせないつもりなんだけど。あとできっちり言い聞かせないといけない。


　メイリーとユンが行ってしまうと、アンナマリーは停車場に目を戻もどして小さくため息をついた。まずは一安心といったところか。


　カルアも正直、ほっとした。


　メイリー、テッサン、ウーロン、ユン。あの四人も帝国の侵しん略りやくで多くを失ったはずだ。浮ふ民みんとしての暮らしも楽ではないだろう。でも、だからこそ、こんな厄やつ介かい事にはできるだけかかわらない方がいい。脅おどしでもなんでもなく、本当に怪我ではすまないかもしれないのだ。


　停車場では、七両目と八両目の貨車の横に、暗黒流星団の荷車がつぎつぎと横付けされている。


　袖そでなしたちが荷車から樽たるを降ろしはじめた。たまに樽を叩たたいたり足あし蹴げにしたりしているのは、中の子供が騒さわいでいるのか。静かにしろと叱しかりつけているのかもしれない。


　しばらくすると、鉄道員の制服を着た髭ひげ面づらの男が駅舎の方から歩いてきた。


　鉄道員が貨車の扉を開けてゆく。荷積みが始まって、にわかに停車場が活気づいた。


　派出所から剣けんを提さげた騎士が一人出てきたが、もしかして、と思うのも馬ば鹿からしい。騎士はそのへんを五分ほどぶらついただけで派出所に戻り、今はもともと外に立っていた別の騎士と談だん笑しようしている。すぐそこで、広域犯罪組織の構成員たちが法に触ふれる荷物を帝国鉄道の貨物列車に積みこんでいるのに、まるで関心がないようだ。


　構成員どころかその首領が、八両目の貨車の脇に停めてある例の大きな荷車の上に腰こしかけて、脚あしをぶらぶらさせている。


　ジャックは手下どもを監かん督とくしているのか。そのわりには、隣となりの愛芹と楽しげにくっちゃべってばかりいる。ペロは二人の真下だ。地べたに巨きよ体たいを横たえて、ときおり三つの頭を別々に動かしている。


「かわいい……ペロ……」


　シズはあいかわらずペロに夢中みたいだ。いろいろな意味で、だいじょうぶなのだろうか。ちょっと不安だ。


　カルアは目を凝こらした。ジャック・ラヴロー。腰に剣を帯びているようにも見えるが、ちょっと距きよ離りがあるし、そこまで明るいわけじゃないので、断言はできない。持っていて欲しい。持っていてくれないと困る。


「荷積みが終わるまで、このまま待った方がいいかもしれないね」


　カルアが言うと、アンナマリーは少し考えてから首を縦に振ふった。


「まあな。中ちゆう途と半はん端ぱなタイミングで仕し掛かけると、余計な被ひ害がいが出かねない」


「うまくジャックだけを狙ねらえればいいんだけど」


「状じよう況きようによっては、先に雑魚ざこを一いつ掃そうしないといけないかもな。その場合は魔法使い、おまえに任せる。銃じゆう撃げき戦せんになる前に、魔法で片をつけろ」


「ずいぶん簡単に言ってくれるね」


「何のためにおまえを引きこんだと思ってる。とにかく、あたしとシズがジャックをやるのがプランＡ、おまえがジャックをやるのはプランＢだ」


「はい……」


「わかった。いいよ。僕もそれで」


　剣の奪だつ還かんを考えると、プランＢの方が好都合だ。でも、アンナマリーとシズはあの剣が何か知らないだろう。知られてさえいなければ、なんとかなる。


「ねえ」


　ドロシーが自分を指さして首をかしげた。


「わたしは？」


「うん。それなんだけどね」


　カルアはまじめくさった表情を作ってドロシーに向きなおった。


「大事なことだから、よく聞いて。これはほんと、どう考えてもドロシーにしか頼たのめないことだから」


　ドロシーは、くっ、と顎を引いて唾つばをのみこんだ。


「わたしは何をすればいいの」


「ここで留守番」


「えっ」


「や、もちろん、ただの留守番じゃないよ。何かあったときのために待機してるってこと。信じられないかもしれないけど、これってすごく重要な役目なんだ」


「でも、わたしだって戦える。とくにキックが得意。それはカルアも知っているはず」


「そういえば、あたしも一発いいのをもらったな。あんなふうに顔面を思いっきり蹴るのは、できるようでなかなかできない」


「ひょっとしたら、わたしにはキックの才能があるのかもしれない」


「……アンナマリー。ドロシーにおかしなこと吹ふきこまないでくれる？」


「まあ、魔法使いがこう言ってるんだ。ここでおとなしくしていろ」


「うー」


　ドロシーは両の拳こぶしを握にぎりしめて眉まゆ根ねを寄せた。頰ほおが見る間にふくらんで、ぱんぱんになる。また子供みたいなことを。本人も気づいたようで、口を開けて頰の中にたまった息を吐はきだそうとしたら、その前にもれてしまったのか、ぶぅー、と音が鳴った。


「豚ぶたさんみたい……」


「し、シズりん、わたしは豚さんじゃない」


「よく見ると、ちょっとおいしそう……」


「おいしくはないはず。わたしは豚さんでもほかの食べ物でもないから。うそだと思うなら食べてみればいい」


「今はおなかがすいていない……私は小食……」


「じゃ、あとでおなかがすいたときに食べてみて」


「……ドロシー。話がだいぶ変な方向に進んでるんだけど、わかってる？」


「私は、帽ぼう子しを脱ぬぐ……」


　シズはいきなりそう宣言するなり、軍帽をとった。ただ軍帽をとっただけなら、だしぬけだったのでぽかんとしてしまうだろうが、ここまで驚おどろくことはない。


　軍帽と、それから髪かみの毛に隠かくれていたのか。


　ぴょこん、と──頭頂の左右から、まるで犬の耳のようなものが立ちあがった。


　犬の耳のようなというか、見た目はまさしく犬の耳だ。


「これで、よく聞こえるから、すこし便利……」


「わぁ……」


　ドロシーの目が輝かがやいている。あまりというか、ぜんぜんびっくりしていないらしくて、カルアとしてはびっくりだ。


「かわいい。それはシズりんの耳？」


「獣状耳翼ハウンゾラル。混成人間ハイブリツドに実装マウント可能な異体化部位エクスパーツの一つ……」


「あ。すごい。動いた。かわいい。なんだかとても、かわいい……」


「そういう反応は、正直、ちょっと意外だな……」


　アンナマリーは当とう惑わくしているようだ。その気持ちはわからなくもない。幼いころからドロシーを知っているカルアでさえ、たまに驚かされる。


「何しろ、ドロシーだからね」


「今さらだけど、ここでこうしてるのも、そうとうおかしな話なんだ。ただ、おまえたちとなら話しあう余地はあるんじゃないかと、あたしは踏ふんでた。さもないと、あんな申し入れはしない」


　アンナマリーはドロシーとカルアを一いち瞥べつして唇くちびるをゆがめた。


「妙みようだな。おまえたちにとって、あたしたちは……憎にくんでも憎みきれない仇きゆう敵てきのはずだ。それなのに、どうして」


「わたしは」


　ドロシーは夜目にも鮮あざやかな青い瞳ひとみでアンナマリーを見すえた。


「わたしは、あなたたちのことを憎んだりはしていない」


「……なんだと？」


「わたしは帝国にいろいろなものを、ほとんどすべてを奪うばわれた。帝国はたしかに憎い。でも、あなたたちは帝国そのものじゃないでしょう」


「だけど、あたしとシズは帝国の軍人なんだぞ」


「そう。たまたま帝国軍に所属しているというだけ。わたしだって、帝国に生まれていたら軍人になっていたかもしれない。命令に従って戦っていたかもしれない」


「そんなふうに割りきれるものなのか」


「割りきっているつもりはない。たくさんのことを考えて、わたしはそう思うようになった。それだけだから」


「わからないな」


　アンナマリーは親指を嚙かんで、低くつぶやいた。


「──これが、魔王の娘か」


「指、痛いから……」


「ああ、ごめん、シズ」


「ん……」


　シズが耳をぴくっと動かして、派出所の方へと目をやった。カルアもすぐさまそっちを見た。


「は……？」


「あのガキども、何をやって……」


　歯嚙みするアンナマリーの脇わきから、ドロシーが顔を出した。


「あっ。テッサンくんとウーロンくんが治安維い持じ騎き士し団だんの派出所に」


「冗じよう談だんだろ……」


　カルアは髪の毛をかきむしりたくなった。


　派出所に向かうテッサンを、ウーロンが止めようとしているのか。でも、テッサンに振りほどかれたり引きずられたりして、ウーロンは結局、ついてゆくような恰かつ好こうになってしまっている。


「……何を──」


　ほんとに、何やってるんだ。いいかげんにしろ。やめてくれ。引き返せ。そう言いたいのは山々だが、叫さけぶわけにもいかないし、もう間に合わない。


　テッサンが騎士に話しかけた。遠いので、何を言っているのかまではわからない。ただ、だいたい想像はつく。きっと、言いくるめるかどうかして騎士を貨車のところまで連れて行き、樽の中身をあらためさせるつもりだろう。


　貨物列車に積みこもうとしている荷物の中身が、じつは子供だった。はっきりと目にしてしまえば、いくら根こん性じようが腐くさった騎士でも、見て見ぬふりはできないはずだ。


　テッサンはそう考えているのかもしれないが、そもそも根性が腐っている騎士が浮ふ民みんの求めなんかに応じて動くものか。


　動いた。


「え、うそ……」


　騎士はテッサンに腕うでを引かれて貨物列車の方へと歩いてゆく。


　ウーロンもしきりと周りを気にしながら、二人のあとを追う。


　袖そでなしたちが手を止めた。


　ジャックは変わらず荷車の上で脚あしをぶらぶらさせている。


「あの樽たる！　樽の中にいるんだ！　子供が！　見てくれればわかるって！」


　テッサンが叫んだ途と端たん、一帯の空気が張りつめたように感じられた。


　騎士がテッサンの手を振りはらう。


　積まれている樽に近づいてゆこうとして、足を止めた。その気もないくせに、騎士は何のためにそんなことをしたのか。単なる悪ふざけか。たぶん、そうだ。


「大人を──」


　騎士は振り向きざまに、思いきりテッサンの顔面を殴なぐりつけた。


「からかうなよ、浮民のガキが……！」


「っ……」ドロシーが悲鳴を押し殺した。


　尻しり餅もちをついたテッサンに袖なしたちが襲おそいかかる。逃にげようとしたウーロンも、襟えり首くびをつかまれて引き倒たおされた。


　寄ってたかって、二人を殴る。蹴ける。踏みつける。完全に袋ふくろ叩だたきだ。よくもあんなことができる。頭がおかしいんじゃないのか。あいつら全員、まともじゃない。


「やめて！　やめてください……！」


　誰だれかが派出所の向こうから駆かけてくる。メイリーだ。ユンもいる。カルアは目を覆おおいたくなった。やめて？　やめてください、だって？　それはこっちの台詞せりふだ。なんで出てくる。やめろと頼んでやめてくれる手合いじゃない。その程度のことがわからないのか。


　もちろん、わかっているだろう。メイリーは馬ば鹿かじゃない。わかっていても放ほうっておけなかったのだ。


　メイリーの前に、肌はだが褐かつ色しよくのドレッド野や郎ろうが立ちふさがった。毛深くて口が大きな巨きよ漢かんヴォルフを見捨てて逃げた男だ。たしかリッキー・Ｄといったか。


「ハッ！　なんだ、上物じゃねえか……！」


　リッキー・Ｄはメイリーを蹴転がすと、あっという間に縛しばりあげて猿さる轡ぐつわを嚙ませてしまった。鮮やかな手並みだ。あまりにも鮮やかすぎて、気色が悪い。ユンが雄お叫たけびをあげてリッキー・Ｄに飛びかかろうとしたが、ほかの袖なしたちに押さえつけられた。それでもユンは果か敢かんに抵てい抗こうして、一人の袖なしを撥はねのけた。


「てめえ……！」


　その袖なしは短気な男だったのだろう。懐ふところから拳けん銃じゆうを抜ぬいて、撃げき鉄てつを起こしながらユンの頭に銃口を突つきつけた。引き金を引く寸前だった。


「やめろ、このタワケ……！」


　ジャックが荷車を蹴って叫んだ。


「こんなとこでぶっ放すバカがどこにいる！　ペロに食わせちまうぞ、クソ穴ヤロー！」


「ひ、ひええぇぇぇーっ！　ご、ごめんなせいっ……！」


「せい、だって」


　愛芹が噴ふきだして、ぱちぱちと手を打った。


「せいっ。せいっ。うふ。せいっ」


「……そんなにおもしろかったか、今の？」


「ジャックはおもしろくなかった？」


「ンー。笑えるってほどでもなかったなーオレ的には。まァーいいや。おい、おまえ。愛芹がウケたっつーから今回は見み逃のがしてやる。愛芹に感謝しろよ？」


「は、はいぃぃーっ！　あ、あ、愛芹さん、ありがとうござぃぁっしたっ……！」


「ひざまずいて愛芹の足を舐なめろー。うっそー。愛芹の足を舐めてもいいのは、ジャックだけだもん」


「オレも足は舐めねーよ……」


「舐めてよー。ほれほれ。舐めてー愛芹の足。おいしーよぉ」


「……くそ」


　カルアは奥歯を食いしばった。ジャック・ラヴローと愛芹。あの二人、目の前で人が暴行されているのに、何も感じないのか。悪党だって、人造人間の妖よう精せいだって、人間だ。そんな考えは甘いのか。


「反吐へどが出る」


「メイリーとウーロンくんたちを助けないと！」


「ふざけるな」


　ドロシーが飛びだそうとして、アンナマリーに押しとどめられた。


「今、出ていったら、台無しになる」


「でも！　あんなふうに叩かれたり蹴られたりしたら──あ、メイリーが……」


　リッキー・Ｄがメイリーを空の樽に押しこんで蓋ふたをした。袖なしが二人がかりでその樽を持ちあげ、貨車の方へと運んでゆく。


　テッサンとウーロンの二人は倒れたまま動かない。息はあるのか。


　ユンは、なんとか生きてはいるようだ。やおら頭をもたげて、周りに誰もいなくなったことを確かめたのだろう。二人のところまで這はっていって、テッサンを揺ゆり起こそうとしたら、袖なしが駆けよってきた。ユンは蹴飛ばされてひっくり返った。


　カルアは深呼吸をした。余計なことは頭の中から追いはらえ。できないことはできない。できることだけに集中しろ。今、できることは何か。


　待つことだ。


　慌あわてるな。焦あせるな。動じるな。待て。


　ひたすら待て。


　もう誰も、一言もしゃべらない。時間が過ぎて、状じよう況きようが変わるときを、じっと待っている。耐たえている。


　三時半を回った。日の出が近づいてきて、東の空が白みはじめている。


　大きな荷車だけはそのままだが、そのほかの荷積みがとうとう終わった。暗黒流星団以外の積みこみ作業もあらかた完かん了りようしているようだ。


　袖なしたちの半数足らず、正確には十七人が、空の荷車を引いて撤てつ収しゆうしてゆく。あとの二十六人は、どうやらここに残るようだ。


　ジャックと愛芹が大きな荷車から飛び降りた。ペロが起きあがって低く吠ほえると、三つの頭をジャックが撫なでて鎖くさりを手に持った。貨車の方へと向かうのか。ジャックたちは荷物ごと貨車に乗りこむつもりなのかもしれない。


「やるぞ」


　アンナマリーは唇くちびるを舐めた。


「貨車の中に入られたら厄やつ介かいだ。その前にしとめる。魔法使い、おまえは雑魚ざこをやれ。プランＡだ。手加減するなよ」


「まだあの大きな荷車が残ってる」


　カルアはそう言いながらも籠こ手てを装着した。


「いったん中を確かく認にんするだけかもしれない」


「入ったきり、出てこなかったらどうする。怖おじ気づいたのか」


「いや」


　怯おびえてはいない。ただ、ためらいは若じやつ干かんある。手加減するな、か。カルアはうなずいてみせた。


「いいよ。やろう」


　ドロシーがカルアの右腕に手をかけて、口を開きかけたが、言葉が見つからなかったようだ。シズが背中の鞘さやから刀を抜いた。


　アンナマリーは手を振ふって合図をすると、先せん陣じんを切って路地から飛びだした。ただちにシズがつづく。カルアは二人の後ろについた。


　暗黒流星団の連中は、ジャックや愛芹、ペロさえも、まだこっちに気づいていない。


　ひと息に接近して、さっさと目的を達成してしまえればそれに越こしたことはないが、なかなかそうもいかないだろう。


　まずペロの三つの頭が一いつ斉せいにこっちを向いた。ペロが吠えだす前に、カルアはまばたきをする。まばたき自体に意味はない。これは儀ぎ式しきのようなもので、大半の魔法使いは印を結びながら鍵かぎ言葉を唱えて星気面Ａプレーンとの接せつ触しよくを成立させる。カルアは徐じよ々じよに削そぎ落としていって、最終的にはまばたきにたどりついた。


　開門アンロツク。


　放散された霊力マナが、物質面Ｍプレーンに充じゆう満まんしているエーテルを排はい除じよしてゆく。


　エーテルが除かれた空間は門ゲートとなって、魔法使いはそこから星気面Ａプレーンの有様を目視することができる。


　星気アストラルは揺らめき輝かがやく紫むらさき色の光だ。霊力マナを放ちつづけ、門ゲートを開いている魔法使いの目にはそう視みえる。


　ペロがけたたましく吠えて、ジャックが、愛芹が、袖なしたちがこっちを向いた。


「こい、正二位雷らい霊れい迅ジン宇ウ！　従二位雷霊徹テツ辰シン！」


　精霊は、紫色の光をまとった人とも獣けものともつかない姿をしている。


　迅宇はカルアの右手──正確には不滅の右手エヴアラステインＲに、徹辰は無限の左手Ｌアンリミテツドに絡からみついた。


　魔法を使うには、精霊が好む鉱物や化合物などの触しよく媒ばいがいる。精霊は触媒を塵じん化かさせ、抽ちゆう出しゆつした高純度の星気アストラルを食くらってとりこむのだ。不滅の右手エヴアラステインＲと無限の左手Ｌアンリミテツドに埋うめこまれている第五要素石クイントウラは、半永久的に無限の星気アストラルを生むという。ようは精霊の大好物だ。


「仰アオギシ空クウ冥メイ鳴ナリ渡ワタル霹ヘキ靂レキ燦キラメキ怒ド濤トウノ如ゴトク──」


　呪じゆ文もんは、精霊が耳を傾かたむける韻いん律りつに従って詠えい唱しようされなければならない。その発声法は独特だ。一音に二音をかぶせ、喉のどの中心に響ひびかせるようにして声を出す。


　カルアの目はすでに標的を捕ほ捉そくしている。


　その数、十二。


　足を止めてしっかりと狙ねらいを定め、魔法を発動させる。「降フリ頻シキレ爆バク雷ライ索サク……！」


　星気アストラルを食らった迅宇と徹辰が、袖そでなしたちが群がっている一帯の上空に星電気エレクトラを発生、蓄ちく積せきさせる。星電位差が物質面Ｍプレーンの絶ぜつ縁えん限界値以上になると星電子エレクトランが放出され、気体原子と衝しよう突とつ、霊れい離りさせて、荷星電した原子団が新たな星電子エレクトランを叩きだし、星電子雪崩アバランチを引き起こすのだ。これが持続的な放星電現象となって、青白い稲いな妻ずまが飛ぶ。


「がっ」「ぐっ」「ごっ」「あっ」「げっ」「だっ」「うあっ」「づおっ……」


　稲妻を浴び、感電して、崩くずれ落ちた袖なしはぜんぶで八人。十二分の八。たった三分の二だ。


　魔法に理り屈くつはあっても、計算して制せい御ぎよできるわけじゃない。たとえば、石を投げて的に当てる方法を説明するのは難しいが、練習すれば遠くの小さな的も狙えるようになる。感覚的には魔法もそれと同じで、一度に複数の標的をとらえる爆雷索はかなり高度な雷霊魔法だ。そうはいっても、三分の二はひどい。


「まだまだ未熟だ！　死にはしない──はずだけど……！」


　アンナマリーには手加減するなと釘くぎを刺さされた。でも、聞き入れてやる筋合いはない。べつに殺せないわけじゃなくて、殺す必要がないから殺さないだけだ。何が悪い。


　アンナマリーとシズは、浮うき足立つ袖なしどもを無視し、突っ切って、ジャックに迫せまろうとしている。


　カルアは倒たおれているテッサンとウーロン、ユンに駆かけよった。


「だいじょうぶ……!?」


　ユンは薄うす目めを開けてカルアを見た。かすかにうなずいたみたいだ。テッサンは気絶しているが、なんとか呼吸はしている。


「ごめん……」


　ウーロンが切れ切れに言った。


「……ボク……止め……ようと……」


「生きてるならいい！」


　ここから移動させてやりたいが、今は不可能だ。


「クソアホヤローども！　この程度のことでうろたえるんじゃねえ……！」


　ジャックに叱しつ咤たされて、袖なしたちが応戦に移ろうとしている。


　アンナマリーが拳けん銃じゆうを抜いた。撃うつより早く、ペロが躍おどりかかってきた。


「おいで……！　かわいいペロ……！」


　シズが前に出てペロを迎げい撃げきする。銃声が轟とどろいた。アンナマリーが発はつ砲ぽうしたのだ。


「──外れた……！」


　カルアはその瞬しゆん間かんを目撃した。アンナマリーは横に転がって両手でがっちりと拳銃を握にぎり、片かた膝ひざをついた姿勢で射撃した。それなのに、命中しなかった。


　愛芹のせいだ。


　アンナマリーが外したわけじゃない。愛芹がジャックを抱だいて横っ跳とびした。よけられたのだ。


　愛芹はすぐさまジャックから離はなれて、刀を抜ぬきながらアンナマリーに突とつ進しんする。速い。速すぎる。アンナマリーはもう一発撃ったが、愛芹は体勢を低くしてこれをかわした。あの距きよ離りからの射撃を回かい避ひするなんて、化物か。


「プランＢ……！」


　アンナマリーは叫さけびつつ拳銃を捨ててナイフを抜いた。下がらないで、愛芹に向かってゆく。愛芹が持つ反りのきつい刀はかなり長いし、ナイフ使いのアンナマリーは接近しないと勝ち目がない。逆に、ナイフの間合いまで近づいてしまえば、超再生者リジエネレーターで小回りもきくアンナマリーの方が有利だ。でも、アンナマリーはなかなか愛芹の懐ふところに入りこめない。というよりも、入った途と端たんに愛芹は離れてしまう。そして刀を鋭するどく振るい、アンナマリーを下がらせる。


「あれが妖よう精せい……!?」


　妖精は標準的な人間よりも優ゆう秀しゆうで、かつ人間に忠実な、役に立つ人造人間として設計されているという。だけど、あんなに手て強ごわいなんて。本当に妖精なのか。


　いずれにしても、愛芹はアンナマリーに任せるしかない。


　シズは嬉き々きとしてペロに斬きりかかってはよけられ、威い嚇かくされたり、嚙かみつかれそうになったりしている。


「僕がやる、ジャック・ラヴローを……！」


　カルアはまっしぐらに駆けた。


　ジャックと目があったような気がする。


　その腰こしには、剣けん。間ま違ちがいない。あれはドロシーの剣だ。それから、金色の拳銃も。


　拳銃を抜くか。いや──


「クッ……ハハハハハハハハハ……ッ！」


　ジャックは笑いながら、逃にげる。大きな荷車の陰かげへ。隠かくれるつもりか。何なんだ、あの男は。


　さらに足を速めようとしたら、きた。頭の裏側をちりちり刺すようなあの感覚が。後ろか。カルアは左に跳んだ。一瞬前までカルアがいた場所を、毛むくじゃらの巨きよ漢かんが通りすぎて、たたらを踏ふむ。両手に戦せん鎚つい。ヴォルフ。いたのか。


「魔法使いのガキッ！　てめえをぶっ殺して、汚お名めい挽ばん回かいだ……！」


「それを言うなら──」


　おい、とカルアは思ったが、声が出なかった。ちなみに、それを言うなら、と言ったのはカルアじゃない。


　くる。何者かが。走ってくる。倉庫街の方向から。


　ヴォルフはそっちを見ようとして振り向いた。それとほぼ同時だった。その横っ面つらに飛び蹴げりが炸さく裂れつした。


「名めい誉よ返上でしょう……！」「ぐぼぉっ……」


　ヴォルフはでかすぎる丸太みたいにバタンッと地面に倒れこんだ。カルアがとっさにヴォルフの鳩尾みぞおちに踵かかとを突つき入れると、すかさずドロシーがもう一撃、やつのたくましすぎる顎あごを蹴飛ばした。こんなに息のあった連係攻こう撃げきを披ひ露ろうしておいてなんだが、呆あきれて物も言えない。言えなくても、言わないわけにはいかない。


「ドロシー、なんで出てきたんだよ！」


「……黙だまって見ていられなくてつい。ごめんなさい」


「あと、名誉返上も違うから！」


「はっ。そうだった。正しくは名誉挽回。よく間違える」


「いいけど──よくないか！　きて……！」


　カルアはドロシーの手首をつかんで走った。いつの間にか、ジャックが大きな荷車の上にいる。隠れたわけじゃなかったのか。


「このオレ様を邪じや魔まするたァー太ふてえノグソどもだ！　もういい、ヤローども撃て、撃て、撃ちまくれ！　敵は少ねーぞ、撃ち殺しちまえ……！」


　すぐにあちこちで銃声が鳴り響きはじめた。もっとも、カルアたちは敵中深くまで入りこんでいるので、相手にすれば誤射の危険性が高い。たぶんそのせいだろう。射撃はおっかなびっくりで散発的だが、まぐれ当たりでも弾たまを食くらったらしゃれにならない。


「こ、こわ、こわっ、こわい、カルア、きゃっ……！」


「走ってれば当たらないから……！」


　言うほど確信があるわけじゃなくても、カルアが慌あわてふためいたら終わりだ。冷静に。冷静に考えろ。闇やみ雲くもに走るだけじゃだめだ。あえて敵に近づく。敵の射線上に敵が入るようにする。そうして射撃を封ふうじながら、カルアはジャックとの距離を測った。


　得意としている雷霊魔法だと、最大射程は二十五メテルほど。ただし、ジャックも拳銃を持っている。止まったら狙い撃ちされかねない。激しく動きながらでも、魔法の選せん択たく次し第だいでは、五メテルまで接近すれば当てられる。集中すれば。


　魔法を準備しつつ一気に距離を詰つめて、しとめる。


「ドロシー、ついてきて！」


「う、うん！」


　カルアはまばたきをする。開門アンロツク。荷車めがけて猪ちよ突とつしようとしたら、ものすごい勢いで横合いから何かが突っこんできた。愛芹。まさか。アンナマリーは。なんで。まずい。斬られる。


　カルアは急停止した。止まっていたら撃たれる。即そく座ざにドロシーを抱きこんで地面に身を投げだした。銃声。当たってはいない。だいじょうぶだ。


　硝しよう煙えんに目を細めながら起きあがり、ドロシーの手を引いて走る。


「コロォース……！」


　愛芹が追いかけてくる。逃げきれるのか。どう考えても無理だと思うが、アンナマリーが荷車によじ登ろうとしている。愛芹がジャックを狙うカルアを抑おさえにきた。そのおかげで自由になったから、プランＡに切り替かえたのだろう。臨機応変というやつだ。アンナマリーがジャックをやってくれれば、それで。


「──あっ！」


　愛芹が足を止めて荷車の方を見た。気づかれたか。あくまでジャックを守る。それが愛芹の行動原理なのか。


「ジャック……！」


　愛芹の背中に羽が現れて広がった。蝶ちようの翅はねを思わせる、色いろ鮮あざやかで、燃えるように光輝かがやく半はん透とう明めいの羽だ。羽だけじゃない。瞳ひとみと同じ黄緑色の淡あわく燦きらめく体たい紋もんが、身体中に浮きあがっている。


「なっ──」


　カルアは思わず立ち止まった。袖なしたちも呆ぼう然ぜんとしているから、そうそう見られるものでもないのだろう。


　愛芹が飛びたった。なんて速度だ。急きゆう上じよう昇しようして急きゆう旋せん回かいし、荷車の方へ。アンナマリーは今まさに荷車の上に到とう達たつしようとしていて、あともうちょっとだったのに、愛芹が文字どおり飛びかかって刀で斬りつけた。


「アンナマリー……！」ドロシーが叫んだ。


「──っ!?」


　アンナマリーは荷車から飛び降りて、愛芹の刀をかわした。紙かみ一ひと重えの差だった。よく斬られなかったものだ。


　愛芹はジャックをかっさらうように抱きあげて、空高く舞まいあがった。


「もぉーあったまにきたぁ……！　愛芹のジャックに手を出すウジ虫は許さない！　そいつらみーんな、さっさと蜂はちの巣にしてコロしちゃえ……！」


「おい、愛芹ッ！　勝手に手下どもに命令するんじゃねえ！　そいつはオレ様の特権で、このオレのジャスティスだ！」


「だぁってぇー！」


「つーか、降ろせ！　女にだっこされんのは好きじゃねーんだよ！」


「愛芹なのにーっ!?」


「愛芹でもだっ！」


「……妖精は飛べるって聞いたことはあるけど、あそこまでなのか！」


　カルアはまたドロシーの手を引っぱって駆けだした。袖そでなしたちの射撃がさっきまでとは違う。より多くの銃口がこっちに照準をあわせている。大外れする弾たまが少ない。明確な殺気が押しよせてきて、身体からだがこわばる。胸が苦しい。これは恐きよう怖ふだ。


　アンナマリーが荷車から離れてゆく。貨車の下にでも退たい避ひするつもりか。シズはペロに組み伏ふせられているようだ。


　状じよう況きようはよくない。はっきり言って、悪い。


「逃がさねえ……！」


　銃声に交じって怒ど鳴なり声が聞こえた。ヴォルフか。しつこい。気絶させたのに。声だけじゃない。何か飛んでくる。カルアはドロシーごと伏せた。銃じゆう弾だんじゃない。戦鎚。頭上を戦鎚が回転しながら飛んでゆく。あんな重い物、かすっただけでも一巻の終わりだ。危ないじゃないか。


　立ちあがろうとして左手を地面についてしまい、左ひだり肩かたを激痛が襲おそった。


　歯を食いしばって起きた。痛くない。こんなもの、痛くなんか。ドロシーを立たせる。走ろうとした。


「──っ……！」


　なんだ。右みぎ腿ももか。熱い。灼しやく熱ねつ。当たった？　撃うたれたのか。それがどうした。へいきだ。すくなくとも致ち命めい傷しようじゃない。カルアはかまわずドロシーを連れて駆かけようとした。脚あしは動く。熱いだけだ。気づかれちゃいけない。ドロシーに。それはだめだ。


「──カルア……!?　脚、ち、血が……！」


「だいじょうぶだから！　ドロシー、僕は──」


「血」


　やばい。


　ドロシーの目が。


　青い瞳が。


「カルア、血……」


　彼女の身体に流れている忌み者ローステツドの血が、暴れ、沸ふつ騰とうし、魔王の瞳を輝かせる。


　炯けい々けいと。


　爛らん々らんと。


「カルアが……し、死んじゃ……ぅ……っ……っっ……！」


　ドロシーは頭を抱かかえた。


　魔王の血が彼女を連れ去ってしまおうとしている。


「だめだ、ドロシー、戻もどって……！」


「ぅぅぅぅぅぅぅうううううああああああああぁぁぁぁぁああああぁぁぁあああ……！」


　ドロシーを中心に衝しよう撃げき波はのようなものが放たれて、カルアは吹ふっ飛ばされた。


　前にも同じことがあった。


　去年の四月、二人がラナイン領王国入りを目指していたころだ。路地裏で帝国軍の兵士たちに乱暴されかけていた女性を、例によって助ける羽目になった。でも、しくじって、カルアが手傷を負った。その途と端たんにドロシーは目覚めてしまった。


　まさか、カルアが引き金トリガーなのか。血の力に関するいっさいは魔王家の秘ひ匿とく事じ項こうなので、よくわからない。それでも注意はしていたのに。


　青い瞳から、燃えるような光がほとばしっている。


　ドロシーの頭に生えつつある、あれは──角。彼女の父である魔王レッドのそれとは比べ物にならない、短くて頼たよりないが、どこからどう見ても角だ。人間には決して備わっていない物だ。


「あの娘むすめ、変身しやがった……!?」ジャックの声にはなぜか愉ゆ悦えつがにじんでいる。


「……魔王顕現アウトブレイク──くそ！　ドロシー……！」


　いくら呼んでも意味がない。今のドロシーにはカルアの声なんて届かないのだ。


「刺し激げきしちゃいけない！　危険だ！　撃つな……！」


　我ながら、敵に何を言っているんだと思わなくもない。聞き入れるわけがないじゃないか。案の定だった。馬ば鹿かな袖なしが発はつ砲ぽうして、ドロシーの髪かみの毛を数本、吹き飛ばした。外してくれてよかった。安あん堵どしながら、カルアは恐おそれた。直後、その恐れは現実のものとなった。


「すぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」


　あっという間だった。


　ドロシーはまたたく間に発砲した袖なしに肉にく薄はくして、右みぎ脚あしを一いつ閃せんさせた。刈かり下ろすような蹴けりだった。首筋だ。きれいに決まった。


　崩くずれ落ちかけた袖なしを、ドロシーは左足で蹴りあげて、さらに一発、右足の後ろ回し蹴りを見み舞まう。そこまでする必要はないのに。そんな理り屈くつは通用しない。


　ドロシーは近くにいた別の袖なしを蹴け倒たおして、すぐにまた別の袖なしに飛び蹴りをぶちかます。次の袖なしは掌しよう底ていを顎あごに叩たたきこんで倒した。


　もう誰だれもドロシーを攻こう撃げきしていない。ドロシーの方から敵を探している。それが本当に敵なのかどうかは問題じゃない。見境がなくなっているのだ。


　ドロシーはシズを組み敷しいているペロに躍おどりかかった。


「らぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」


　胴どうをつかんで、あの巨きよ体たいを楽々と、乱暴に放ほうり投げる。おかげで解放されたシズも、ドロシーに蹴飛ばされた。「──あうっ……！」


「シズ……ッ！　な、何が起こってるんだ……!?」


　貨車の下に這はい入ろうとしていたアンナマリーが棒立ちになっている。


　ドロシーの父、魔王レッドは、魔王顕現アウトブレイクした状態で軍を指揮していたが、経験の差なのか、資質の問題なのか。とにかく、ドロシーは魔王の血を、その力を、自分自身の意思で制せい御ぎよすることができない。


「逃にげろ、アンナマリー！」


　カルアは怒鳴りながらドロシーを追った。


　ドロシーは荷車の方へ向かっている。愛芹がジャックを荷車の上に下ろし、ドロシーめがけて飛んだ。「角なんか生やして……！」


　ドロシーはまっすぐ突つっこむ。まずい。愛芹は刀を持っているのだ。一刀両断されてしまう。斬きられる。いや──すり抜ぬけた。


　愛芹は止まろうとしたが止まりきれず、地面を蹴りつけて反転した。「今のをかわすなんて……!?」


　ドロシーはもう荷車の上に駆けあがっている。


「このオレ様が……！」


　ジャックは舌打ちをして金色の拳けん銃じゆうを抜こうとしたが、ドロシーの方が早かった。


　剣けんだ。


　ドロシーはジャックが腰こしに帯びていた剣を奪うばい返し、鞘さやを払はらった。


　その剣身は黒く、ところどころに青い筋が入っている。刃は渡わたりはたった十九サンチしかない。剣というよりも短剣だ。だった、と言うべきか。


　青い筋が光輝かがやいて、剣身が音もなくのびた。一いつ瞬しゆんで一メテル以上。一・五メテルほどもある。長剣にしても長い。大剣と呼ぶには細身だ。


　かつて一人の若き王が魔剣を手に入れ、あまたの国を征せい服ふくして、魔王と呼ばれるようになった。あるいは、魔王の剣が魔剣と呼ばれるようになったとの説もある。


「──魔剣レベルデッド……！　だめだ、ドロシー……！」


　カルアは右脚の痛みを無視して全力疾しつ走そうした。斬るな。斬っちゃいけない。どんな悪党だろうと、唾だ棄きすべき悪党だからこそ、その手を汚よごす価値なんてないんだ。


　カルアの願いもむなしく、ジャックは拳銃を抜いて撃鉄を起こし、ドロシーが魔剣を振ふるおうとしている。
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「ジャァーック……ッ！」愛芹が弾だん丸がんのように飛んでいった。


　間かん一いつ髪ぱつだった。


　愛芹がジャックを抱だき去って、魔剣はジャックのかわりに金色の拳銃を斬った。金属製の銃身を、あんなふうに切断するなんて。


　妖よう精せいと少年を振り仰あおいで、ドロシーは不思議そうに首をひねった。


「ドロシー！」


　カルアは無む駄だと知りつつ彼女の名を叫さけんで注意をうながした。ペロだ。


「ヴァォウッ！」「グォルッ！」「ゴアァオンッ……！」


　ペロが荷車に飛びついて、一瞬でよじ登った。そのままの勢いでドロシーに襲いかかる。やめろ。咬かみつかれる。引き裂さかれてしまう。ドロシーが──魔剣を斜ななめに振りあげた。


「しゃああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」


「ギャンッ……！」


　ペロは鮮せん血けつを撒まき散らしながらドロシーを飛び越こして、地面に墜つい落らくした。すぐに一度、起きあがって、また倒れる。傷はかなり深そうだ。とくに、真ん中の頭が縦にぱっくり割れている。


「ペロ……！　ジャック、ペロが……！」愛芹が悲鳴をあげた。


「ああ！　何なんだ、あの娘！　あの剣……！」


　何人かの袖なしが荷車の上にいるドロシーめがけて発砲したが、当たらなかった。馬鹿なことを。狙ねらわれたいのか。ドロシーが荷車から飛び降りると、袖なしたちは一いつ斉せいに逃げ惑まどった。今のドロシーは興奮している猛もう獣じゆうと同じだ。逃げる者がいれば追いかけて攻撃する。しかも、もう素す手でじゃない。魔剣を持っている。たやすく命を奪ってしまう。


　させられない。そんなことは、決して。


　血に、力に振りまわされて、わけもわからず人を殺あやめるなんて、ぜったいにだめだ。


「ドロシー……！」


　カルアはドロシーの前に立ちふさがってから、自分が斬られる可能性をまったく考えていなかったことに気づいた。


　いや、そうじゃない。たとえどんな状態でも、ドロシーがカルアを斬るなんてことはありえない。それは考こう慮りよに入れる必要がない可能性だ。


　カルアはドロシーを信じて近づいていった。ドロシーが魔剣を振りあげても止まらなかった。こわくなんかない。何があろうと、カルアだけはドロシーを恐れたりしない。


「だいじょうぶだよ」


　魔王の娘じゃない、ドロシーを、カルアは信じた。


「僕がいる。僕がドロシーをもとに戻すから」


　カルアは魔剣を振りおろそうとして逡しゆん巡じゆんしているドロシーの懐ふところに迷わず踏ふみこんで、二本の角を両手で握にぎった。


「あっ……」ドロシーは短く声をもらした。


　ドロシーの角はおそらく未成熟で、まだ硬かたくない。弾力がある。カルアが手に力をこめるごとに、ドロシーはせつない息をついた。


「はっ……あ……う……っ……ん……」


　瞳ひとみの輝きがみるみるうちに衰おとろえてゆく。ドロシーの顔が赤らんで、汗あせばみはじめた。なんだかよくないことをしているような気分になってくるが、そんなことはない──と思う。たぶん。


　魔王の血を引く者は角を持つ。角は力の源だというが、弱点でもあるのだろう。実際、レベルデッド魔王国の史書には、角を失って魔王の座から退いた賢けん王おうバランや、国に争乱を招いて追放された片角の廃はい王おうアクセルについての記述がある。


　前にドロシーが魔王顕現アウトブレイクしたときは、とっさに後ろから角をつかんだ。角を引っこ抜いてもいいとさえ思った。こんなものがなければ、ドロシーはただのドロシーとして生きてゆけるかもしれないのだ。


「……くぅ──はぁっ……」


　魔剣を取り落として、腰こし砕くだけになったドロシーを、カルアはしっかりと抱だきとめた。左ひだり肩かたが痛んだが、どうってことはない。


　ドロシーは青い瞳をしばたたかせた。角はもう縮んでいて、見あたらない。


「……カルア？　わたし、もしかして──」


「いいんだ」


　カルアはそれだけ言うと、短くなった魔剣を拾いあげて、ドロシーを半ば抱えるようにして走りだした。


「アンナマリー、シズ！　プランＡだ……！」


「はい……！」シズがアンナマリーの拳銃を拾って下手投げした。


　地面に転がった拳銃を引っつかみ、アンナマリーが上空の愛芹とジャックを狙い撃うつ。立てつづけに四射した。


「畜生フアツクっ、畜生フアツクっ、畜生フアツクっ……！」愛芹は毒づきながら高速で飛ひ翔しようして射撃をかわし、荷車じゃなくて貨車の上にジャックを下ろした。


「──愛芹を撃つなんて！　生意気すぎっ！　微み塵じん切りにしてやるんだからっ……！」


「待て、愛芹！　おまえ、飛びすぎだぞ……！」


　ジャックが引き止めるのもかまわず、愛芹はアンナマリーめがけて急降下する。


「妖精が……！」


　アンナマリーは拳銃を放ほうり投げてナイフを抜いた。彼女のゴドウィッチＭ86ロアーは六連発。前に二発、さっき四発撃った。弾たま切れだ。


　愛芹とアンナマリーがすれ違ちがう。


　アンナマリーの右みぎ腕うでが斬れ飛んだ。「──ぐうっ……！」


「あはははっ！」


　愛芹は無傷だ。羽の輝きが増して、光の粒りゆう子しを振りまきながら、笑いながら空中で旋せん回かいして、さらにアンナマリーに襲おそいかかる。すんでのところだった。


「やらせはしない……！」


　シズが二人のあいだに割りこんだ。


　愛芹の刀と、シズの道徳刀が激げき突とつする。そんな。カルアは目を疑った。真っ向勝負で、シズが力負けするなんて。


　刀ごと弾はじき飛ばされたシズに、愛芹が追い撃ちをかける。シズは鋼はがねのような左腕でなんとか愛芹の刀を防いだが、次は無理だ。やられる。


「シズを……ッ！」アンナマリーが愛芹に組みつこうとして、斬られた。今度は左腕だ。


　シズはその隙すきに体勢を立てなおしたものの、また愛芹に攻せめたてられて、間もなく防戦一方に追いこまれた。愛芹の羽がまぶしい。直視に堪たえないほどだ。光が強まるごとに、羽が小さくなっているような気がする。飛びすぎ、とジャックが言っていた。もしかして、無理をしているのか。だけど。


「圧あつ倒とう的じゃないか……！」カルアはドロシーを連れて荷車の陰かげに駆かけこんだ。


　ドロシーが荷車の上を指さす。「カルア！」


「わかってる！」


　ここからだと貨車の上にいるジャックを魔法で狙える。まばたきをして、開門アンロツク。精せい霊れいを呼びよせようとしたら、星気アストラルを感じとりでもしたのか、愛芹がすっ飛んできた。


「魔法使い……！　ジャックはいじめさせないっ……！」


　だめだ。魔法は間に合わない。そもそも妖精に精霊魔法は効かないのだ。カルアは両腕を頭上で交こう叉ささせた。くる。刀が。とてつもない衝しよう撃げき。受け止めたのか。よくわからない。両腕が痺しびれている。感覚がない。斬られはしなかったようだが、カルアは地べたに倒たおれていた。


「………………！」


　ドロシーが何か叫んでカルアの上に覆おおいかぶさった。かばうつもりなのか。やめろ。


　やめてくれ。違う。それは。いけない。守られてどうする。守れ。ドロシーを守るんだ。でも、どうやって。どうする。どうする。どうする。どうすれば。考えろ。活路を見いだせ。不可能だ。それでも考えろ。あきらめるな。行け。行けると信じろ。かならず行けるはずだ。足を踏み入れろ。


　その領域ゾーンへ。


　カルアは息を吸いこんで目を見開いた。


　見える。色が、輪りん郭かくが、くっきりと、鮮せん明めいに。聞こえる。すべての音が、はっきりと。


「仲よく死んじゃえ……！」


　愛芹が刀を振りおろそうとしている。


　アンナマリーが愛芹につかみかかった。さすがは超再生者リジエネレーターだ。斬られた腕は一応、くっついている。


　それにしても、アンナマリーも、彼女を振りほどいた愛芹も、遅おそい。


　遅すぎる。


　そうじゃない。


　彼女らが遅いわけじゃなくて、その逆だ。追いつめられて、極限まで、いや、極限を超こえて集中力が高まり、カルアの知覚が、思考が、加速している。──領域ゾーン。


　これが領域ゾーンだ。


　アンナマリーにかわって、シズが愛芹に躍おどりかかる。


　道徳刀と鋼の左腕を駆く使ししても、愛芹を長い時間、食い止めることはできないだろう。


　カルアはドロシーを押しのけて立ちあがった。


　精霊魔法は妖精に零ゼロ化かされる。だったら、精霊魔法以外の魔法を使えばいい。ふだんなら成功の見込みは絶無に近いが、領域ゾーンに入っている今なら可能だ。


「吾ワガ名ナハ嘉カ婁ル亜ア黒クロノ女メノ神カミ駑ド奈ナ弟デ璃リ是ゼ琉ルニ乞コヒ願ネガフ出イデ座マセ現アラワレ叶カナヘ給タマヘカシ」


　カルアの父は魔ま王おう国の宮きゆう廷てい魔術師だったが、その弟も才能豊かな魔法使いだった。


　ベクトラス・アレルハンブラ。


　またの名を、ベクター・アーブ。


　カルアの叔父おじは、だが、ある古代魔法の研究に明け暮れ、国に仕えることはなかった。


　その古代魔法とは──黒魔法。


　黒くろ女め神がみドナデリゼルの神霊体スピリチユアがカルアに憑ひよう依いし、臍せい下かにためた霊気マナだけじゃなくて、全身をめぐっている精気プラナまでも、黒き破は壊かいの力へと変へん換かんしてゆく。妖よう艶えんな黒女神はカルアを惑わそうとするが、あらがわなければならない。さもなくば、彼女に支配される。


「訃フ流ル玖ク屢ル命メ裏リ瑠ル轟刹未練ガンゼンユーロウ哀アハレ徒アダ人ビトノ昏クラキ渇カツ愛アイ幻ユメニ祈イノリ乱ラン雲ウン誘イザナヒ其ソ処コニ導ミチビキタリ──」


　故国を脱だつ出しゆつして叔父のもとに身を寄せた際、カルアは黒魔法の手ほどきを受けた。叔父が二十年以上情熱を傾かたむけて、それでも扱あつかいかねている難解で厄やつ介かいな古代魔法だ。一朝一いつ夕せきには習得できない。でも、領域ゾーンに入っている今なら。


　カルアは短たん剣けんグリギュエンルを抜ぬいて、その切っ先を愛芹に向けた。愛芹は激しく動きまわっているが、手にとるようにその挙動が予測できる。


「黒コク天テン烈レツ破パ！　愛ト死ノ雷ラヴデスサンダーボルト……！」


　魔法を発動すると、カルアの霊気マナと精気プラナをたらふく食った黒女神の神霊体スピリチユアが、黒色の稲いな妻ずまと化して愛芹を強きよう襲しゆうした。愛芹は超ちよう絶ぜつ的な反射神経を発揮してかわそうとしたが、よけきることはできなかった。黒色の稲妻は愛芹の左腕を灼やいた。


「くぁっ……!?」


「愛芹ッ！　下がれ……！」


　ジャックは鋭するどく叫さけぶなり、貨車から荷車へと飛び移った。


「貴様、よくも……！　よくもやってくれやがったな……ッ！」


　荷車の覆いをずらして、いったい何をするつもりなのか。


　いずれにしても、ジャックと入れかわりに愛芹が貨車の上に降りたった。今がジャックをやる絶好の機会だ。


　カルアは荷車の覆いをつかんで、車輪に足をかけようとしたが、思うように力が入らない。黒魔法を使ったせいか。身体からだが重くて鈍にぶい。さっきまでは自分以外の何もかもが遅く感じられたのに、完全に真逆だ。自分自身だけがやたらと遅い。カルアがもたもたしているあいだに、アンナマリーとシズが荷車に駆けよってきた。


「オレ様の愛芹に手傷を負わせたのが運の尽つきだぞ、魔法使い……ッ！」


　ジャックは荷車の中に入りこんだ。荷車に積まれている荷物の中に、といった方が正確か。扉とびらが開いて、閉まるような音がした。扉？　荷物に扉が？　よくわからないが、とにかく胸の奥がやたらと冷たい。とけない氷が沈しずんでいるような、この感覚は何だ。不ふ吉きつな予感。それか。


「ドロシー！」


　カルアは荷車に登らないで、ドロシーの手を引っぱった。その直後だった。


　荷車が揺ゆれ動いて、覆いが吹ふっ飛ぶように外れ、よじ登ろうとしていたアンナマリーとシズは振ふり落とされて尻しり餅もちをついた。


　荷車を踏ふみつけるようにして、それは立ちあがった。


　やたらと大きな荷物で、何か引っかかるものを感じてはいたが、その正体がこれか。


　まるで人だ。


　人のような形をしているが、当然、人じゃない。姿勢が前ぜん傾けいしていて、腕がやや長すぎるし、脚あしは短い。そもそも、身の丈たけがたぶん、四メテル以上ある。


　全身に暗緑色の鎧よろいをまとった巨きよ人じん、とでもいえばいいのか。──巨人。


　違う。


　誓ちかってあれは巨人なんかじゃない。


「カルア、あれって──」ドロシーはカルアにしがみついて震ふるえだした。


「……虚神アダム」


　遥はるか昔、地上には忌み者ローステツドたちがはびこっていた。彼らはやがて人の王たちによって駆く逐ちくされたが、人はそのために大きな代だい償しようを払はらい、世は乱れに乱れて、歴史が紡つむがれることすらない暗黒期ダークエイジに陥おちいったのだと言い伝えられている。


　だが、ともかくも、人は勝ったのだ。勝利を手に入れるために、人の王は当時の魔法と最さい先せん端たんの技術を結集して人に似せた決戦兵器を作らせ、これを操あやつった。


　その名も、虚神アダム。


　初代魔王ルナティック・デッド・エターナルが、虚神使いアダムヘツドだったという伝承があることから、レベルデッド魔王国では子供でもその存在を知っている。お伽とぎ話ばなしに出てくる、恐おそろしくも頼たのもしい虚神アダムが実在しないことも、大人になるにつれて理解する。
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　実在しないと、カルアも思っていた。そのような兵器が実際にあったとしても、忌み者ローステツドたちとの戦いですでに失われてしまった。失われずに残り、保管された物がたとえあっても、大昔の話だ。朽くちて土に還かえっているだろう。


「……虚神アダムだと」アンナマリーも呆ぼう然ぜんとしている。


「なぜ、ここに虚神アダムが……」シズの言いようはちょっと気になった。


　──なぜ、だって？


　その言い方だと、虚神アダムが実在することをシズは知っていた。ただし、こんなところにあるのはおかしい。そう思っているように受けとれる。


『虚神アダムじゃねえ』


　ジャックの声が響ひびき渡わたった。戦場などで用いられる拡声器メガホン越ごしの声みたいに、やけに音量が大きい。


『物を識しらねークソッタレのクズ虫どもめ。オレ様が特別に教えてやる。このパンツァーガイストは、虚神機アダムギア──人が乗れる虚神アダムだ……ッ！』


　虚神機アダムギアの双そう眼がんが不気味に黄色く光った。


　もしかして、動くのか。それは動くだろう。やつは荷車の上で縮こまるようにして座っていた。そして立ちあがったのだ。でも、信じられない。


　あんなに大きい物が、軋きしむ音もほとんど立てずに滑なめらかに動作するなんて。


「か、カルア、に、逃にげ──」


「う、うん、そうだ、逃げないと！」


　カルアはドロシーと肩かたを並べて走った。虚神機アダムギアが地響きを立てて近づいてくる。何しろ人間の倍以上、三倍ほどもある巨体だ。競走をしても勝ち目がない。じゃあ、戦う？　あんなやつをどうやって倒す？　魔法は効くのか？　わからない。わかるはずがない。


『逃げたって無む駄だだぞ、魔法使い！　オレは今、だいぶ機き嫌げんが悪い！　おまえらをひねり潰つぶさねーと、気がすみそうにねえ……ッ！』


「ジャスティスはどうしたんだよ！　自ら手を下さないんじゃなかった……!?」


『バァーカ！　オレは操縦するだけで、やるのは虚神機アダムギアだろうが……ッ！』


「そんなの詭き弁べんじゃないか……！」


　カルアは隣となりのドロシーに「倉庫街に！」と伝えて足を速めた。粘ねばつくような疲ひ労ろうを感じるし、痛みもあるが、そんなことは言っていられない。とりあえず狭せまい場所に逃げこむ。そうすれば、図ずう体たいのでかい虚神機アダムギアは追いかけてこられないだろう。問題はつかまらずに倉庫街までたどりつけるか、だが──


「射しや撃げきは苦手だけど……」


　シズが拳けん銃じゆうを抜いた。


「的があれだけ大きければ……！」


　連続で発はつ砲ぽうして、半分以上が命中したようだ。


　当たったのに、虚神機アダムギアはびくともしない。なんて装そう甲こうだ。


　虚神機アダムギアはシズに向きなおった。


『ハハッ！　すげーな、虚神機アダムギア！　豆鉄砲ごときじゃあ傷一つつかねえ……！』


「やっちゃえ、ジャック……！」愛芹が貨車の上で右みぎ拳こぶしを振りあげる。


『この玩具おもちやがどれだけやれるか……ッ！』


　虚神機アダムギアが跳とんで、一いつ瞬しゆんでシズに迫せまった。あんなに速く動けるのか。


　踏み潰される。


　いや、わずかにそれたか。シズは転がるようにして逃げる。


「くそ……！」


　カルアはまばたきをした。開門アンロツク。


「こい、正二位雷らい霊れい迅ジン宇ウ、従二位雷霊徹テツ辰シン！」


　足を止めて、虚神機アダムギアに狙ねらいを定める。


「仰アオギシ空クウ冥メイ鳴ナリ渡ワタル霹ヘキ靂レキ燦キラメキ怒ド濤トウノ如ゴトク降フリ頻シキレ爆バク雷ライ索サク……！」


　魔法を発動させると、十二条の稲妻が虚神機アダムギアを打ちすえた。どうだ。十二分の十二。百パーセントだ。間ま違ちがいなくぜんぶ的中したのに、『──ウォッ……!?』というジャックの声が聞こえて、虚神機アダムギアは小こ揺ゆるぎしただけだった。


　妖よう精せいみたいに零化したわけじゃない。でも、効かなかった。


　もちろん手加減なんてしなかった。それなのに、ほとんど効かなかったのだ。


　うそだ。


　いや、うそじゃない。事実だ。まぎれもない現実だ。だめだ。逃げるしか。もう逃げるしかない。無理だ。ほかにできることはない。何もない。


「この……！」アンナマリーが虚神機アダムギアの背中にとりすがったが、無む謀ぼうだ。


『しゃらくせえ……！』


　虚神機アダムギアが激しく身をよじると、アンナマリーはすがりついていられなくなった。吹っ飛ばされて、地面に叩たたきつけられた。


『アッハハハハ……！』


　虚神機アダムギアがアンナマリーめがけて拳を繰くりだす。アンナマリーは転げまわり、這はってかわした。よけられても、虚神機アダムギアは止まらない。アンナマリーを叩き潰そうとして殴なぐる。殴る。殴る。そのたびに地鳴りがする。地面が砕くだけ散って、大量の土ど砂しやが巻きあげられる。


『すげえ！　いいぞ、パンツァーガイストッ！　試運転したときよりもぜんぜん動くじゃねーか！　汽車に積めそうもねーからどうしようかと思ってたが、オレはこいつに乗って行ってもいいな！　クハァーッ！　最高マツドだぜーッ……！』


　カルアは走りながら振り向こうとした。できなかった。見たくない。


　あとすこしで倉庫街だ。


　アンナマリーとシズはどうなる。このままだとやられてしまうだろう。知ったことか。あの二人も敵だ。どうなろうと知ったことじゃないんだ。


　それに、銃撃戦のあげくにあんな物が暴れまわっている。放ほうっておいても積み荷があらためられて、子供たちが救いだされるかもしれない。


　やったんだ。できることはやった。退散して、あとはなりゆきに任せればいい。


　いいのか、それで。本当にいいのか。


「カルア！」


　倉庫街の手前で、ドロシーが立ち止まった。


「行って、カルア！　わたしはもう何があっても邪じや魔まをしたりしない！　ここでおとなしくしているから思いきり戦って！」


「え……」


　カルアは、いや、と言いかけて頭かぶりを振った。


　そうじゃなくてさ。だって、相手は虚神機アダムギアだし。人間じゃないんだ。人間だったら、魔法でなんとでもできる。全力で魔法を叩きこみさえすれば、倒たおせない人間なんていない。いるはずがない。だけど、虚神機アダムギアは。


　──そんなことを。


　そんなことを考えていたのか。自分は、心の底ではそんなことを。


　それで、魔法がまったく通じなくて、ショックで、自信をへし折られて、ちっぽけなプライドを打ち砕かれ、尻しつ尾ぽを巻いて逃げるつもりだったんだ。最低だ。


　カルアはうつむいた。ドロシーの顔を正視できない。ドロシーにはこんな姿を見せたくなかった。見せちゃいけなかった。見せてしまった。終わりだ。軽けい蔑べつされる。


「カルア……」


　ドロシーに腕うでをつかまれた。左腕じゃない。右腕だった。


「聞いて、カルア。わたしがわがままを言うのはカルアがいるから。きっとカルアがどうにかしてくれると思っているから」


　カルアはおそるおそる顔を上げた。ドロシーはすこしだけ笑っていた。なんで笑えるんだよ。


「カルアなら何でもできると、わたしは信じている。それがカルアの魔法でしょう」


「……だから！」


　魔法は万ばん能のうじゃないんだって。言わずにカルアはドロシーを倉庫街の方へと押しやった。そんなふうに信じられたら、その信しん頼らいに応こたえてみせるしかないじゃないか。強くなるしかないじゃないか。強くなれるに決まっているじゃないか。


「ジャック・ラヴロー……！」


　カルアは風のように駆かけながらまばたきをする。開門アンロツク。


　シズが虚神機アダムギアに蹴けられて、紙かみ屑くずみたいに飛んだ。アンナマリーはほとんど原形をとどめていない左ひだり脚あしを引きずっている。ジャックが高笑いをした。


「こい、従二位氷ひよう霊れい彪ヒユウ凜リン！」


　氷霊魔法は負の星熱フイグマを物質面Ｍプレーンに移動させることで熱を奪うばい、温度を低下させる。


「酷コツ寒カンノ石イシ室ムロニ在マス罪ツミ深ブカキ慈ジ母ボ抱イダキシ愛マナ子ゴニ囁ササヤク歌ウタノ──」


　精霊に知性があるのか否いなか。議論の余地があるところだが、氷霊はとりわけ気難しいとされ、負の星熱フイグマは制せい御ぎよが困難だ。しくじればただちに冷気が術者を襲おそい、凍とう傷しようを負わせて、ときには死に至らしめる。危険な魔法を今、カルアは解き放つ。


「悲カナシキ旋セン律リツニ睡ネムレ縛バク氷ヒヨウ獄ゴク……！」


　さながらそこだけ時が巻き戻もどされたかのようだ。六月が一月になって、猛もう烈れつな寒波が押しよせる。虚神機アダムギアの表面がみるみるうちに白い物で覆おおわれてゆく。


　霜しもだ。


　虚神機アダムギアは瞬時に冷れい却きやくされて、凝ぎよう結けつした水蒸気、氷の結けつ晶しように包まれた。


『──さ、寒っ……!?　魔法使い、おまえの仕し業わざか……ッ！』


「そのとおり」


　カルアは一つ息をついた。氷霊魔法は得意じゃない。精せい一いつ杯ぱいやってもこんなものか。


　左肩はともかく、右みぎ脚あしはけっこう痛むので、どうしても気になる。黒魔法による疲労もぬぐいがたい。あの領域ゾーンからはすでに遠ざかっている。


　こんな状態で虚神機アダムギアとやりあうなんて、正直、悪夢だ。


「でもね。一つだけ言っておく。きさまのような下衆ゲスにおまえ呼ばわりされる筋合いはないし、クソだのクズだのと罵ののしられるいわれはもっとない」


　カルアは自分より遥はるかに背の高い虚神機アダムギアを無理やり見下した。くだらない悪夢はさっさと終わらせてやる。


「今すぐ手をついて謝れ、ジャック・ラヴロー。そうしたら許してやらないでもない」


『……なんだと？』


「無理か。そうだろうな。頭の悪いガキには謝罪の意味すら理解できまい。言って無駄なら、懲こらしめてやる。この僕が、僕の魔法で」


『誰だれがガキだ、クソガキの分際で……ッッ！』


　ジャックは逆上して虚神機アダムギアを跳ちよう躍やくさせた。しかし、明らかに虚神機アダムギアの挙動がさっきまでとは違う。ジャックは一気にカルアを踏ふみつけようとしたのだろうが、届かない。


　理由は一つだ。縛氷獄が効いている。動きが鈍にぶっているのだ。


　カルアはまばたきをした。開門アンロツク。


『チィッ……！　だが！　動けば問題ねえ……！』


　つかみかかってこようとする虚神機アダムギアの腕をかいくぐって、カルアは後退した。


「こい、正一位雷霊景カゲ貫ツラ、従一位雷霊天テン華カ！」


『馬ば鹿かがッ！　魔法ごときでオレの虚神機アダムギアがやられるかよ……ッ！』


　虚神機アダムギアの左脚が猛もう然ぜんと迫りくる。カルアは身を低くしてこれをかわした。ドロシーの声が聞こえる。乱れそうになる精神の集中を繫つなぎ止めろ。頭を二つに分けて、魔法の準備を進めながら、虚神機アダムギアに対処する。できるはずだ。ドロシーが信じてくれているこの力を、授さずけられ、今日まで磨みがきあげてきた魔法を信じろ。おのれが信じる道をあくまで貫つらぬけ。不可能を可能にしろ。それが魔道だ。たとえできなくても、恐おそれずにやるんだ。


「全ゼン天テンノ覆オオウ叢ムラ雲クモ引ヒキ裂サクル光ヒカリ──」


『オラアアアァァァッ……！』


　すくいあげるように振ふりあげられた虚神機アダムギアの右手が、カルアの鼻先をかすめた。身体からだが大きく揺ゆらいだが、それでもカルアは詠えい唱しようをやめない。


「我ワレハ暴ボウ君クン轟トドロケル暴ボウ威イ荒アラブレバ神カミ鳴ナレ──」


『ウラァ！　ラアァッ！　ラアァァッ……！』


　虚神機アダムギアが矢や継つぎ早に拳こぶしを打ちおろしてくる。頭の半分で魔法に集中しているせいか、奇き妙みようなほど恐きよう怖ふを感じない。カルアは虚神機アダムギアの拳をじっと見つめて、最低限の動作でよける。最低限といっても、走らなければいけない、思いきり跳ばないといけない。虚神機アダムギアの拳が激しく地面を叩いて、カルアは体勢を崩くずした。


『終わりだ、魔法使い……！』


　巨きよ大だいな鉄てつ槌ついのような虚神機アダムギアの拳が降ってくる。


　もはや回かい避ひは不能だ。


　その必要もない。


　カルアは魔法を発動する。


「吼ホエヨ雷ライ獅ジ子シ……！」


　閃せん光こうが一帯を真っ白に染め、百ひやく獣じゆうの、いや、百万獣の王が咆ほう吼こうして、天てん罰ばつのごとき雷かみなりが虚神機アダムギアを打ちすえた。それは雷らい霊れい魔法が引き起こす雷らい撃げきの域を超こえている。空を無残に切り裂さいて、大いに地を揺るがす。正真正しよう銘めいの巨雷に匹ひつ敵てきする、今のカルアにとって最大の精霊魔法を、しかも、ただ全身全霊を捧ささげて放っただけじゃない。その威い力りよくを増ぞう幅ふくさせるための手も打っておいた。


　縛氷獄だ。


　温度が下がれば、下がっただけ電気伝導率が高まる。そして、星電気エレクトラも電気と同じ性質を持つ。


　ようは、電気を流れやすくすることで、雷霊魔法の効果を高めたのだ。


　カルアは一度目をつぶって、深呼吸をしてから、ゆっくりと開けた。


　虚神機アダムギアは全身から煙けむりを立ちのぼらせている。微び動どうだにしない。


　その拳からカルアまでの距きよ離りは、約三十サンチ。


　虚神機アダムギアの胸部が上下に開いた。蓋ふたのようになっているのか。中から蹴り開けたようだ。ジャックが出てきて、カルアを見おろした。


「オレの玩具おもちやを台無しにしてくれやがったな。名前を教えろよ、魔法使い」


「きさまごときに名乗る名は持ちあわせてない」


　カルアがグリギュエンルを抜ぬいて構えると、ジャックは「ヘッ！」と鼻を鳴らして、唇くちびるを笑う形にゆがめた。


「覚えておくぜ、その顔を。それから、おまえの魔法もな。ペロ……！」


　意表をつかれた。


　ペロは魔王顕現アウトブレイクしたドロシーの魔ま剣けんに斬きられて、頭を一つ割られた。頭が三つもあるだけに、致ち命めい傷しようかどうかはわからないが、すぐに起きあがれるような傷ではないはずだ。


　それなのに、ペロは虚神機アダムギアに駆けよってきた。ほぼ両断されていた真ん中の頭はくっつきかけている。もしかして、超再生者リジエネレーターなのか。犬なのに。


　犬にしては大きすぎて、しかも頭が三つもあるペロの背中に、ジャックが飛びのった。


「きたな、よし、いい子だ！」


　ジャックはペロの首の付け根あたりにまたがると、頭を軽く叩たたいて進ませた。


「愛芹、こい！」


「逃にげるなんてーっ！」


　愛芹は非難めいた声をあげながらも貨車から飛び降りた。その落下点に、ちょうどペロが通りかかる。愛芹はジャックの後ろに収まると、振り返ってカルアをにらんだ。


「次どっかで見かけたら、マジコロスから！」


　悪党と妖よう精せいをのせて、ペロが走り去ってゆく。


　見たところ、自力で動ける袖そでなしは一人残らず逃げ散ったようだ。


　袖なし以外の作業員たちも、騒さわぎのあいだにどこかへ行ってしまった。


　テッサン、ウーロンは倒たおれたままだが、ユンが二人の面めん倒どうを見てくれている。


　アンナマリーはシズを介かい抱ほうしていた。シズも起きあがろうとしているから、なんとか無事なのだろう。


「次に見かけたら、か……」


　カルアは立っているのがつらくなって、片かた膝ひざをついた。


「……次より、今の方が確実だと思うけどね」


　魔法の力の源として臍せい下かに蓄たくわえてある霊力マナだけじゃない。身体中をめぐって気力、活力として働く精気プラナもほとんどからっぽだ。こんな虚きよ脱だつ感は味わったことがない。魔法を使いすぎたのだ。立ちあがろうとしても、立ちあがろうという気持ち自体が萎なえてしまう。


　ぼんやりと治安維い持じ騎き士し団だんの派出所に目をやると、騎士が建物の中からこっちをちらちらうかがっていた。


　駅舎や倉庫街の方には野次馬の姿もあるが、誰も近づいてこようとはしない。


　一人をのぞいて。


「カルア……！」


　ドロシーだ。腕うでを振って駆けてくる。


「カルア！　カルア！　カルア、だいじょうぶ？　カルア！」


　ドロシーは滑すべりこむようにして、カルアのすぐそばにしゃがむどころか座った。カルアの顔をのぞきこむ表情は真剣そのものだ。あまりにも深刻すぎて、その顔を眺ながめていたらかえってすこしなごんだ。


「だいじょうぶだよ」


　カルアが立ちあがってみせると、ドロシーは大きな大きなため息をついた。


「……よかった。も、もちろん、信じてはいた。それは本当に本当。わたしはこれっぽっちも疑っていなかった。たしかにカルアは胸の大きな子に目がない変態だけど、それとこれとは別だから」


「うん……」


　なんでわざわざそういうことを付け足すかな。怒おこってもいいところのような気もするが、うつむけられたドロシーの顔が赤い。


　まあ、いいか。


「行こう。子供たちを助けないと」


　カルアとドロシーは貨車の中に入った。ぎっしりと積まれた樽たるを内側から叩く音や、すすり泣きのような声が聞こえる。カルアは手近の樽に手をかけて、グリギュエンルで蓋を壊こわした。その樽には一人しか入っていなかった。


「メイリー！」


　つい呼び捨てにしてしまったが、そんなことはどうだっていい。カルアはメイリーの両手両足を縛しばっている縄なわを断たち切って、樽から出るのを手伝った。猿さる轡ぐつわを外した途と端たん、メイリーが抱だきついてきて、カルアは思わず「おぅ……」と声をもらした。


「ごめんなさい、あたし、テッサンたちを止められなくて……！」


「い、い、いやあの、その、それはまあすぎたことだし、ね？　だからつまり……」


「カルア！」ドロシーの頰ほおがふくらんでいる。


「な、なんだよ」


「なんでもないけど！」


　ドロシーはぷいっと横を向いて、別の樽の蓋を魔剣でこじ開けはじめた。


　それにしてもこれは、なんというか、まずい。密着しすぎだ。いろいろな部分が、さまざまな意味で、よくないような気がする。


「と、とにかくっ」


　カルアは咳せき払ばらいをして、できるだけやさしくメイリーを押しのけた。


「テッサンたちも、怪け我がはしてるけど、たぶん命に別状はないと思うからさ、心配だったら見に行けばいいし、僕はとりあえず子供たちを樽から出してあげようかなと……」


「あ、そう……ですよね。あたし、取り乱してしまって……まず、お礼から」


「いや、いいよ、そんなの。それより──」


　カルアは振り向いた。アンナマリーとシズが貨車に入ってきた。アンナマリーは血ち塗まみれだが、傷はだいたい癒いえているみたいだ。シズは左腕がだらんとしている。


「やったな、魔法使い」


　アンナマリーはニヤリと笑ってみせた。


「殊しゆ勲くんはおまえだ。しかし、虚神アダムを動作不能に陥おちいらせるとは。なんてやつだ」


「たまたまだよ」


　カルアは首を横に振ってみせた。謙けん遜そんじゃない。すくなくとも、一人では太刀たち打うちできなかった。


「そっちはへいきなの」


「あたしはな。シズは左腕が使い物にならなくなった」


「虚神アダムのキックを受け止めたせい……この腕、邪じや魔ま……外したい……交こう換かんが必要……」


「交換……できるんだ？」


「換かえさえあれば……」


「へえ……」


「まあ、どっちにしても」


　アンナマリーは片方の眉まゆをつりあげて、髪かみをかきあげた。


「おまえたちがこの街にいるあいだ、あたしたちは手出しできないしな。そういう話だっただろう」


　そのわりには、アンナマリーは悠ゆう然ぜんと構えている。というよりも、したり顔をしているようにすら見えるのは、カルアの気のせいだろうか。


　なんだかすごく、とても、いやな感じがする。カルアはドロシーの腕を引っぱった。


「ドロシー、この車両はアンナマリーたちに任せよう。僕らは隣となりの車両に」


「え？　なぜ？」


「手分けした方がいいだろ。じゃあ、アンナマリー、シズ、メイリーさん、よろしく」


「あ、はい」


　メイリーはきょとんとしている。


　シズはあいかわらずの無表情だが、アンナマリーはこころなしかにやついていた。


　貨車から出ると、いつ現れたのか虚神機アダムギアの前に二騎きの騎馬がたたずんでいて、疑ぎ惑わくが確信に変わった。


　一騎は金きん髪ぱつの男、もう一騎は女で、燦きらめく白金の髪を明け方の風になびかせている。


「まさかこんなところで虚神機アダムギアを拝めるとは。しかも、部品パーツではない。組みあがっている。うまく接収できれば、中ちゆう将じようがお喜びになるだろうな。君はどう思う、雛ひな菊ぎく少しよう尉い」


「デミアン様のお考えのとおりかと」


「そうか。ところで、その呼び方はよさないか」


「以前は特務大尉と呼ばせていただいておりましたが、まだるっこしいとデミアン様が仰おおせになりました。何か問題でも」


「問題はないさ。ただ、美しくない」


「申し訳ありません。おそらくわたくしが妖精だからでしょう。デミアン様の美的感覚は理解の範はん疇ちゆうを超えます」


「真面目まじめだな、少尉は。むろん、悪いことではないが──」


　男が手た綱づなを引いて、馬首をこちらにめぐらせた。切れ長の瞳ひとみは浅あさ葱ぎ色だ。出身地が想像しづらい、どこにいても異国風エキゾチツクと評されそうな顔だちだが、間ま違ちがいなく眉び目もく秀しゆう麗れいで、背も高い。いやみなほど貴公子然としている。


「やあ、少年。一別以来だ。じつは先日、アンナマリー特務少尉から電報を受けとってね。急いで馬を走らせてきたのだが、どうやら間に合ったらしい。元気そうで何よりだ」


「ドロシー……！」


　カルアはドロシーの腕をつかんで駆かけだした。うなずくのもそこそこに、ドロシーも走る。デミアン・エンジェル特務大尉と、雛菊少尉。当然、二人とも軍服を着ている。徽き章しようは黒、赤、黒の三本ライン。所属は帝国陸軍情報局の赤黒隊ノワルージユ。魔王の娘むすめドロシーを捕ほ縛ばくしようとしている部隊だ。


　デミアンと雛菊が馬に鞭むちを入れて追いかけてくる。電報。電報を打っていたのか。アンナマリーはこう言った。手助けしてくれるなら、おまえたちがこのアラニス市にいるあいだ、あたしとシズは任務を忘れる、と。もうとっくに電報で仲間に報しらせていたから、自分たちが動かなくてもいい。そういうことだったのだ。嵌はめられた。


「カルア、走れる!?」


　ドロシーに心配されるなんて、失格だ。


「僕のことは気にしなくていい！　走れなくたって、走る！」


　何かを察したのか、貨車からメイリーが飛びだしてきた。


「カルアさん！　ドロシー……！」


　さよならくらい言いたいが、そんな余よ裕ゆうはない。カルアとドロシーは貨車と貨車の連結部分をくぐり抜ぬけて貨物列車の向こうに出た。デミアンと雛菊は騎乗しているから、迂う回かいしてくるはずだ。これですこしだけ時間が稼かせげるだろう。


「脚あしが痛かったら言って！　わたしがカルアをおんぶする！」


「させられるわけないだろ、そんなこと！　できっこないし……！」


　きっと冗じよう談だんじゃない。ドロシーは本気で言っているのだ。そう思うとちょっとだけ笑いたくなって、疲つかれや痛みなんかどうでもよくなった。


　競うように駆けて、駅舎の方へと向かう。


　途と中ちゆうで振ふり向きたくなったが、やめておいた。


　メイリーとも、テッサンたちとも、たぶん二度と会うことはない。こうしてあといくつの出会いと別れをくりかえすことになるのだろう。


　その果てに終着点があって、いつかそこにたどりつけるのなら、何もかも捨てたってかまわない。


　二人の旅はつづく。












　あとがき







　新しいシリーズの一冊目ということで、自己紹しよう介かいをしようと思います。


　僕は十じゆう文もん字じ青あおといいます。


　といっても、この名前はペンネームです。本名は別にあります。ちなみに、僕はあまり自分の本名が好きではありません。理由は書いた感じがしっくりこないからです。ペンネームは気に入っていますし、本名よりこの名で呼ばれることのほうが多いので、むしろ本名のほうが仮の名のように感じることもあります。


　僕は北海道で生まれて、今も北海道に住んでいます。


　東京に出てこないのか、引ひっ越こしてはどうか、とすすめられることもあるのですが、そのつもりはまったくありません。その理由についてくわしく書いたら、担当編集者にそれはよくないと言われたので、ここは省きます。何について書いたのかは、ご想像にお任せします。まあ、北海道から海を渡わたると、苦手なものに出くわす可能性があるので、といったようなことです。


　苦手といえば、ほかにも苦手なことがあって、たとえば、洗せん濯たく物ものを畳たたむのが僕はどうも苦手です。


　正確に言えば、同じ形に畳むことができないのです。どういうことかというと、Ｔシャツを三枚洗ったとしますね。干して、乾かわいたら畳んでタンスにしまうと思うのですが、この場合、Ｔシャツはタンスの同じ段に、きれいにしまいたくなるのが人情です。僕もそうしたいのですが、同じサイズ、似たような形のＴシャツなのに、同じふうに畳むことができず、どうしても不ふ揃ぞろいになってしまうのです。


　なぜなのか。


　自分でも不思議なので、考えてみたのですが、どうも僕は、似たようなＴシャツだからといって、同じふうに畳むのはつまらない、と思っているようなのです。自分のことなのに、ようなのです、というのも変な話ですが、そこまで強く意識しているわけではなくて、なんとなくそのようなことをぼんやりと思いながら畳むもので、すべて違ちがう形になってしまうということが、判明したのです。


　だったら、何がなんでも、是ぜが非ひでも同じ形に畳んでやる、と意気ごんで畳んだらどうか、ということに当然、なると思います。そうしてみたのですが、今度は、前にどうやって畳んだか、ちゃんと覚えておらず、結局、少しずつ違う形になってしまうのです。


　これでも僕は、自分で書いた小説のことは、わりあいよく覚えています。何という本の、どこに、こういうことを書いた、といったことは、必要に応じて思いだすことができるのです。ところが、人の顔やら、名前やら、どこで会ったのか、何を話したのか、といったことになると、てんでだめです。何月何日にどんなことがあったのか、みたいなことも、さっぱりです。記き憶おく力が悪いのです。


　つまり、僕は、同じふうに畳むのはつまらない、という思考の傾けい向こうと、記憶力の悪さのために、洗濯物を畳むのが苦手なのです。


　この、同じふうに何々するのはつまらない、というのは、ほかのことでもそうで、料理でも同じ味を再現できた例ためしがありません。レシピを見て、そのとおり作るのがそもそも苦手で、ついつい余計な物を足してしまい、ちょっと妙みような味になるくらいならまだいいのですが、完全な失敗作ができあがってしまうこともめずらしくありません。


　余計なこと。


　そう、何かにつけ、僕は余計なことをしがちです。あそこで、あんなことをしなければ、うまくいっていたのに。そういったことが、振ふり返かえると、数えきれないほどあります。数えきれない、というよりも、僕は記憶力が悪いので、きちんと数えられるほど、はっきり覚えていない、といったほうが正しいかもしれませんが。


　ところで、こんなに長い自己紹介をしたのは初めてです。ほかに何かあるでしょうか。そうだ。趣しゆ味み。でも、困りました。小説を書くことが仕事になってから、僕は小説を書くか、書いているもしくはこれから書く小説のことを考えるか、小説を書くために調べ物をするか、小説のためにおいしい物を食べるか、うまい酒を飲むか、ゲームをするか、散歩をするか、猫ねことたわむれるか、明日また小説を書くために休むか、だいたいそんなことをして毎日を過ごしています。趣味と呼べるようなものはないのです。


　友だちは、ほとんどいません。


　魔ま法ほうは、使えません。よく噓うそをつきます。


　こんなところでしょうか。いい具合に紙数が尽つきたので、ここまでにしておきます。


　最後に、すぶりさんをはじめ、本書の制作、出版、販はん売ばいに関かかわったすべての方々、そして今、本書を手にとってくださっている皆みな様さまに深く感謝します。


　願わくは、始まったばかりのドロシーとカルアの旅を、今後も見守ってやってください。


　叶かなうことならば、末永く。
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